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 本学は、「マネジメントの思想と理念をきわめ、これを実践の場に移しうる能力を涵養し、も

って全人類に幸福と繁栄をもたらす人材を育成する」ことを建学の精神としています。経営学の

知識のみならず、実践力を伴った人材を輩出すべく、これまでもアクティブラーニングの推進な

ど「学生が自ら考え、行動できる」仕組みづくりに努め、「学生主体の教育体制」の整備を進め

て参りました。 

 2014年に、文部科学省「大学教育再生加速プログラム（AP）」のテーマⅠ（アクティブラーニ

ング）とテーマ II（学修成果の可視化）複合型に、本学の事業が採択されました。本採択を機に

2016 年から新たな高大接続の形を模索し始め、学生が高校・大学時代を通じて多くの気づきと

深い学びを得て大きく成長するために、いま必要とされていることは何かについて検討して参

りました。その結果、たどり着いたキーワードが「主体性」と「協働力」でした。これらのキー

ワードを軸に新たな学習プログラムを開発しました。ひとつは、学生の社会に対する興味・関心

や問題意識を深化させることを目的とした『主体的学習者育成プログラム ～問題発見編, 問題

解決編』です。もうひとつは、多様な情報を収集し、チームで情報を共有しながら合意形成に至

るまでのスキル向上を目的とした『協働的学習者育成プログラム ～情報共有編, 合意形成編』

です。 

本プログラムは、2017 年から全国各地の高等学校で順次実施させていただいております。奇

しくも高等学校で「探究学習」への取組みが本格化する時期と重なり、探究学習のキックオフプ

ログラムとして、あるいは、探究学習の学びを深化するためのプログラムとして多くの高等学校

に採用いただきました。プログラム実施に要する時間が各 100 分ということもあり、実施に際し

て高等学校のご理解、ご協力が不可欠でしたが、いずれの高等学校においても多大なるご支援を

いただき、これまで実施してくることができました。ご協力いただきました高等学校、先生方に、

この場をお借りして改めて深く御礼申し上げます。 

本プログラムは、当初、本学教員が出張講義の形で実施する例がほとんどでした。しかし、近

年は高等学校の先生方自らが自校にて実施いただくケースも増えて参りました。そこで、本書は、

高等学校の先生方が自校にてプログラムを実施するにあたり、プログラムの趣旨をご理解いた

だき、円滑かつ効果的に実施していただくことを目的に作成致しました。 

2016 年にプログラム開発に着手して以降、用語の定義や育成すべき力の画定、教材の開発な

ど、数々の困難がありました。これまでの取組みの成果として、本書が刊行され、皆様にお届け

できることに大きな喜びを感じております。貴機関、あるいは教育に携わる皆様に有益な情報提

供になれば幸甚です。 
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Ⅰ 概要 

 

1 本書の目的と構成 

 本書は、本学が開発した『主体的学習者育成プログラム ～問題発見編, 問題解決編』および

『協働的学習者育成プログラム ～情報共有編, 合意形成編』を円滑かつ効果的に実施していた

だくための、実施ガイドです。 

 日本経済団体連合会の調査によれば、企業の大卒等新卒者の採用選考活動において重視する

点は、「コミュニケーション力」が 16 年連続 1位、「主体性」が 10年連続 2位となっています

（「2018 年度 新卒採用に関するアンケート調査結果」より）。本プログラムは、高等学校・大

学のみならず、大学と社会の接続性も視野に入れ、この主体性と協働力（コミュニケーション

力）の育成を目的としています。 

 これまで多くの高等学校に本プログラムを採用いただきましたが、その導入意図は主に 3つ

でした。第一に、今後、探究学習に本格的に取り組むにあたり、その「キックオフプログラ

ム」として採用いただくケース。第二に、すでに探究学習に取り組んでいる高等学校が、その

学修効果を高めるための「学びの加速プログラム」として採用いただくケース。第三に、学習

者ではなく、教員の探究学習やアクティブラーニングの理解促進のために採用いただくケース

です。 
 

 本書では、以下の４つのプログラムを扱っています。 

 プログラム名 概要 パート 所要時間 

1 

主体的学習者育成 

プログラム 

日常的に見聞きする身近な事象から

でも「問題」を発見し、「課題」が

設定できることを体験的に学習する

プログラム 

問題発見編 100分 

2 問題解決編 100分 

3 

協働的学習者育成 

プログラム 

地域課題を題材とし、個々人が収集

した情報をチームで共有しながら、

課題解決に向け、チームで合意形成

を図る力を養うプログラム 

情報共有編 100分 

4 合意形成編 100分 

 

 プログラムごとに(1)講師ガイドを記し、プログラム実施に必要な(2)投影スライド (3)教材

一式を付しています。また、プログラム中に実施する主体性・協働力に関する(4)簡易診断テス

トについて、その結果の分析方法・活用例も解説しています。 

コンテンツ 概要 

(1) 講師ガイド 
プログラムの概要を把握いただくため、プログラムのおおまなか流れ

や必要な事前準備などについて説明しています。 

(2) 投影スライド 
投影するスライドごとに、プログラム進行上のポイントや留意点など

を詳細に記しています。 

(3) 教材 

プログラム進行上、必要な教材はすべて掲載してあります。 

投影スライドの中で重要な内容は、すべてテキスト＆ワークシートに

記載してありますので、受講生はノートをとることに気を取られるこ

となく、演習に集中することができます。 
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(4) 診断テスト結果の 

  分析・活用方法 

主体的学習者診断テストおよび協働的学習者診断テストの結果の分析

方法を解説しています。また、結果の活用例も記載しています。 
 

 投影スライドに沿ってプログラムを進行いただければ、たとえ講師が探究学習やアクティブ

ラーニング型授業の進行に不慣れであっても、無理なく高校生の主体的・協働的学習態度を引

き出せるように工夫しました。 

 教材準備の負担を軽減するため、投影スライドおよび教材の「データ」をご希望の場合は、

巻末の問合せ先までご連絡ください。 

 

2 推奨環境 

プログラム実施にあたっては実施時期、クラスサイズ、グループサイズ（グループワーク時の

1 グループの人数）、使用機器、実施場所など以下の環境での実施をお勧めします。条件を満た

さない場合でも実施可能ですので、その場合は適宜工夫をしてください。 

「協働的学習者育成プログラム」では、映像教材がプログラム上で重要な役割を担っています。

事前にパソコンおよびプロジェクタの動作確認、音声の出力確認などを行った上で、プログラム

を実施ください。 
 

実施時期  プログラムの実施時期は特に問いません。学年も問いません。ただ、これ

までプログラムを実施いただいた高校では、探究学習の「導入プログラム」

として高校 1年の早い時期に実施する例が多くみられました。また、主体的

学習者育成プログラムを高校１年次に、協働的学習者育成プログラムを 2年

次に、段階的に実施する高校もありました。 

実施間隔  主体的学習者育成プログラムの「問題発見編」と「問題解決編」、協働的

学習者育成プログラムの「情報共有編」と「合意形成編」は、あまり期間を

空けずセットで実施することが望ましい。たとえば「問題発見編」と「問題

解決編」の実施間隔が 1か月以上離れると、プログラムのつながりが切れ、

期待したような効果が出ないおそれがあります。特に「情報共有編」と「合

意形成編」は、連続性の強い内容になっているため、あまり期間を空けず実

施することをお勧めします。逆に、1 日の午前と午後に「問題発見編」と「問

題解決編」を一気に連続して実施することも、特に問題はありません。 

クラスサイズ  1クラス 30-40名程度での実施を想定しています。各クラス講師 1 名で実

施することができます。極端に大人数で実施することは学修効果を低下させ

るおそれがあります。 

グループサイズ  演習（グループワーク）における 1グループ人数は、5～6 名を想定してい

ます。グループ分けにおいては、多様なメンバー構成となるように配慮くだ

さい（クラス横断でグループ分けする、得意・不得意科目が異なるようにグ

ループ分けするなど）。グループ内で多様な意見が出ることにより、多くの

気づきがもたらされます。 
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使用機器  実施には、パソコン、プロジェクタおよびスクリーンが必要です。また、

主体的学習者育成プログラムの「問題解決編」、協働的学習者育成プログラ

ムの「情報共有編」「合意形成編」には映像教材が含まれており、音声出力

機器も必要です。 

実施場所  教室で実施することを想定していますが、会議室などで実施することも可

能です。ただ、ワークシートへの書き込みなどで不便が生じるため、机がな

い体育館などでの実施はお勧めしません。 

 協働的学習者育成プログラムの「情報共有編」は、1 つの映像をクラス全

員で視聴するのではなく、各生徒は自分が担当するインタビュー映像だけを

視聴します。そのため、映像を視聴するための教室を複数用意し、各教室に

映像視聴用のパソコンを用意する必要があります。各生徒は自分の担当の映

像を視聴した後は元の教室に戻り、情報共有のためのワークに取り組みま

す。「合意形成編」にも映像教材がありますが、こちらはクラス全員で１つ

の映像を視聴するのみです。 

教材  教材は個人用とグループ用のものが用意されています。個人用の教材は生

徒数に応じて、グループ用の教材はグループ数に応じて事前に印刷しておい

てください。 

 教材は、基本的に「A4 サイズ」ですが、A3 や模造紙サイズで印刷いただ

きたい教材もあります。印刷サイズは、講師ガイドをご確認ください。 
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Ⅱ．実施ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 主体的学習者育成プログラム 

3-1 問題発見編 
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3-1-1 講師ガイド 
 

主体的学習者育成プログラム  - 問題発見編 – 

講師ガイド 
 

(1) タイムテーブル（100分間） 

時間 プログラム 

10 分 
1. プログラムの目的 〜いま社会が求めている人材は？ 

2. プログラムの紹介、主体的学習者とは 

10 分 3. ウォーミングアップクイズ（全 3問） 

10 分 4. 主体的学習者診断テスト（プレ調査） →要回収 

5分 （  休  憩  ） 

50 分 5. 問題発見ケーススタディ「食生活実態調査」 

15 分 

6. まとめ 

7. 参考図書の紹介 

8. 振り返りシートの記入 →要回収 

 

(2) プログラム実施前の準備 

 資料名 必要数 

スライド投影 

の準備 

投影スライド 

 

− 

教材の印刷 (1) テキスト&ワークシート 

(2) 主体的学習者診断シート(プレ調査) 

1人 1部 

(3) グループワークシート「食生活実態調査」 

   ※食事写真をカラー印刷した上で模造紙に 

   貼り付けてください。 

1グループ 1部 

(4) 役割設定シート 1 グループ 

3ロール×2部 

(5) 振り返りシート 

 

1人 1部 
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(3) プログラム実施上のポイント 

時間 プログラム 実施上のポイントなど 

10 分 1. プログラムの目的 

  〜いま社会が求めている 

人材は？ 

 教室の雰囲気づくりが大切です。少しリラックス

した雰囲気がよろしいかと思います。 

 1-2名を指名して【問】の回答を尋ねた後、解説

メモの内容をお伝えください。 

2. プログラムの紹介 

 主体的学習者とは 

 以下のキーワードを強調しつつ、主体的学習者の

定義についてご説明ください。 

【キーワード】 

問題意識/観察/解釈/発想 

問題発見/問題解決 

 簡単にプログラムの流れをご説明ください。 

 「問題発見ケーススタディ」がメインであること

をお伝えください。 

10 分 3. ウォーミングアップクイズ 

（全 3問） 

  

 日常風景から困りごとを発見し、 

 解決した商品・サービスに関する 

 クイズ 

【問 1】 

 JR 西日本の施策意図を当てる（正解する）ことが

重要なわけではありません。 

 学生から多様な意見を拾い、探究学習において

「唯一絶対の答えはない」→積極的に意見してい

こう！とお伝えください。 

[回答例] 

- ベンチを 2 台から 1 台に減らしてコストダウ

ン 

 を図った 

- 2つのホームのどちらに電車が来ても気づく 

 ことができるようにした 

- ホームの電光掲示板が見やすいようにした 

【問 2】 

 多くの学生は「瞬足」がコーナーを走りやすいよ

うに開発されたことを知っています。 

 すぐに正解が出たとしても、「知っていること（常

識や前例）も疑ってみる」「知っていると思った

だけで、思考を止めない」ことの大切さをお伝え

ください。 

 探究学習の中で、常識や前例にとらわれないチャ

レンジをしてほしいとお伝えください。 

[例]たとえば、瞬足に関して 

- 想定されていない回り方（右回り）で 

 全力で走ってみる 

- 本当にコーナーを早く走れるのか 

 左右対称の靴で走った場合と比べてみる 

【問 3】 

 単にペイントしただけで大きな効果（成果）があ

がった例を紹介し、「高校生のみんなにも工夫次

第で大きな成果をあげることができる」ことをお

伝えください。 
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【3つの例の共通点】 

 3 つの例は、ともに何気ない日常風景をよく観察

したことによって、人々の困りごと（問題）を発

見した例であることをお伝えください。 

 探究学習においても、よく観察することが重要で

あることをお伝えください。 

【アドバイス】 

 3 つの例を振り返り、探究学習において重要な 3

つのポイントをお伝えください。 

①唯一絶対の答えはない 

②常識や前例に縛られない 

③自分にもできる！ 

10 分 4. 主体的学習者診断テスト 

（プレ調査） 

   ※要回収 

 あまり深く考えず、選択肢の番号は気にせず、直

感的に回答するようにご指示ください。 

※設問 6,10 は、他の設問と選択肢の番号が異な

っていますが、気にせず回答させてください。 

 回答後、回収してください。 

5 分 （  休  憩  ）  適宜休憩を挟んでください。 

 休憩の開始・終了時刻は、前後しても構いません。 

50 分 5. 問題発見ケーススタディ 

 「食生活実態調査」 

 まず【設定状況】【撮影に協力いただいた家族の

状況】をご説明ください。 

 食事写真付き模造紙を 1グループ 1枚ずつ配布く

ださい。 

【演習①】 

 演習内容を伝え、演習中は机間指導ください。 

 手が止まっているグループには、適宜ヒントや例

を示し、できるだけ多くの付箋を書き出せるよう

にご支援ください。 

【演習②】 

 立ち上がり他のグループの模造紙を見て回り、自

分たちのグループが気づいていなかった点につ

いてヒントを得て、付箋をさらに増やすようにご

指示ください。 

【演習③】 

 グループ内で役割（専門家）分担を決めさせてく

ださい。 

 改めて①状況設定 ②撮影に協力いただいた家族

の状況 ③写真をよく見るようにお伝えいただい

た上で、付箋をさらに増やすようにご指示くださ

い。 

【発表】 

 発表時間が限られていますので、発表は（出来の

よい）2グループ程度でよろしいかと思います。 

 2-3名に演習を通じて気づいた点などを尋ねてく

ださい。 

【ケーススタディの振り返り】 

 ケーススタディ（演習）を通じて以下のようなこ
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とを少しでも実感できたら、本日のプログラムは

成功だとお伝えください。 

- 専門性を持つとはどういうことか 

 ：特定の問題意識をもって世の中を眺める 

- 世の中をよく見る力（観察力）が身につくと 

 もっと知りたいという探究心が芽生えてくる 

- 結果として、主体的に学ぶ態度が発揮される 

 ようになる→主体的学習者になる 

15 分 6. まとめ 

 〜問題意識を育むために 

  できること 

 主体的学習者の定義を復習した上で、 

以下の点をお伝えください。 

- 問題意識＝自らの視点を持つことが 

 主体的学習者になるための起点,出発点 

- 主体的学習を積み重ね、みんなが（社会が求め 

 ているような）自ら考え行動できる人になって 

 くれることを期待している 

 問題意識は、日常の中で育まれることをお伝えく

ださい。 

7. 参考図書の紹介  さらに学びを深めるために、参考図書を読むこと

をお勧めください。 

8. 振り返りシートの記入 

   ※要回収 

 振り返りシートの記入時間をできるだけ長く確

保することが、本プログラムの効果を高めること

につながります。 

 振り返りシートを回収ください。 

11



【
授

業
進

行
上

の
ポ

イ
ン

ト
】


今
回
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
問
題
発
見
編
」
と
「
問
題
解
決
編
」
の

2
つ
で
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
高
校
で
の
探
究
学
習
を
進
め
る
う
え
で
基
本
と
な
る
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
だ
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
グ
ル
ー
プ
分
け
】


こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
実
施
し
ま
す
。


プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
日
前
ま
で
に
予
め
先
生
方
で
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。


学
年
全
体
で
実
施
す
る
場
合
は
、
で
き
れ
ば
通
常
の
ク
ラ
ス
を
解
体
し
て
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
な
ど
、

多
様
性
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
編
成
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
の
人
数
も
最
大

6
人
程
度
で

編
成
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
に
合
わ
せ
て
配
布
資
料
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。


プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
る
よ
う
事
前
に
資
料
の
確
認
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。


「
主
体
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

-
問
題
発
見
編

-
生
徒
用
テ
キ
ス
ト
」

主
体

的
学

習
者

 
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
‐
 問

題
発
見
編

 ‐
 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
産
業
能
率
大
学
が
、
文
部
科
学
省
「大

学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

 (
A

P
)」

（
平
成

2
6
年
度
採
択
）に

お
け
る
高
大
接
続
事
業
の
一
環
で
開
発
し
ま
し
た
。

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
主
体
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

-
問
題
発
見
編

-
生
徒
用
テ
キ
ス
ト
」
を
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。


な
ぜ
今
回
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
の
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
目
的
を
「
自
分
事
」
と
し
て
捉

え
て
も
ら
う
た
め
に
も
目
的
の
説
明
は
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
。


し
か
し
な
が
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
く
受
講
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
教
室
の
雰
囲
気
作
り
も
大
切
で

す
。
次
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
入
社
時
の
世
代
ご
と
に
異
な
る
資
質
に
関
し
て
、
何
人
か
の
生
徒
を
指
名

し
、
ク
イ
ズ
形
式
で
進
め
て
い
く
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
始
め
る
こ
と
が
で
き
、
同
時
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
目
的
も
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
思
い
ま
す
。

【
説
明
例
】


ま
ず
今
回
、
な
ぜ
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
の
か
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目

的
 

12

3-1-2 投影スライド 

 

 

★スライドデータをこちらに挿入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
い
ま
社
会
で
ど
の
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
生
徒
に
投
げ
か
け
を

し
て
下
さ
い
。


何
人
か
の
生
徒
に
指
名
し
て
答
え
さ
せ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

【
説
明
例
】


い
き
な
り
質
問
で
す
が
、
「
い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
材
だ
と
思
い
ま

す
か
？


多
く
の
人
は
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
企
業
な
ど
の
組
織
に
所
属
し
働
く
わ
け
で
す
が
、
そ
う

し
た
企
業
な
ど
の
組
織
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

→
何
人
か
生
徒
を
指
名
し
、
答
え
さ
せ
る
。

い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る

 
人
材
と
は
？

 

は
じ
め
に
・
・
・ 

Q
u
e
st

io
n
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
の
あ
と
の
ス
ラ
イ
ド
を
活
用
し
な
が
ら
、
（
独
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
が
行
っ
た
調
査

（
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
）
の
一
部
（
「
各
世
代

の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
の
違
い
」
に
関
す
る
調
査
結
果
）
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

【
説
明
例
】


様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
ね
。


今
の
質
問
に
関
連
し
て
、
企
業
が
若
い
世
代
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
抱
い
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
調
べ
た
興
味
深
い
調
査
結
果
が
あ
る
の
で
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
参
考
資
料
】


こ
の
調
査
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

4
0
代

 
3
0
代

 
2
0
代

 

A
 
自

ら
考

え
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

B
 
指

示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る

 

A
 
仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 

B
 
職

場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図

れ
な
い

 

A
 
失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂

げ
よ
う
と
す
る
意

思
が
強

い
 

B
 
失

敗
し
た
り
困

難
な
仕

事
に
直

面
す
る
と
自

信
を
失

っ
て
し
ま
う

 

【
各

世
代

の
入

社
時

の
資

質
を
め
ぐ
る
印

象
の
違

い
】

 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成

  

い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材
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＜
調
査
概
要
＞


（
独
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（

2
0
1
2
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」


目
的
：
今
後
の
事
業
活
動
の
展
望
の
中
で
職
場
が
求
め
る
人
材
像
、
そ
の
中
で
の
若
手
人
材
育
成
の

た
め
の
取
組
、
ま
た
、
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
今
後

の
課
題
と
そ
の
政
策
的
対
応
を
検
討
す
る


調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
る
調
査
票
の
配
布
・
回
収


調
査
対
象
：
全
国
の
従
業
員
数

3
0
0
 
人
以
上
の
企
業
全
社
（
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
か
ら
産
業
・
規
模
別
に
全
数
抽
出
）
及
び

1
0
0
人
以
上

2
9
9
人
以
下
の
企
業
（
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か

ら
産
業
・
規
模
別
に
無
作
為
抽
出
）
合
わ
せ
て

2
0
,
0
0
0
社
。


調
査
期
間
：

2
0
1
1
年
１
月
７
日
か
ら
同
月

2
8
 
日
ま
で
。


有
効
回
収
数
：

3
,
3
9
2
 
社
（
有
効
回
収
率
：

1
7
％
）

＜
主
な
発
見
事
実
＞

①
企
業
が
採
用
に
あ
た
り
、
今
後
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い

こ
と
」
を
あ
げ
る
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。

②
若
手
人
材
の
配
置
、
育
成
に
お
い
て
、
今
後
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
は
、
「
特
定
の
部
門
へ
の
配

置
を
基
本
と
し
つ
つ
必
要
に
応
じ
他
部
門
も
経
験
さ
せ
る
」
、
「
長
期
的
に
教
育
訓
練
を
行
い
、

育
成
す
る
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

③
若
手
人
材
の
育
成
に
お
け
る
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
「
将
来
を
担
う
人
材
を
長
期
的
視
点
で
育

成
す
る
必
要
が
あ
る
」
や
「
若
手
人
材
の
指
導
に
当
た
る
上
司
の
指
導
力
を
強
化
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

④
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
を
比
べ
る
と
、
若
い
世
代
ほ
ど

(
1
)
「
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
割
合
は
低
く
な
る

(
2
)
「
失
敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
割
合
は
高
く
な
る

(
3
)
「
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
4
)
「
自
分
の
取
り
組
み
た
い
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
5
)
「
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
職
業
生
活
設
計
へ
の
関
心
が
高
い
」
割
合
は
高
く
な
る
―
―
と
い

っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

上
記
、
①
～
④
は
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
tp
s:
//
ww
w.
j
il
.
g
o.
j
p
/i
n
st
it
ut
e/
re
s
ea
rc
h/
20
12
/
09
7
.
ht
m
l
よ
り
転
載
。


調
査
結
果
の
詳
細
は
、

ht
t
p
s
:/
/
w
ww
.
j
il
.
go
.j
p/
in
st
i
tu
te
/r
e
s
ea
r
c
h
/
2
01
2
/
09
7
.
h
tm
l
に
調

査
報
告
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
の
調
査
の
中
で
行
わ
れ
た
「
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
の
違
い
」
に
関
す
る
調
査
結
果
の

概
要
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
の
調
査
で
は
、
「
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
の
違
い
」
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。


そ
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
各
世
代
（

4
0
歳
代
、
3
0
歳
代
、

2
0
歳
代
）
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
を

比
べ
る
と
、
若
い
世
代
ほ
ど

(
1
)
「
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
割
合
は
低
く
な
る

(
2
)
「
失
敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
割
合
は
高
く
な
る

(
3
)
「
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
4
)
「
自
分
の
取
り
組
み
た
い
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
5
)
「
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
職
業
生
活
設
計
へ
の
関
心
が
高
い
」
割
合
は
高
く
な
る

と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
ま
し
た
。


こ
こ
で
言
う
、

4
0
歳
代
以
上
と
は
バ
ブ
ル
期
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
世
代
を
、

3
0
歳
代
と
は
バ
ブ
ル
崩

壊
後

1
9
9
0
 
年
代
に
採
用
さ
れ
た
世
代
を
、

2
0
歳
代
と
は

2
0
0
0
年
代
に
採
用
さ
れ
た
世
代
を
指
し
ま

す
。

【
各

世
代

の
入

社
時

の
資

質
を
め
ぐ
る
印

象
の
違

い
】

 

い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材

 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成

  

4
0
代

 
3
0
代

 
2
0
代

 

A
 
自

ら
考

え
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 
6
0
%
 

3
4
%
 

7
%
 

B
 
指

示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る

 
1
1
%
 

1
8
%
 

6
0
%
 

A
 
仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 
6
0
%
 

4
0
%
 

1
4
%
 

B
 
職

場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図

れ
な
い

 
6
%
 

9
%
 

4
0
%
 

A
 
失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂

げ
よ
う
と
す
る
意

思
が
強

い
 

6
7
%
 

3
9
%
 

9
%
 

B
 
失

敗
し
た
り
困

難
な
仕

事
に
直

面
す
る
と
自

信
を
失

っ
て
し
ま
う

 
6
%
 

1
3
%
 

4
7
%
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
調
査
で
は
、
各
世
代
の
入
社
時
の
比
較
を
す
る
た
め
、

「
Ａ

自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
か
「
Ｂ

指
示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る
」

の
ど
ち
ら
か
に
近
い
か

「
Ａ

仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
た
け
て
い
る
」
か
「
Ｂ

職
場
に
お
い
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な
い
」
の
ど
ち
ら
に
近
い
か

「
Ａ

失
敗
や
困
難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思
が
強
い
」
か
「
Ｂ

失
敗
し
た
り
困

難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
の
ど
ち
ら
に
近
い
か
、
と
い
っ
た
形
で
各
世
代

に
対
す
る
印
象
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。


そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
対
し
、
各
世
代
の
印
象
に
つ
い
て
、
Ａ
に
近
い
（
「
Ａ
に
近
い
」
と
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
Ａ
に
近
い
」
の
合
計
）
と
の
印
象
を
抱
い
て
い
る
企
業
の
割
合
、
Ｂ
に
近
い
（
「
Ｂ
に

近
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い
」
の
合
計
）
と
の
印
象
を
抱
い
て
い
る
企
業
の
割
合
を

示
し
た
も
の
が
こ
の
ス
ラ
イ
ド
で
す
。

【
参
考
資
料
】


こ
の
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
以
下
の

U
R
L
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
調
査
報
告
書
の

P
1
9
～

P
2
2
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。

h
t
tp
s:
/
/
w
w
w.
j
i
l
.
g
o.
j
p
/i
n
s
t
it
u
t
e/
r
e
s
ea
rc
h/
20
12
/
do
cu
m
e
nt
s
/
0
9
7
_0
1
.
p
d
f

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


調
査
結
果
の
概
要
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
の
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
企
業
は
、
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
を
比
較
し
た
際
、
若
い
世
代
ほ

ど
「
指
示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る
」
、
「
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う

ま
く
図
れ
な
い
」
、
「
失
敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
と
い

う
印
象
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
各

世
代

の
入

社
時

の
資

質
を
め
ぐ
る
印

象
の
違

い
】

 

い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材

 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成

  

 

4
0
代

 
3
0
代

 
2
0
代

 

A
 
自

ら
考

え
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 
6
0
%
 

3
4
%
 

7
%
 

B
 
指

示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る

 
1
1
%
 

1
8
%
 

6
0
%
 

A
 
仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 
6
0
%
 

4
0
%
 

1
4
%
 

B
 
職

場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図

れ
な
い

 
6
%
 

9
%
 

4
0
%
 

A
 
失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂

げ
よ
う
と
す
る
意

思
が
強

い
 

6
7
%
 

3
9
%
 

9
%
 

B
 
失

敗
し
た
り
困

難
な
仕

事
に
直

面
す
る
と
自

信
を
失

っ
て
し
ま
う

 
6
%
 

1
3
%
 

4
7
%
 

15



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
企
業
が
若
い
世
代
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
問
題
意
識
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
こ
う
し
た
力
（
資
質
）
は
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
下
さ
い
。


ま
た
こ
う
し
た
資
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
た
も
の
が
①
主
体
性
、
②
協
働
力
、
③
や
り
抜
く

力
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
伝
え
て
い
た
だ
き
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
の
意
義
を
改
め
て
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
う
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
企
業
は
若
い
世
代
の
主
体
的
な
行
動
力
や
、
仕
事
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
力
、
や
り
抜
く
力
と
い
っ
た
も
の
に
対
し
て
問
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
逆
に
こ
う
し
た
力
を
持
っ
て
い
る
人
を
企
業
は
求
め
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。


こ
う
し
た
資
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
た
も
の
が
①
主
体
性
②
協
働
力
③
や
り
抜
く
力
で
す
。


企
業
等
の
組
織
に
評
価
さ
れ
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
動
く
の

で
は
な
く
、
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
「
主
体
性
」
と
、
仕
事
で
成
果
を
出
す
た
め
に
周
囲
の
関

係
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
「
協
働
」
す
る
力
、
そ
し
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
「
や

り
抜
く
力
」
の

3
つ
の
資
質
が
非
常
に
重
要
で
す
。

•
 自

ら
考

え
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

•
 仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 

•
 失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂

げ
よ
う
と
す
る
意

思
が
強

い
 

【
入

社
時

に
求

め
ら
れ
る
資

質
】
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
 

①
 主

体
性

 

②
 協

働
力

 

③
 や

り
抜
く
力

 

い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材

 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成

  

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
資
質
の
中
で
も
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
が
「
主
体
性
」

の
育
成
を
狙
い
と
し
て
い
る
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
の
中
で
も
「
主
体
性
」
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。

•
 自

ら
考

え
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

•
 仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 

•
 失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂

げ
よ
う
と
す
る
意

思
が
強

い
 

【
入

社
時

に
求

め
ら
れ
る
資

質
】
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
 

い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材

 

①
 主

体
性

 

②
 協

働
力

 

③
 や

り
抜
く
力

 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
主
体
的
学
習
者
」
の
定
義
を
ス
ラ
イ
ド
の
流
れ
に
沿
っ
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


皆
さ
ん
は
社
会
に
出
る
と
き
、
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
「
主
体
性
」
の
高
い
人
材
に
な
っ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た
「
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
」
姿
勢
を
高
校
、
大
学
時
代
の
学
習
に
お

い
て
も
実
践
で
き
る
人
の
こ
と
を
「
主
体
的
学
習
者
」
と
呼
び
ま
す
。

自
ら
考
え
行
動
で
き
る
人
に
な
る

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

 

主
体
的
学
習
者
に
な
る

 

学
習

に
お
い
て
「
自

ら
考
え
行
動

で
き
る
人

」 
の
こ
と
を
主

体
的

学
習

者
と
言

い
ま
す
。
 

【
社

会
人

】
 

【
学

生
】
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


社
会
人
に
な
っ
た
と
き
に
、
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
「
主
体
性
」
の
高
い
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、

高
校
、
大
学
時
代
の
学
習
に
お
い
て
も
、
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
お
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
社
会
人
に
な
る
段
階
で
、
「
自
ら
考
え
て
行
動
で
き
る
」
状
態
に
な

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
あ
る
日
突
然
こ
う
し
た
主
体
性
の
高
い
人
材
に
な
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。


こ
う
し
た
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
高
校
や
大
学
で
の
学
習
に
お
い
て
も
主
体
的
に
考
え
、
行
動
す

る
姿
勢
を
身
に
つ
け
た
「
主
体
的
学
習
者
」
に
な
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
考
え
行
動
で
き
る
人
に
な
る

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

 

主
体
的
学
習
者
に
な
る

 

【
社

会
人

】
 

【
学

生
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
主
体
的
学
習
者
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
人
な
の
か
を
ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ
て

解
説
し
て
く
だ
さ
い
。


「
問
題
意
識
の
醸
成
」
→
「
問
題
意
識
を
伴
っ
た
観
察
」
→
「
観
察
結
果
の
解
釈
」
→
「
解
釈
を
踏

ま
え
た
発
想
」
と
い
う
流
れ
で
、
世
の
中
に
あ
る
様
々
な
問
題
を
見
つ
け
、
そ
の
解
決
策
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
。

【
説
明
例
】


「
主
体
的
学
習
者
」
と
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
た
だ
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
世
の
中
の
様
々
な

出
来
事
に
興
味
や
関
心
、
あ
る
い
は
、
疑
問
を
持
ち
、
問
題
を
自
ら
見
つ
け
、
解
決
し
て
い
こ
う
と

す
る
人
材
で
す
。


こ
う
し
た
「
主
体
的
学
習
者
」
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
世
の
中
の
事
象
を
「
問
題
意
識
を
も
っ
て

“
観
る
”
」
こ
と
が
大
切
で
す
。
普
段
何
気
な
く
見
て
い
た
こ
と
も
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
よ
く
観

察
す
る
こ
と
で
、
い
つ
も
と
は
違
っ
た
見
え
方
が
で
き
、
「
世
の
中
に
は
こ
ん
な
問
題
が
あ
る
ん
だ

・
・
・
」
と
い
っ
た
様
々
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。


そ
し
て
世
の
中
の
様
々
な
問
題
に
気
づ
け
た
ら
、
そ
れ
を
ど
う
し
た
ら
解
決
し
て
い
け
ば
よ
い
か
、

具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
発
想
し
て
い
き
ま
す
。


「
主
体
的
学
習
者
」
と
し
て
、
世
の
中
に
潜
む
様
々
な
問
題
を
見
つ
け
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
ア

イ
デ
ア
の
発
想
へ
と
た
ど
り
着
く
た
め
に
は
、
最
初
に
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
な
に
よ
り
も
重
要

で
す
。

主
体
的
学
習
者
と
は
？

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

 

【
２
】
 自

ら
行

動
 

【
１
】
 自

ら
考

え
 

問
題

 
解

決
 

問
題

 
発

見
 

•
解

釈
を
踏

ま
え
て
問

題
解

決
の
ア
イ
デ
ア
を

 
発

想
で
き
る
！

 

•
世

の
中

の
事

象
を
問

題
意

識
を
も
っ
て

 
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
！

 
•
観

察
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
事

実
を
多

様
な

 
視

点
か
ら
解

釈
で
き
る
！

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


本
日
実
施
し
て
い
る
「
問
題
発
見
編
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
で
す
。


大
き
く

5
つ
の
項
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
最
も
重
要
な
ワ
ー
ク
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
「
食
生

活
実
態
調
査
」
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


「
主
体
的
学
習
者
」
に
求
め
ら
れ
る
「
問
題
発
見
」
（
世
の
中
の
事
象
を
問
題
意
識
を
も
っ
て
観
察

し
問
題
を
見
つ
け
る
）
と
「
問
題
解
決
」
（
発
見
し
た
問
題
の
解
決
策
を
考
え
る
）
の
う
ち
、
今
回

は
、
「
問
題
発
見
」
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。


こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
に
沿
っ
て
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。


特
に
「
食
生
活
実
態
調
査
」
と
い
う
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
「
問
題
発
見
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
て

い
き
ま
す
。

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

 
時
間

 
 

項
目

 
 

概
要

 

１
０
分

 
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
の
目
的

 
い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材

と
は
？

 
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

 

１
０
分

 
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

 
ク
イ
ズ

 
日
常
風
景
か
ら
お
困
り
ご
と
を
発
見
し
、
解
決
し
た

 
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ク
イ
ズ

 

１
０
分

 
診
断
テ
ス
ト
 

主
体
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
 

５
０
分

 
問
題
発
見

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 「
食
生
活
実
態
調
査
」
 

１
５
分

 
本
日
の
ま
と
め

 
問
題
意
識
を
育
む
た
め
に
で
き
る
こ
と

 
参
考
図
書
の
紹
介

, 
振
り
返
り
シ
ー
ト
記
入

 

【
主

体
的

学
習

者
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 –
 問

題
発

見
編

 -
 】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
「
食
生
活
実
態
調
査
」
を
よ
り
よ
く
進
め
る

た
め
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。


こ
こ
で
は

3
つ
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
正
解
を
目
的
と

し
た
ク
イ
ズ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


生
徒
た
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、
交
換
す
る
こ

と
で
多
様
な
意
見
が
存
在
す
る
こ
と
を
共
有
す
る
の
が
狙
い
で
す
。
そ
の
こ
と
で
生
徒
た
ち
が
自
分

と
は
異
な
る
視
点
を
持
つ
生
徒
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


多
様
な
視
点
と
そ
の
可
視
化
は
、
通
常
の
授
業
で
は
実
現
し
に
く
い
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

な
ら
で
は
の
環
境
で
す
。


ど
ん
な
に
突
拍
子
も
な
い
意
見
で
も
否
定
せ
ず
「
唯
一
絶
対
の
答
え
は
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
数
多

く
の
生
徒
が
活
発
に
意
見
を
出
せ
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
り
な
が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。


な
お
、

3
つ
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
は
日
常
の
あ
り
ふ
れ
た
風
景
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と

で
人
々
の
お
困
り
ご
と
を
発
見
し
、
そ
こ
か
ら
解
決
す
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
発
想
し
て
い
っ
た
実

例
を
題
材
と
し
て
い
ま
す
。
企
業
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
も
、
は
じ
め
は
「
観
察
」
に
あ
る
こ

と
を
知
る
こ
と
で
生
徒
が
少
し
で
も
問
題
意
識
の
重
要
性
に
気
づ
い
て
も
ら
う
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
ま
す
。

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
ク
イ
ズ
を

3
つ
出
し
ま
す
。
「
唯
一
絶
対
の
答
え
」
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
な
り
に

色
々
な
角
度
か
ら
考
え
、
「
生
徒
用
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
」
の
空
欄
に
自
分
の
考
え
を
記
入
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

 
ク
イ
ズ

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
生
徒
の
問
題
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
」
が
狙
い
の
ク
イ
ズ
で
す
。


「
唯
一
絶
対
の
答
え
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
何
度
も
強
調
し
て
進
め
て
く
だ
さ
い
。


は
じ
め
は
、
鉄
道
、
駅
、
ホ
ー
ム
と
い
う
電
車
か
ら
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
環
境
を
前
提
と
し
た
意
見

が
中
心
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
「
唯
一
絶
対
の
答
え
は
な
い
」
こ
と
を
実
感
し
て
も
ら
う

の
が
狙
い
で
す
か
ら
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
意
見
が
出
や
す
い
よ
う
「
こ
ん
な
考
え
も
あ
る
か
も

よ
・
・
・
」
な
ど
、
適
宜
ヒ
ン
ト
を
与
え
な
が
ら
進
め
て
も
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
説
明
例
】


最
初
の
ク
イ
ズ
で
す
。

J
R
西
日
本
で
は
、
駅
ホ
ー
ム
上
の
「
ベ
ン
チ
の
向
き
」
を
こ
の
ス
ラ
イ
ド

の
よ
う
に
変
更
し
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ
う
し
た
変
更
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
？
様
々
な
角
度
か
ら

考
え
て
み
て
下
さ
い
。

Ｊ
Ｒ
西

日
本
で
は
、
駅

ホ
ー
ム
上

の
「
ベ
ン
チ
の
向

き
」
を

 
変

更
し
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

 

B
ef

or
e 

A
ft

er
 

【
問

１
】
 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

出
典

：
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


何
名
か
の
生
徒
を
指
名
し
、
生
徒
が
考
え
た
意
見
を
発
表
さ
せ
て
下
さ
い
。


そ
の
上
で
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
答
え
と
施
策
の
意
図
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。


但
し
、
こ
の
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
目
的
の
ク
イ
ズ
で
は
な
い
の
で
、
生
徒
の
発
表
が
こ
の
答
え
と

違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
「
○
○
さ
ん
が
発
表
し
て
く
れ
た
考
え
も
面
白
い
ね
」
な
ど
と
、
生
徒
の
多

様
な
考
え
を
否
定
し
な
い
よ
う
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


で
は
何
人
か
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
→
生
徒
を
指
名


色
々
な
答
え
が
出
ま
し
た
ね
。
で
は
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。


実
際
は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
よ
う
に
、
「
酔
っ
払
い
の
転
落
事
故
防
止
」
を
目
的
と
し
た
施
策
で

し
た
。
「
転
落
事
故
の
原
因
を
調
べ
て
み
る
と
、
約
６
割
は
酔
っ
払
っ
て
突
然
歩
き
出
し
、
そ
の
ま
ま

線
路
に
落
ち
る
人
だ
っ
た
」
と
い
う
問
題
が
見
え
て
き
た
の
で
、
こ
う
し
た
ベ
ン
チ
の
向
き
を
変
え
る

と
い
う
施
策
を
講
じ
た
の
で
し
た
。


実
際
の
施
策
の
意
図
は
「
酔
っ
払
い
の
転
落
事
故
防
止
」
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
発
表
し
て
く
れ
た
そ

の
他
の
考
え
も
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。


日
ご
ろ
何
気
な
く
見
て
い
る
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
も
、
改
め
て
「
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」

と
考
え
て
み
る
と
、
色
々
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

転
落

事
故

の
原

因
を
調

べ
て
み
る
と
、
約

６
割

は
酔
っ
払

っ
て
突

然
歩

き
出

し
、
そ
の
ま
ま
線

路
に
落

ち
る
人
だ
っ
た
。
 

酔
っ
払

い
の
転

落
事

故
防

止
 

【
課

題
発

見
】
 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

【
施

策
意

図
】
 

出
典

：
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
の
ク
イ
ズ
の
題
材
で
あ
る
「
瞬
足
」
は
ヒ
ッ
ト
商
品
で
す
の
で
、
生
徒
た
ち
は
す
ぐ
に
「
知

っ
て
る
」
を
連
発
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。


し
か
し
、
知
っ
て
い
る
こ
と
も
も
う
一
度
疑
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
本
当
に
「
知
っ
て

る
」
通
り
な
の
か
？
実
際
に
は
企
業
が
想
定
し
た
使
い
方
と
は
異
な
る
使
い
方
を
し
て
い
る
ユ

ー
ザ
ー
が
い
る
の
で
は
な
い
か
？
な
ど
疑
問
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。


こ
の
ク
イ
ズ
に
つ
い
て
も
、
問
題
意
識
の
方
向
を
制
限
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
の
意
見
が

出
て
く
る
よ
う
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。


例
え
ば
、
「
瞬
足
」
が
解
決
し
た
ユ
ー
ザ
ー
の
お
困
り
ご
と
は
、
靴
を
履
く
当
事
者
で
あ
る
都

会
の
小
学
生
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
運
動
会
な
ど
で
子
供
が
本
来
の
能
力

を
発
揮
す
る
場
面
を
目
に
す
る
こ
と
は
子
供
の
親
に
と
っ
て
も
子
供
の
成
長
を
確
認
し
、
喜
べ

る
大
切
な
機
会
で
す
か
ら
、
子
供
が
運
動
会
の
徒
競
走
の
場
面
な
ど
で
転
ん
で
し
ま
う
こ
と
は

親
に
と
っ
て
も
重
要
な
問
題
な
の
で
す
。
そ
の
意
味
で
、
一
つ
の
商
品
が
子
供
と
親
の
二
つ
の

問
題
を
解
決
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
が
「
瞬
足
」
で
す
。
「
知
っ
て
る
」
を
連
発
し
て

い
た
生
徒
に
は
、
こ
の
よ
う
に
多
様
な
角
度
か
ら
考
え
る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
な
が
ら
進
め

て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


で

は
2
つ

目
の

ク
イ

ズ
で

す
。

皆
も

小
学

生
の

こ
ろ

、
履

い
た

こ
と

が
あ

る
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、
ア
キ
レ
ス
の
「
瞬
足
」
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
す
。



【
問

２
】
 

小
学

生
に
絶

大
な
人

気
を
誇

る
運

動
靴

・
ア
キ
レ
ス
の
「瞬

足
」
は

2
0
0
3
年

に
発

売
さ
れ
、
そ
の
後

年
間

6
0
0
万
足

も
売

れ
る
大
ヒ
ッ
ト

商
品

に
成

長
し
ま
し
た
。

 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

出
典
：
ht

tp
://

w
w

w
.s

yu
ns

ok
u.

jp
/m

od
eｌ

/ 

こ
の

ア
キ

レ
ス

の
「

瞬
足

」
は

2
0
0
3
年

に
発

売
さ

れ
、

そ
の

後
年

間
「

6
0
0
万

足
」

も
売

れ
る

大
ヒ
ッ
ト
商
品
に
成
長
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
日
用
品
の
運
動
靴
で
こ
れ
ほ
ど
売
れ
る
の
は
す

ご
い
こ
と
な
の
で
す
。
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【
説
明
例
】


こ
の
商
品
は
「
左
右
非
対
称
ソ
ー
ル
」
と
い
う
構
造
が
特
徴
で
す
。
普
通
の
運
動
靴
の
ソ
ー
ル
は
左

右
対
称
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
こ
の
靴
は
左
右
が
非
対
称
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。


で
は
問
題
で
す
。
こ
の
構
造
は
小
学
生
の
あ
る
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め
に
開
発
さ
れ
た
の
で
す
が
、

そ
の
ニ
ー
ズ
（
お
困
り
ご
と
）
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

出
典
：
 

ht
tp

://
w

w
w

.s
yu

ns
ok

u.
jp

/a
bo

ut
/fu

nc
tio

n/
so

le
/ 

こ
の
商

品
の
特

徴
は
、
 

左
右

非
対

称
ソ
ー
ル

と
い
う
構

造
で
す
。
 

こ
の
構

造
は
小

学
生

の
あ
る
ニ
ー
ズ
を
満

た
す
た
め
に
開

発
さ
れ
ま

し
た
。
 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

【
問

２
】
 

そ
の
ニ
ー
ズ
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


何
名
か
の
生
徒
を
指
名
し
、
生
徒
が
考
え
た
意
見
を
発
表
さ
せ
て
下
さ
い
。


そ
の
上
で
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
答
え
と
施
策
の
意
図
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。


但
し
、
こ
の
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
目
的
の
ク
イ
ズ
で
は
な
い
の
で
、
生
徒
の
発
表
が
こ
の
答

え
と
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
「
○
○
さ
ん
が
発
表
し
て
く
れ
た
考
え
も
面
白
い
ね
」
な
ど
と
、

生
徒
の
多
様
な
考
え
を
否
定
し
な
い
よ
う
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


で
は
何
人
か
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
→
生
徒
を
指
名


色
々
な
答
え
が
出
ま
し
た
ね
。
で
は
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。


実
際
は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
よ
う
に
、
「
子
供
た
ち
が
コ
ー
ナ
ー
も
格
好
良
く
、
最
後
ま
で

力
い
っ
ぱ
い
走
れ
る
よ
う
に
」
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
策
で
し
た
。
都
市
部
の
小
学
校
の
校

庭
は
狭
い
た
め
、
運
動
会
の
徒
競
走
は
、
直
線
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
急
カ
ー
ブ
の
コ
ー
ナ
ー
を
走

り
ま
す
。
す
る
と
、
子
供
た
ち
の
中
に
は
、
コ
ー
ナ
ー
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
転
倒
し
て
し
ま
う

子
も
い
た
の
で
す
。
メ
ー
カ
ー
の
開
発
担
当
者
は
こ
う
し
た
状
況
を
見
て
、
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
子

供
の
お
困
り
ご
と
を
見
つ
け
、
「
左
右
非
対
称
ソ
ー
ル
」
と
い
う
解
決
策
を
考
案
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
こ
の
商
品
の
特
徴
で
あ
り
、
ヒ
ッ
ト
の
要
因
で
す
。


こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
施
策
の
意
図
は
「
子
供
た
ち
の
転
倒
防
止
」
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
発
表

し
て
く
れ
た
そ
の
他
の
考
え
も
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。


日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
運
動
靴
の
よ
う
な
日
用
品
も
、
改
め
て
「
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
て
み
る
と
、
色
々
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。


こ
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
す
ご
い
の
は
、
左
右
対
称
が
普
通
で
あ
る
運
動
靴
の
ソ
ー
ル
を
、
左
右
非

対
称
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
新
し
い
こ
と
を
発
想
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
常
識
や
当
た
り
前
を
一
度
疑
っ
て
み
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
こ
の
事
例
か
ら
は
そ
ん
な
こ
と

も
学
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。


ま
た
、
さ
ら
に
探
究
を
し
て
い
く
な
ら
ば
、
「
ソ
ー
ル
が
左
右
対
称
の
運
動
靴
」
よ
り
も
「
左
右

非
対
称
の
運
動
靴
」
の
方
が
本
当
に
走
り
や
す
い
の
か
を
実
験
し
て
み
た
り
、
直
線
で
走
っ
た
ら

ど
ち
ら
が
速
い
か
比
較
し
て
み
る
な
ど
し
て
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。出
典
：
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狭
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走
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、
 

直
線

コ
ー
ス
で
は
な
く
、
コ
ー
ナ
ー
を
走

る
。
す
る
と
、
子

供
た
ち
は
、
 

コ
ー
ナ
ー
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
、
転

倒
し
て
い
た
。
 

子
供

た
ち
が
コ
ー
ナ
ー
も
格

好
良

く
、
 

最
後

ま
で
力

い
っ
ぱ
い
走

れ
る
よ
う
に
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【
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


3
つ
目
は
M
R
I
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
す
が
、
こ
の
ク
イ
ズ
も
「
わ
か
っ
た
」
を
連
発
す
る
生
徒
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


「
わ
か
っ
た
」
を
連
発
す
る
生
徒
が
多
い
場
合
は
、
例
え
ば
、
「

M
R
I
検
査
を
受
け
る
の
は
ど
の
よ

う
な
人
た
ち
で
し
ょ
う
か
？
」
と
い
っ
た
質
問
を
す
る
こ
と
で
ク
イ
ズ
の
多
様
性
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


M
R
I
検
査
の
対
象
が
大
人
と
子
供
と
で
ど
う
異
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？


大
人
が
検
査
を
受
け
る
場
合
の
恐
怖
感
と
子
供
が
検
査
を
受
け
る
と
き
の
恐
怖
感
は
ど
う
違
う
の
で

し
ょ
う
か
？


お
そ
ら
く
子
供
が

M
R
I
検
査
を
受
け
る
場
合
は
、
既
に
体
に
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
場
合
が

多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
方
、
大
人
の
場
合
は
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
の
予
防
の
た
め
の
検
査
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
前
提
条
件
の
違
い
を
考
え
る
と
、
子
供
に
と
っ
て
の
「
恐
怖
感
」
は
検

査
機
器
へ
の
「
恐
怖
感
」
だ
け
で
な
く
自
分
の
病
へ
の
「
恐
怖
感
」
も
加
わ
っ
て
い
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。


こ
の
よ
う
に
、
前
提
と
な
る
条
件
を
よ
く
検
討
す
る
こ
と
で
、
問
題
解
決
の
意
味
合
い
が
違
っ
て
く

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
、
あ
っ
さ
り
「
恐
怖
感
」
を
和
ら
げ
る
た
め
、
と
い
う
答
え
が
出
て
し
ま
っ

た
場
合
に
も
、
深
く
考
え
さ
せ
る
投
げ
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
ク
イ
ズ
も
で
き
る
だ
け
多
方
面
か
ら
の
検
討
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
進
め
て
く

だ
さ
い
。

【
問

３
】
 

あ
る
医

療
機

器
メ
ー
カ
ー
が
、
検

査
装

置
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ）
を
ペ
イ
ン
ト
 

し
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？
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【
説
明
例
】


で
は

3
つ
め
の
ク
イ
ズ
で
す
。
あ
る
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が
検
査
装
置
（

M
R
I
)
を
ペ
イ
ン
ト
し
ま
し

た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？
こ
の
ク
イ
ズ
も
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


何
名
か
の
生
徒
を
指
名
し
、
生
徒
が
考
え
た
意
見
を
発
表
さ
せ
て
下
さ
い
。


そ
の
上
で
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
答
え
と
施
策
の
意
図
を
紹
介
し
て
下
さ
い
。


但
し
、
こ
の
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
目
的
の
ク
イ
ズ
で
は
な
い
の
で
、
生
徒
の
発
表
が
こ
の
答
え

と
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
「
○
○
さ
ん
が
発
表
し
て
く
れ
た
考
え
も
面
白
い
ね
」
な
ど
と
、
生
徒

の
多
様
な
考
え
を
否
定
し
な
い
よ
う
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


で
は
何
人
か
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
→
生
徒
を
指
名


色
々
な
答
え
が
出
ま
し
た
ね
。
で
は
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。


実
際
は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
よ
う
に
、
「
子
供
た
ち
の
検
査
に
対
す
る
恐
怖
心
を
緩
和
す
る
」

と
い
っ
た
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
策
で
し
た
。

M
R
I
は
大
き
な
音
が
し
ま
す
の
で
、
子
供
た
ち
は
そ

の
大
き
な
音
が
怖
く
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
医
療
機
関
は
、
そ
の
恐
怖
心
を
和
ら
げ
る
た
め
に
鎮
静

剤
を
注
射
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
ペ
イ
ン
ト
に
よ
っ
て
鎮
痛
剤
の
注
射
率
が
低
減
す
る

効
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ペ
イ
ン
ト

M
R
I
は
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
や
宇
宙
バ
ー
ジ
ョ
ン

な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
っ
て
「

M
R
I
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。


こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
施
策
の
意
図
は
「
子
供
た
ち
の
恐
怖
心
の
緩
和
」
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
発

表
し
て
く
れ
た
そ
の
他
の
考
え
も
面
白
か
っ
た
で
す
ね
。


こ
の

M
R
I
は
、
検
査
空
間
と
し
て
の

M
R
I
を
、
冒
険
の
場
所
に
変
え
て
し
ま
っ
た
（
意
味
を
変
え
て
し

ま
っ
た
）
と
い
う
点
で
も
大
変
イ
ノ
ベ
イ
テ
ィ
ブ
で
す
ね
。


こ
の

M
R
I
も
、
メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
子
供
た
ち
の
検
査
の
様
子
を
観
て
、
「
子
供
た
ち
の
恐
怖
心
を
緩

和
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
」
考
え
、
生
ま
れ
た
商
品
で
す
。
メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
問
題
意
識
を

も
っ
て
状
況
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
発
想
に
つ
な
が
っ
た
事
例
と
言
え
ま
す
。


M
R
I
を
ペ
イ
ン
ト
す
る
だ
け
で
問
題
が
解
決
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
、
面
白
い
で
す
ね
。
こ
れ
な
ら

「
自
分
た
ち
で
も
で
き
そ
う
」
と
感
じ
ま
せ
ん
か
？


皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
行
う
探
究
活
動
は
、
観
察
を
通
し
て
身
近
な
問
題
を
見
つ
け
、
そ
の
解
決
策
を

探
究
し
て
い
く
活
動
で
す
が
、
あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
に
、
「
自
分
た
ち
で
も
で
き
る
」
と
い
う
感

覚
を
も
っ
て
進
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

子
供

た
ち
は
、
大

き
な
音

が
す
る
検

査
装

置
が
苦

手
。
 

恐
怖

心
を
和

ら
げ
る
た
め
に
鎮

静
剤

注
射
が
用

い
ら
れ
て
い
た
。
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【
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


3
つ
の
事
例
は
、
何
気
な
い
事
象
を
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
人
々
の
お
困
り
ご
と
を
発
見
し
、
解
決
し
た

事
例
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
。


ま
た
、
こ
の
例
と
同
様
、
高
校
で
の
探
究
学
習
で
も
重
要
な
こ
と
は
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
よ
く
事
象

を
観
察
す
る
こ
と
で
あ
り
、
よ
く
観
察
す
る
こ
と
が
延
い
て
は
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
を
伝
え
て

下
さ
い
。

【
説
明
例
】


ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
で
取
り
上
げ
た

3
つ
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
「
何
気
な
い
日
常
風
景
」
を
よ
く

観
察
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
人
々
の
お
困
り
ご
と
を
発
見
し
、
解
決
策
を
発
想
し
た
例
で
す
。


駅
の
ベ
ン
チ
は
、
ホ
ー
ム
上
の
酔
っ
払
い
の
観
察
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
施
策
で
す
し
、
「
瞬
足
」
は
運

動
会
の
徒
競
走
で
校
庭
の
コ
ー
ナ
ー
を
曲
が
り
き
れ
ず
、
転
倒
し
て
し
ま
う
子
供
た
ち
の
観
察
が
ヒ
ン


皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
行
う
探
究
活
動
と
い
う
の
は
、
そ
う
し
た
「
問
題
発
見
」
と
「
問
題
解
決
」
を
、

主
体
的
に
行
っ
て
い
く
（
＝
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
す
る
）
取
り
組
み
で
す
。


そ
の
際
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
以
下
の

3
つ
で
す
。

①
唯
一
絶
対
の
答
え
は
な
い
（
多
様
な
角
度
か
ら
考
え
る
）

②
常
識
や
前
例
、
前
提
に
と
ら
わ
れ
な
い

③
自
分
に
も
で
き
る
と
い
う
感
覚
を
も
つ

３
つ
の
例
の
共
通
点
は
？

 

ホ
ー
ム
上

の
酔

っ
払

い
の

行
動

を
観

察
 

コ
ー
ナ
ー
で
転

倒
す
る
子

供
た
ち
を
観

察
 

M
R
I検

査
を
嫌

が
る

 
子

供
た
ち
の
様

子
を

 
観

察
 

何
気
な
い
日
常
風
景
の
中
に

 
人
々
の
お
困
り
ご
と
（
問
題
）
を
発
見
し
た
例
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問

１
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【
問

２
】
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ト
に
な
っ
た
施
策
で
す
。
ま
た
、
「

M
R
I
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
シ
リ
ー
ズ
」
は

M
R
I
検
査
を
嫌
が
る
子
供
た

ち
の
様
子
の
観
察
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
施
策
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
何
気
な
い
日
常
風
景
の
中
に
人
々

の
お
困
り
ご
と
（
問
題
）
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ア
を
発
想
し
て
い
く
こ
と
で
、
世
の

中
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

 
こ
こ
で
生
徒
に
「
主
体
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
」
を
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。


生
徒
に
は
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
感
覚
的
に
回
答
す
る
よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


「
全
く
同
じ
内
容
の
テ
ス
ト
を
「
問
題
解
決
編
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
に
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

ど
う
い
っ
た
変
化
が
あ
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
生
徒
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


回
答
終
了
後
は
す
ぐ
に
先
生
方
で
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


「
主
体
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
」

主
体

的
学

習
者

 
診

断
テ
ス
ト
 

日
ご
ろ
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
世
の
中
の
事
象
を
問
題
意
識
を
も
っ
て
観
察
で
き
て
い
る
か
を
自
己
診

断
で
確
認
し
ま
す
。
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【
説
明
例
】

 
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
、
感
覚
的
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

主
体
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
 

日
ご
ろ
、
ど
れ
く
ら
い
世
の
中
の
事
象
を

 

問
題
意
識
を
も
っ
て
観
察
し
て
い
る
か

 

自
己
診
断
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

 

こ
こ
で
、
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
ど
の
程
度
世
の
中
の
事
象
を
問
題
意
識
を
も
っ
て
観
察
で
き
て

い
る
か
を
自
己
診
断
で
確
認
し
ま
す
。

主
体
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
 

み
な
さ
ん
が
日

ご
ろ
、
ど
の
程

度
、
世

の
中
の
事
象
に

 
関

心
を
示

し
、
問

題
意

識
を
も
っ
て
観

察
し
て
い
る
か

 
自

己
診

断
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

 

 
主

体
的

学
習

者
 

 
設

問
 

問
題

意
識

を
も
っ
て
世

の
中

の
事

象
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

観
察

に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
事

実
を
多

様
な
視

点
か
ら
解

釈
で
き
る

 

解
釈

を
踏

ま
え
て
問

題
解

決
の
ア
イ

デ
ア
を
発

想
で
き
る
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【
説
明
例
】


明
日
（
問
題
解
決
編
の
実
施
後
）
も
同
じ
自
己
診
断
テ
ス
ト
を
行
っ
て
、
自
身
の
変
化
を
み
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
＊
こ
こ
で
一
度
休
憩
を
は
さ
ん
で
く
だ
さ
い
＊
＊

主
体
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
 

全
２
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
 

も
う
一
度

診
断
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。

 
 自
分
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
る
か

 
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
！

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
れ
か
ら
今
日
の
メ
イ
ン
の
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
」
を
行
う
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
。


ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
を
含
め
、
こ
こ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
進
め
る

よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
以
下
の
内
容
で
進
め
ま
す
。

①
状
況
設
定
の
説
明

②
模
造
紙
と
付
箋
を
使
っ
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（

1
回
目
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

③
専
門
家
の
役
割
分
担
の
決
定
（
グ
ル
ー
プ
内
で
専
門
家
の
役
割
を
決
め
る
）

④
ジ
グ
ソ
ー
法
に
よ
る
同
じ
専
門
家
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
：
エ
キ
ス
パ
ー
ト
活
動
（

2
回
目
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）

⑤
ジ
グ
ソ
ー
法
に
よ
る
元
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
：
ジ
グ
ソ
ー
活
動
（

3
回
目
の
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
）

⑥
活
発
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
発
表
（

2
～
3
グ
ル
ー
プ
程
度
）

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
身
近
な
事
象
を
観
察
し
、
問
題
を
発
見
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
ま
す
。


こ
こ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

問
題

発
見

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
状
況
設
定
の
説
明


ま
ず
こ
の
ケ
ー
ス
の
「
状
況
設
定
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。


自
分
が
ど
う
い
っ
た
立
場
か
ら
考
え
る
の
か
、
何
に
つ
い
て
考
え
る
の
か
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
生

徒
が
や
る
べ
き
こ
と
を
ゆ
っ
く
り
と
確
実
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
取
り
組
む
ワ
ー
ク
は
、
あ
る
家
庭
の
「
食
生
活
」
の
実
態
を
観
察
し
、
そ
こ
か
ら
問
題
を
見
つ

け
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。


皆
さ
ん
に
は
人
々
の
生
活
実
態
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
『
生
活
科
学
研
究
所
』
の
研
究
員
に
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。


皆
さ
ん
は
現
在
、
子
ど
も
（
小
・
中
学
生
）
の
食
生
活
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。


調
査
の
一
環
で
、
あ
る
家
庭
の
朝
食
と
夕
食
の
風
景
を
撮
影
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
撮
影
し

た
写
真
を
も
と
に
、

子
ど
も
の
食
生
活
の
実
態
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。


状
況
設
定
に
つ
い
て
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

問
題
発
見
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

1
.
み
な
さ
ん
は
人

々
の
生

活
実

態
に
つ
い
て
調

査
研
究

 
す
る
『
生

活
科

学
研

究
所
』
の
研
究

員
で
す
。
 

2
.
現

在
、
子

ど
も
（
小

・
中
学

生
）
の
食

生
活
の
実
態

に
 

つ
い
て
調

査
し
て
い
ま
す
。
 

3
.
調

査
の
一

環
で
、
あ
る
家

庭
の
朝

食
と
夕

食
の
風
景

 
を
撮

影
し
て
き
ま
し
た
。
 

4
.
こ
れ
か
ら
、
撮

影
し
た
写

真
を
も
と
に
、
 子

ど
も
の

 
食

生
活

の
実

態
に
つ
い
て
議
論

を
行

う
こ
と
に
な
っ
て

 
い
ま
す
。
 

【
状

況
設

定
】
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
状
況
設
定
の
説
明


今
回
調
査
対
象
と
な
っ
た
家
族
の
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
調
査
対
象
と
な
っ
た
家
族
の
状
況
は
こ
の
ス
ラ
イ
ド
の
通
り
で
す
。


父
は

4
5
歳
の
会
社
員
、
母
は

4
2
歳
の
パ
ー
ト
社
員
、
長
男
は
中
学

2
年
生
で
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
っ
て

い
ま
す
。
次
男
は
小
学

3
年
生
で
す
。


夫
婦
は
共
働
き
で
、
父
の
帰
宅
が
遅
い
た
め
、
家
族
全
員
が
揃
っ
て
夕
食
を
と
る
こ
と
は
週
に

1
,
2

回
程
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。


ま
た
、
長
男
は
朝
練
（
部
活
）
が
あ
る
た
め
、
一
人
で
先
に
朝
食
を
食
べ
出
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。

塾
が
あ
る
日
（
火
曜

,
木
曜
）
は
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
な
ど
で
夕
食
を
済
ま
す
こ
と
が
多
い
状
況
で
す
。

次
男
も
塾
が
あ
る
日
（
金
曜
）
は
夕
飯
を
一
人
で
食
べ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。


家
族
の
状
況
に
つ
い
て
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

問
題
発
見
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

父
：
4
5
歳

, 
会

社
員

 
長

男
：
中

学
2
年

生
, 
サ
ッ
カ
ー
部

 
母

：
4
2
歳

, 
パ
ー
ト
 

次
男

：
小

学
3
年

生
 

【
撮

影
に
協

力
い
た
だ
い
た
家

族
の
状

況
】
 

1
.

夫
婦

共
働

き
。
父

の
帰

宅
は
遅

い
た
め
、
家

族
全

員
が
揃

っ
て

 
夕

食
を
と
る
こ
と
は
週

に
1
,2
回

程
度

。
 

2
.

長
男

は
朝

練
（
部

活
）
が
あ
る
た
め
、
一

人
で
先

に
朝

食
を
食

べ
出

か
け
て
し
ま
う
。
塾

が
あ
る
日

（
火

曜
,木

曜
）
は
コ
ン
ビ
ニ
弁

当
 

な
ど
で
夕

食
を
済

ま
す
こ
と
が
多

い
。

 

3
.

次
男

も
塾

が
あ
る
日

（
金

曜
）
は
夕

飯
を
一

人
で
食

べ
る
こ
と
が

 
多

い
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

②
模
造
紙
と
付
箋
を
使
っ
た

1
回
目
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク


「
状
況
設
定
」
の
説
明
の
後
に
朝
食
、
夕
食
の
写
真
が
つ
い
た
模
造
紙
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

1
枚
づ

つ
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。


開
始
後
は
グ
ル
ー
プ
の
進
捗
状
況
を
机
間
巡
視
し
な
が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。


そ
の
際
、
話
し
合
い
が
う
ま
く
進
ん
で
い
な
い
グ
ル
ー
プ
に
は
適
宜
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
な
が
ら
、

生
徒
が
で
き
る
だ
け
多
く
の
付
箋
が
書
き
出
せ
る
よ
う
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。


あ
る
程
度
付
箋
が
出
た
段
階
で
他
の
グ
ル
ー
プ
の
模
造
紙
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
う
ま
く
い
っ
て
い
る
場
合
も
行
き
詰
っ
て
い
る
場
合
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
刺
激
を
受
け
、
そ

の
後
の
ワ
ー
ク
が
活
性
化
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
こ
の
家
族
の
あ
る
日
の
朝
食
、
夕
食
の
写
真
が
貼
ら
れ
た
模
造
紙
を
配
布
し
ま
す
。


グ
ル
ー
プ
で
こ
の
食
卓
の
写
真
を
見
て
、
何
か
違
和
感
を
覚
え
た
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
赤
ペ

ン
で
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。


そ
し
て
、
○
を
つ
け
た
部
分
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
気
づ
い
た
点
、
問
題
だ

と
思
っ
た
点
、
疑
問
に
思
っ
た
点
な
ど
を

黄
色
の
付
箋
に
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


食
卓
の
写
真
が
貼
ら
れ
た
模
造
紙


サ
イ
ン
ペ
ン
（
黒
・
赤
）


付
箋
紙
（
黄
色
）

問
題
発
見
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
演

習
の
進

め
方
①

】
 

1
.
状
況
写
真
を
見
て
「
？
？
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
に
○

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

2
.
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
気
づ
い
た
点

、
 

問
題
だ
と
思
っ
た
点
、
疑
問
に
思
っ
た
点
な
ど
を

 
付
箋
に
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
説
明
例
】


最
初
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
行
う
作
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
ス
ラ
イ
ド
の
通
り
で
す
。


グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
、
違
和
感
の
あ
る
と
こ
ろ
に
○
を
つ
け
、
気
づ
い
た
点
、
問
題
だ
と

問
題
発
見
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
模

造
紙

作
成

の
イ
メ
ー
ジ
】
 

食
卓
に
野
菜

が
な
い
。
栄

養
素
が
足
り

て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
。

 

朝
食

を
一

人
で

食
べ

て
い
る
。

 
家

族
と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は

な
い
の

か
？

 

コ
ン
ビ
ニ
食
で

塩
分
等
を
過

剰
摂
取
し
て

い
る
の
で
は
。

 

思
っ
た
点
、
疑
問
に
思
っ
た
点
な
ど
を
黄
色
の
付
箋
に
書
き
出
し
、
模
造
紙
に
貼
っ
て
下
さ
い
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

③
専
門
家
の
役
割
分
担
の
決
定
（
グ
ル
ー
プ
内
で
専
門
家
の
役
割
を
決
め
る
）


1
回
目
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
何
も
条
件
を
付
け
ず
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
後

2
回
目
の
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
生
徒
に
は
、
「
栄
養
学
」
「
環
境
学
」
「
教
育
学
」

の
3つ

の
専
門
家
の
役
割
を
生
徒
に
持
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
視
点
か
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。


は
じ
め
に

3
つ
の
専
門
家
が
ど
う
い
っ
た
分
野
の
専
門
家
な
の
か
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
説
明
し
て
く

だ
さ
い
。


次
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
誰
が
ど
の
専
門
家
を
担
う
の
か
を
決
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
特
定
の

専
門
家
に
集
中
す
る
こ
と
な
く
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
決
め
る
よ
う
に
生
徒
に
は
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）

6
人
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、

3
つ
の
専
門
家
を

2
人
ず
つ
分
担
。

【
説
明
例
】


先
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
何
の
条
件
も
つ
け
ず
に
、
食
卓
写
真
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
を
付

箋
に
書
き
出
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
は

3
つ
の
分
野
の
専
門
家
に
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
の

3
つ
の
分
野
の
専
門
家
の
視
点
で
改
め
て
こ
の
食
卓
の
写
真
を
観
察
し
、
気
づ
い
た
こ
と
や
問
題
だ
と
思

う
点
な
ど
を
改
め
て
付
箋
に
書
き
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。


3
つ
の
分
野
は
「

A
.
栄
養
学
」
「

B
.
環
境
学
」
「

C
.
教
育
学
」
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
自
分
が
ど
の
役
割
を

担
う
か
、
グ
ル
ー
プ
で
決
め
て
く
だ
さ
い
。

→
担
当
が
決
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ロ
ー
ル
シ
ー
ト
を
担
当
の
生
徒
に
配
布
し
、
読
み
込
ま
せ
ま

す
。

【
配
布
資
料
】


ロ
ー
ル
シ
ー
ト
（

A
.
栄
養
学
、

B
.
環
境
学
、

C
.
教
育
学
）

問
題
発
見
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
演

習
の
進

め
方
②

】
 

1
.
 み

な
さ
ん
は
、
以
下
の
３
つ
の
分
野
の

 
 い

ず
れ
か
の
専
門
家
で
す
。
 

 A
. 
栄
養
学

 
B
. 
環
境
学

 
C
. 
教
育
学

 
 
  

2
.
 専

門
家
の
視
点
か
ら

 
 も

う
一
度

設
定
状
況
の
文
章
と
写
真
を
み
て

 
 気

づ
い
た
点
、
問
題
だ
と
思
っ
た
点
、
疑
問
に

 
 思

っ
た
点
な
ど
を
付
箋
に
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

④
ジ
グ
ソ
ー
法
に
よ
る
同
じ
専
門
家
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
：
エ
キ
ス
パ
ー
ト
活
動


グ
ル
ー
プ
ご
と
に
誰
が
ど
の
専
門
家
を
担
う
の
か
が
決
ま
っ
た
ら
、
今
度
は
同
じ
専
門
家
同
士
で
適

当
な
場
所
に
集
ま
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
す
。


先
生
方
が

6
人
1
グ
ル
ー
プ
に
な
る
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
場
所
は
ど
こ
で
も
構
い
ま
せ
ん
。


そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
チ
ー
ム
で
ロ
ー
ル
シ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
改
め

て
食
卓
の
写
真
を
観
察
し
、
気
づ
い
た
こ
と
を
話
し
合
わ
せ
て
下
さ
い
。


こ
の
時
点
で
の
話
し
合
い
で
は
、
専
門
家
の
役
割
認
識
を
持
つ
こ
と
で
、

1
回
目
の
ワ
ー
ク
と
は
異
な

る
視
点
か
ら
の
意
見
が
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

1
回
目
は
条
件
を
付
け
ず
に
実
施
し
ま
し
た
の
で
自

分
の
価
値
観
や
実
感
に
基
づ
い
た
感
覚
的
な
語
彙
、
表
現
が
多
く
出
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

2
回
目

の
ワ
ー
ク
は
専
門
家
の
視
点
を
持
つ
た
め
自
分
の
感
覚
的
な
語
彙
、
表
現
と
は
異
な
る
、
専
門
家
ら

し
い
語
彙
、
表
現
、
ま
た
専
門
用
語
が
出
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。


グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
専
門
家
ら
し
い
表
現
や
専
門
用
語
を
ア
ド
バ

イ
ス
す
る
な
ど
グ
ル
ー
プ
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。


な
お
、
こ
こ
で
の
専
門
家
チ
ー
ム
で
の
話
し
合
い
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
適
宜
メ
モ
を
残
し
て
お
く

よ
う
指
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
各
専
門
家
同
士
で
専
門
家
会
議
を
行
い
ま
す
。
栄
養
学
の
専
門
家
、
環
境
学
の
専
門
家
、

教
育
学
の
専
門
家
、
そ
れ
ぞ
れ
教
室
の
別
の
場
所
に
集
ま
っ
て
下
さ
い
。


ロ
ー
ル
シ
ー
ト
に
書
か
れ
て
い
る
情
報
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
各
専
門
家
チ
ー
ム
で
改
め
て
こ
の
食

卓
の
写
真
か
ら
の
気
づ
き
や
問
題
点
な
ど
を
話
し
合
っ
て
下
さ
い
。


話
し
合
い
の
内
容
は
適
宜
メ
モ
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

⑤
ジ
グ
ソ
ー
法
に
よ
る
元
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
：
ジ
グ
ソ
ー
活
動


専
門
家
同
士
の
話
し
合
い
後
、
元
の
メ
ン
バ
ー
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
戻
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
家
の
視
点
で
出
た
意
見
を
共
有
さ
せ
、
改
め
て
今
ま
で
と
は
違
っ
た
視
点
か
ら
の
意
見
を
、
ピ
ン

ク
色

の
付
箋

に
書
き
出
さ
せ
、

1
回
目
で
使
っ
た
模
造
紙
の
上
に
貼
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。


ジ
グ
ソ
ー
法
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
活
動
）
に
よ
る
情
報
交
換
を
経
て
い
ま
す
の
で
、

1
回
目
と
は
視
点
が

大
き
く
違
っ
た
意
見
が
付
箋
に
書
か
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
先
生
方
は
褒
め
て
あ
げ
な
が

ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
元
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
っ
て
く
だ
さ
い
。


今
、
各
専
門
家
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
た
内
容
を
元
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
共
有
し
な
が
ら
、

改
め
て
各
専
門
家
チ
ー
ム
で
出
さ
れ
た
意
見
を
ピ
ン

ク
色

の
付

箋
に
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。
付
箋

が
書
け
た
ら
、
そ
れ
を
先
ほ
ど
の
模
造
紙
に
貼
付
し
て
下
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


付
箋
紙
（
ピ
ン
ク
色
）

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

⑥
活
発
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
発
表


最
後
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
順
調
に
進
ん
で
い
た
グ
ル
ー
プ
を

2
～
3
グ
ル
ー
プ
選
ん
で
発
表
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。


他
の
グ
ル
ー
プ
が
ど
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
を
進
め
、
こ
の
食
卓
写
真
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
解
釈
を
し

た
の
か
、
各
グ
ル
ー
プ
で
進
め
た
内
容
を
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
も
生
徒
が
違
っ
た
視
点
を
獲
得
し
、

問
題
意
識
を
醸
成
す
る
上
で
不
可
欠
な
重
要
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。

【
説
明
例
】


で
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
結
果
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
発
表
し
て
も
ら
い
ま
す
。


「
ど
の
写
真
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
か
」
、
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
問
題
だ
と
感
じ
た

か
」
、
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
た
か
」
、
黄
色
の
付
箋
や
ピ
ン
ク
色
の
付
箋
に
書
か
れ

た
内
容
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
下
さ
い
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
、
気
づ
い
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
何
名
か
の
生
徒
に
発
表
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。


こ
の
際
、
今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
変
化
、
気
づ
き
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
た
か
生
徒
に
投
げ
か
け
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。


専
門
家
と
い
う
特
定
の
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
付
箋
に
書
か
れ
た
語
彙
や
表
現
が

1
回
目
（
黄

色
）
と

2
回
目
（
ピ
ン
ク
）
で
変
わ
っ
た
か
？


専
門
家
と
い
う
特
定
の
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
興
味
や
関
心
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
が
っ
た
感

じ
が
す
る
か
？


次
回
は
自
分
の
気
に
な
る
専
門
家
に
な
っ
て
世
の
中
の
様
々
な
こ
と
を
観
察
し
て
み
た
い
と
思
っ
た

か
？

【
説
明
例
】


今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
か
？
気
づ
い
た

こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
何
人
か
に
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

演
習

を
通

じ
て

 
気

づ
い
た
こ
と

, 
感

じ
た
こ
と

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


以
下
の
こ
と
を
伝
え
な
が
ら
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
ま
と
め
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


専
門
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
特
定
の
問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
。


専
門
性
を
持
つ
こ
と
で
世
の
中
の
見
方
が
変
わ
り
、
観
察
力
が
身
に
つ
く
こ
と
。


そ
の
こ
と
が
延
い
て
は
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
、
「
調
べ
た
い
」
と
い
う
「
探
究
心
」
に
つ
な
が

る
こ
と
。


そ
の
結
果
、
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
が
育
成
さ
れ
、
「
主
体
的
学
習
者
」
に
な
れ
る
こ
と
。

【
説
明
例
】


今
日
の
演
習
で
は
、
「
家
族
の
食
卓
」
と
い
う
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
身
近
な
題
材
の
写
真
を
見

て
、
そ
こ
か
ら
問
題
を
見
つ
け
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。


2
回
目
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
皆
さ
ん
に
は

3
つ
の
専
門
家
の
役
割
に
分
か
れ
て
議
論
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。


専
門
家
と
い
う
の
は
特
定
の
問
題
意
識
を
持
つ
人
で
す
。
教
育
学
の
専
門
家
で
あ
れ
ば
、
教
育
を

め
ぐ
る
様
々
な
事
象
に
つ
い
て
興
味
や
関
心
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
ま
す
し
、
環
境
学
の
専
門

家
で
あ
れ
ば
、
地
球
環
境
、
自
然
環
境
等
に
関
す
る
事
象
に
つ
い
て
興
味
や
関
心
、
問
題
意
識
を

も
っ
て
い
ま
す
。


こ
う
し
た
専
門
性
を
持
つ
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
何
ら
か
の
視
点
を
持
つ
こ
と
で
私
た
ち
は
、
世

の
中
の
見
方
が
変
わ
り
、
観
察
力
が
身
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。


そ
の
こ
と
が
延
い
て
は
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
、
「
調
べ
た
い
」
と
い
う
「
探
究
心
」
に
つ
な
が

り
、
そ
の
結
果
、
主
体
的
に
学
ぶ
態
度
が
育
て
ば
、
皆
さ
ん
は
、
「
主
体
的
学
習
者
」
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。


今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
は
何
ら
か
の
専
門
領
域
か
ら
も
っ
と
世
の
中
を
観

て
み
よ
う
、
調
べ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
？
も
し
そ
う
し
た
気

持
ち
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
す
れ
ば
、
主
体
的
学
習
者
に
一
歩
近
づ
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

演
習
の
振
り
返
り

 

専
門
家
と
し
て
写
真
を
見
る
体
験

 

専
門
家

 
＝
特
定
の
問
題
意
識
を
持
つ
人

 

問
題
意
識
を
持
っ
て
観
察
す
る
か
ら
こ
そ

 
は
じ
め
て
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る

 

主
体
的
学
習
者

 

も
っ
と
知
り
た
い

, 
も
っ
と
分
か
り
た
い

 
探
究
心
が
芽
生
え
る
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演
習
の
振
り
返
り

 

専
門
家
と
し
て
写
真
を
見
る
体
験

 

専
門
家

 
＝
特
定
の
問
題
意
識
を
持
つ
人

 

問
題
意
識
を
持
っ
て
観
察
す
る
か
ら
こ
そ

 
は
じ
め
て
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る

 

主
体
的
学
習
者

 

も
っ
と
知
り
た
い

, 
も
っ
と
分
か
り
た
い

 
探
究
心
が
芽
生
え
る

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


以
降
の
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
本
日
の
ま
と
め
を
行
っ
て
下
さ
い
。

本
日

の
ま
と
め
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
冒
頭
で
説
明
し
た
「
主
体
的
学
習
者
」
の
定
義
を
以
下
の

3
点
に
ま
と
め
復

習
し
て
く
だ
さ
い
。


問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
主
体
的
学
習
者
に
な
る
た
め
の
出
発
点


主
体
的
学
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
自
ら
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る


問
題
意
識
は
日
常
生
活
の
な
か
で
も
醸
成
で
き
る

【
説
明
例
】


今
回
冒
頭
で
説
明
し
た
「
主
体
的
学
習
者
」
の
定
義
に
つ
い
て
再
度
復
習
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

→
定
義
を
読
み
上
げ
る


特
に
大
事
な
こ
と
は
問
題
意
識
を
も
っ
て
世
の
中
の
事
象
を
観
察
す
る
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
問

題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
主
体
的
学
習
者
に
な
る
た
め
の
出
発
点
で
あ
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。


ま
た
、
学
生
の
う
ち
か
ら
、
主
体
的
学
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
社
会
人
に
な
っ
た
と
き
に
は

自
ら
考
え
、
行
動
で
き
る
よ
う
な
人
に
な
れ
て
い
る
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。


そ
し
て
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
、
問
題
意
識
は
日
常
生
活

の
な
か
で
も
醸
成
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

本
日
の
ま
と
め

 

(
1
)
世
の
中
の
事
象
を
問
題
意
識
を
も
っ
て
観

察
し

, 

(
2
)
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
事
実

を
解
釈

し
, 

(
3
)
解
釈
を
踏
ま
え
て
問
題
解
決

の
ア
イ
デ
ア
を

 

  
 
発
想
で
き
る
人

 

【
主
体
的
学
習
者
と
は
】
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
主
体
的
学
習
者
」
に
な
る
た
め
に
は
、
問
題
意
識
を
も
つ
＝
自
分
な
り
の
視
点
を
も
つ
こ
と
が
大
切

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
。


こ
の
自
分
な
り
の
視
点
を
も
つ
こ
と
は
、
進
路
選
択
の
際
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
。

【
説
明
例
】


主
体
的
学
習
者
に
と
っ
て
問
題
意
識
を
も
つ
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
自
分
な
り
の
視
点
を
も
つ
こ
と
は

と
て
も
大
事
で
す
。


視
点
を
も
つ
こ
と
で
、
世
の
中
を
ど
の
視
点
か
ら
観
察
す
る
の
か
、
世
の
中
の
事
象
を
ど
の
視
点
か
ら

解
釈
す
る
の
か
、
ど
の
視
点
か
ら
問
題
を
解
決
す
る
糸
口
を
見
出
す
の
か
、
が
見
え
て
き
ま
す
。


そ
し
て
今
日
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
体
験
し
た
よ
う
に
、
様
々
な
視
点
を
も
っ
た
人
た
ち
と
協
働
す
る

こ
と
で
、
世
の
中
の
事
象
か
ら
多
様
な
問
題
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
多
様
な
角
度
か
ら
問

題
の
解
決
策
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。


大
学
は
、
そ
う
し
た
専
門
的
な
視
点
を
獲
得
す
る
た
め
の
場
で
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
大
学
進
学
の
際

に
は
、
自
分
は
ど
の
視
点
か
ら
専
門
性
を
磨
く
の
か
を
考
え
、
進
路
を
決
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

本
日
の
ま
と
め

 

問
題

意
識

＝
自

ら
の
視

点
を

 
も
つ
こ
と
が
主

体
的

学
習

者
に

 
な
る
た
め
の
出

発
点

 

【
主

体
的

学
習

者
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


問
題
意
識
を
も
つ
た
め
に
実
践
し
て
欲
し
い
こ
と
を
説
明
し
て
下
さ
い
。

【
説
明
例
】


問
題
意
識
を
も
つ
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
実
践
で
き
る
こ
と
が

3
つ
あ
り
ま
す
。


何
気
な
い
日
常
的
な
事
象
で
も
、
「
な
ぜ
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
る
癖
を
つ
け
る


今
日
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
で
や
っ
た
よ
う
に
、
駅
の
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
な
ど
、
何

気
な
い
日
常
的
な
事
象
で
も
「
な
ぜ
そ
う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」
を
考
え
る
と
、
そ
の
背
後
に

は
様
々
な
問
題
や
ニ
ー
ズ
（
お
困
り
ご
と
）
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
出
来
事
を
流
さ
ず

に
、
「
な
ぜ
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
る
癖
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。


様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
知
識
・
情
報
に
触
れ
、
世
の
中
の
事
象
を
解
釈
す
る
た
め
の
視
点
を
得
る


今
日
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
体
験
し
た
よ
う
に
、
専
門
家
の
視
点
が
入
る
と
、
世
の
中
の
事
象

を
解
釈
す
る
際
の
切
り
口
が
増
え
、
ま
た
、
解
釈
が
深
く
な
り
ま
す
。
高
校
、
大
学
時
代
に
多

様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
情
報
に
触
れ
、
様
々
な
視
点
を
獲
得
す
る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。


自
分
自
身
や
社
会
に
対
し
て
、
あ
り
た
い
姿
・
あ
る
べ
き
姿
を
思
い
描
く
よ
う
に
す
る


「
問
題
」
と
は
、
「
あ
り
た
い
姿

/
あ
る
べ
き
姿
」
と
「
現
状
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
で
す
。
「
あ
り
た

い
姿

/
あ
る
べ
き
姿
」
を
描
け
な
け
れ
ば
何
の
問
題
意
識
も
生
ま
れ
ず
、
「
現
状
」
の
ま
ま
で
い

い
や
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
日
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
も
、
「
家
庭
の
食
卓
は
も
っ
と
こ

う
あ
る
べ
き
で
は
？
」
と
考
え
た
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
問
題
点
や
疑
問
点
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
は
ず
で
す
。
自
分
は
ど
う
あ
り
た
い
の
か
、
社
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
を
考
え
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
題
意
識
を
育
む
た
め
に
で
き
る
こ
と

 

自
分

自
身

や
社

会
に
対

し
て
、

 
あ
り
た
い
姿

・
あ
る
べ
き
姿

を
思

い
描

く
よ
う
に
す
る

 

何
気

な
い
日

常
的

な
事

象
で
も
、
 

「
な
ぜ
だ
ろ
う
？

」
と
考

え
る
癖
を
つ
け
る

 

様
々

な
ジ
ャ
ン
ル
の
知

識
・
情
報
に
触

れ
、
 

世
の
中

の
事

象
を
解

釈
す
る
た
め
の
視

点
を
得

る
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


社
会
人
に
な
っ
た
と
き
に
、
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
「
主
体
性
」
の
高
い
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、

高
校
、
大
学
時
代
の
学
習
に
お
い
て
も
、
「
主
体
的
に
考
え
行
動
す
る
」
姿
勢
を
身
に
つ
け
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
冒
頭
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
社
会
人
に
な
っ
た
と
き
に
「
自
ら
考
え
て
行
動
で
き
る
」
状
態
に

な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
あ
る
日
突
然
こ
う
し
た
主
体
性
の
高
い
人
材
に
な
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。


こ
う
し
た
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
高
校
や
大
学
で
の
学
習
に
お
い
て
も
主
体
的
に
考
え
、
行
動
す

る
姿
勢
を
身
に
つ
け
た
「
主
体
的
学
習
者
」
に
な
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自
ら
考
え
行
動
で
き
る
人
に
な
る

 

本
日
の
ま
と
め

 

主
体
的
学
習
者
に
な
る

 

【
社

会
人

】
 

【
学

生
】
 

32



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


将
来
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
①
主
体
性
、
②
協
働
力
、
③
や
り
抜
く
力
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
再
度
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


最
後
に
、
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
作
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
記
入
す
る

時
間
は
で
き
る
だ
け
長
く
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
高
め
る
点
で
も
重
要
で

す
。


ま
た
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
は
終
了
後
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
は
、
冒
頭
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
①
主
体
性
、
②
協
働
力
、
③
や
り
抜
く
力
の

3
つ
の
力
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。


企
業
等
の
組
織
に
評
価
さ
れ
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
動
く
の
で
は

な
く
、
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
「
主
体
性
」
と
、
仕
事
で
成
果
を
出
す
た
め
に
周
囲
の
関
係
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
「
協
働
」
す
る
力
、
そ
し
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
「
や
り
抜
く
力
」
の

3
つ
の
資
質
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。


最
後
に
、
今
日
の
授
業
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
か
、
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
に
自

由
に
記
入
し
て
下
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

11
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成

 

•
 自

ら
考

え
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

•
 仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 

•
 失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂

げ
よ
う
と
す
る
意

思
が
強

い
 

【
入

社
時

に
求

め
ら
れ
る
資

質
】
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
 

• 
主
体
性

 

• 
協
働
力

 

• 
や
り
抜
く
力

 

本
日
の
ま
と
め

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
踏
ま
え
た
上
で
の
宿
題
を
提
示
し
て
下
さ
い
。

【
説
明
例
】


次
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
に
簡
単
な
宿
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
自
取
り
組
ん
で
き
て
下
さ
い
。

次
回

ま
で
の
課

題
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


次
回
ま
で
に
問
題
意
識
を
も
っ
て
自
分
の
生
活
環
境
を
観
察
す
る
こ
と
で
何
か
気
づ
く
こ
と
は
な

い
か
を
調
べ
て
く
る
こ
と
が
宿
題
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
や
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
も
体
験
し
た
よ
う
に
、
自
分
た
ち
の
身
近

な
事
象
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
問
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


そ
こ
で
、
次
回
の
授
業
ま
で
に
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
身
近
な
日
常
を
観
察
し
、
気
に
な
る
事
実

を
3つ

、
写
真
に
撮
影
し
、
そ
の
写
真
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
か
を
メ
モ
し
て
く
る
こ

と
を
宿
題
と
し
ま
す
。

次
回
ま
で
の
課
題

 

問
題
意
識
を
も
っ
て
身
近
な
日
常
を
観
察
し
、

 

気
に
な
る
事
実
を
３
つ
集
め
て
き
て
く
だ
さ
い
。

 

メ
モ
を
取
る

 

写
真
を
撮
る

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


宿
題
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伝
え
て
下
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
宿
題
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
。


何
気
な
い
都
会
の
駅
の
ホ
ー
ム
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
が
、
多
く
の
人
が
ス
マ
ホ
を
見
て
下
を
向
い

て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
「
ス
マ
ホ
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
人
の
姿
勢
は
変
わ
っ
た
の
で
は
な

い
か
？
」
「
駅
の
広
告
や
看
板
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
」
「
駅
で
の
歩
き

ス
マ
ホ
の
事
故
は
ど
の
程
度
増
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
疑
問
を
メ
モ
し
て
い
ま
す
。


こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
気
に
な
る
事
実
の
写
真
を
撮
影
し
、
そ
こ
か
ら
感
じ
た
疑
問
や
問
題
点

を
メ
モ
に
ま
と
め
て
き
て
く
だ
さ
い
。

次
回
ま
で
の
課
題

 

メ
モ
を
取

る
 

写
真

を
撮

る
 

•
「
ス
マ
ホ
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
人
の
姿
勢
は
変
わ
っ
た
の
で

は
な
い
か
？
」
 

•
「
駅
の
広
告
や
看
板
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

？
」
 

•
「
駅
で
の
歩
き
ス
マ
ホ
の
事
故
は

 
ど
の
程
度
増
え
て
い
る
の
だ
ろ

 
う
？
」
 

【
例
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
び
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
有
用
な
参
考
図
書
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
の
授
業
の
内
容
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と
思
っ
た
人
は
、
こ
の
参
考
図
書
を
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

参
考
図
書

 


好

井
 裕

明
著

『
「
あ
た
り
ま
え
」
を
疑

う
社

会
学

 
質

的
調

査
の
セ
ン
ス
』
光

文
社

,2
0
0
6
年

 
 


好

井
 裕

明
著

『
「
今

、
こ
こ
」
か
ら
考

え
る
社

会
学

』
筑

摩
書

房
,2

0
1
7
年

 
 


ア
キ
レ
ス
株

式
会

社
「
瞬

足
」
開

発
チ
ー
ム
著

 
 
 
『
開

発
チ
ー
ム
は
、
な
ぜ
最

強
ブ
ラ
ン
ド
「
瞬

足
」
 

 
 
を
生

み
出

せ
た
の
か
？
』
U
-
C
A
N
,2

0
1
3
年

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


次
回
は
、
今
回
の
発
展
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
「
問
題
解
決
編
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
の
授
業
は
、
「
主
体
的
学
習
者
」
に
と
っ
て
必
要
な
、
「
自
ら
考
え
、
問
題
を
見
つ
け
る
」

部
分
を
行
い
ま
し
た
。


次
回
は
、
問
題
を
見
つ
け
た
あ
と
、
「
解
決
策
を
考
え
、
自
ら
行
動
す
る
」
部
分
に
つ
い
て
学
習

し
て
い
き
ま
す
。


次
回
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。


お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

主
体
的
学
習
者

 

次
回
予
告

 

【
２
】
 自

ら
行

動
 

【
１
】
 自

ら
考

え
 

問
題

 
解

決
 

問
題

 
発

見
 

•
世

の
中

の
事

象
を
問

題
意

識
を
も
っ
て

 
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
！

 
•
観

察
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
事

実
を
多

様
な
視

点
か
ら
解

釈
す
る
！

 

•
解

釈
を
踏

ま
え
て
問

題
解

決
の
ア
イ
デ
ア
を

 

発
想

で
き
る
よ
う
に
な
る
！
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3-1-3 教材 

(1) テキスト＆ワークシート 
 

主体的学習者育成プログラム  - 問題発見編 - 

学年・組  氏 名  

 

1. プログラムの目的 
 

【各世代の入社時の資質をめぐる印象の違い】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【キーワード】 ①主体性 ②協働力 ③やり抜く力 
 

【学生】主体的学習者になる →【社会】自ら考え行動できる人になる 
 

【主体的学習者とは？】 

(1) 自ら考え 

 世の中の事象を、問題意識をもって観察することができる 

 観察によって得られた気づきを多様な視点から解釈できる 

(2) 自ら行動 

 解釈を踏まえて問題解決のアイデアを発想できる 
 

【本日のプログラム】 
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2. ウォーミングアップクイズ 

【問１】JR 西日本では、駅ホーム上の「ベンチの向き」を変更しました。なぜでしょう？ 

（解答メモ） 

 

 

 

 

【問２】運動靴・アキレスの「瞬足」の商品の特徴は、左右非対称ソールという構造です。 

    この構造は小学生のあるニーズを満たすために開発されました。 

    そのニーズとはどのようなものでしょうか？ 

（解答メモ） 

 

 

 

 

【問３】ある医療機器メーカーが、検査装置（MRI）をペイントしました。なぜでしょう？ 

（解答メモ） 
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【３つの例の共通点は？】 

 ホーム上の酔っ払いの行動を観察 

 コーナーで転倒する子供たちを観察 

 MRI検査を嫌がる子供たちの様子を観察 

  →何気ない日常風景の中に人々の困りごと（問題）を発見した例 

 

3. 主体的学習者診断テスト（プレ調査） 

 みなさんが日ごろ、どの程度、世の中の事象に関心を示し、問題意識をもって観察し

ているか自己診断してみましょう。 

 プログラム終了後、もう一度診断テストをします。自分にどのような変化が起こるか

楽しみにしていてください！ 

 

4. 問題発見ケーススタディ 

【状況設定】 

1. みなさんは人々の生活実態について調査研究する『生活科学研究所』の研究員で

す。 

2. 現在、子ども（小・中学生）の食生活の実態について調査しています。 

3. 調査の一環で、ある家庭の朝食と夕食の風景を撮影してきました。 

4. これからは、撮影した写真をもとに「子どもの食生活の実態」について議論を行う

ことになっています。 

 

【撮影に協力いただいた家族の状況】 

父：45歳, 会社員 長男：中学 2年生, サッカー部 

母：42歳, パート 次男：小学 3年生 

1. 夫婦共働き。父の帰宅は遅いため、家族全員が揃って夕食をとることは週に 1,2回

程度。 

2. 長男は朝練（部活）があるため、一人で先に朝食を食べ出かけてしまう。塾がある

日（火曜,木曜）はコンビニ弁当などで夕食を済ますことが多い。 

3. 次男も塾がある日（金曜）は夕飯を一人で食べることが多い。 

 

【演習の進め方①】 

1. 写真を見て？？と思ったところに○をつけてください。 

2. グループで話し合いながら、気づいた点、問題だと思った点、疑問に思った点など

を付箋に書き出してください。 

 

【演習の進め方②】 

 立ち上がり他のグループの模造紙を見て回り、自分たちのグループが気づいていなかっ
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た点についてヒントを得て、付箋をさらに増やしてください。 

 

【演習の進め方③】 

1. みなさんは、以下の３つの分野のいずれかの専門家です。 

A. 栄養学 B. 環境学 C. 教育学 

2. 専門家の視点からもう一度設定状況の文書と写真をみて、気づいた点、問題だと思

った点、疑問に思った点などを付箋に書き出してください。 

 

【演習の振り返り】 

専門家（特定の問題意識を持つ人）として写真を見る体験 

→問題意識を持って観察するからこそ、はじめて見えてくるものがある 

→もっと知りたい, もっと分かりたいという探究心が芽生える 

→主体的学習者 

 

5. まとめ 

【主体的学習者とは？】 

(1) 世の中の事象を問題意識をもって観察し,  

(2) 観察によって得られた事実を多様な視点から解釈し,  

(3) 解釈を踏まえて問題解決のアイデアを発想できる人 

 ※問題意識＝自らの視点 を持つことが主体的学習者になるための出発点 

 

【問題意識を育むためにできること】 

 何気ない日常的な事象でも「なぜだろう？」と考える癖をつける 

 様々なジャンルの知識・情報に触れ、世の中の事象を解釈するための視点を得る 

 自分自身や社会に対して、ありたい姿・あるべき姿を思い描くようにする 

 

6. 参考図書 

 自身の問題意識、観察力、探究心、問題発見力に課題を感じた人、さらに学習を深めたい

人に、以下の書籍をお薦めします。 

(1) 好井裕明著『「あたりまえ」を疑う社会学 質的調査のセンス』光文社新書,2006年 

(2) 好井裕明著『「今、ここ」から考える社会学』筑摩書房,2017年 

(3) アキレス株式会社「瞬足」開発チーム著『開発チームは、なぜ最強ブランド「瞬足」

を生み出せたのか？』U-CAN,2013年  
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(2) 主体的学習者診断シート（プレ調査） 
 

主体的学習者診断シート（プレ調査） 

クラス  出席番号  

担当講師名      先生 氏 名  

 
各設問について自分自身がどれくらいあてはまるか（あてはまらないか）回答してください。 
 

設問 
全く 
あてはまらない 

とても 
あてはまる 

1 自分が知らないことを聞くと、詳しく話
を聞きたくなる。 1 2 3 4 5 6 7 

2 気になったことはすぐにインターネット
などで調べてみる。 1 2 3 4 5 6 7 

3 現状を打開できるかどうかは常に自分次
第だと思う。 1 2 3 4 5 6 7 

4 何かをより良くするために、自分から行
動する方だ。 1 2 3 4 5 6 7 

5 興味があることにはとことんのめり込ん
でしまう。 1 2 3 4 5 6 7 

6 自分は無力な人間だと思う。 
 7 6 5 4 3 2 1 

7 自分が納得できなければ、他人から評価
されてもあまりうれしくない。 1 2 3 4 5 6 7 

8 わからないことは、まず自分で調べてか
ら人に聞く。 1 2 3 4 5 6 7 

9 世の中には面白いことがたくさんあると
思う。 1 2 3 4 5 6 7 

10 自分がどうがんばっても世の中は変わら
ないと思う。 7 6 5 4 3 2 1 

11 他人と意見が異なる時、なぜ違うのか深
く掘り下げたくなる。 1 2 3 4 5 6 7 

12 人気のある商品についてなぜ人気がある
のか自分なりに考えてみることがある。 1 2 3 4 5 6 7 
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 (3) グループワークシート「食生活実態調査」 

※下記「食事写真」をカラー印刷した上で模造紙に貼り付けてください。 

 

 

 

 

 (4) 役割設定シート 
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 (5) 振り返りシート 
 

振り返りシート 

クラス  出席番号  

担当講師名      先生 氏 名  

 

 本日のプログラムを通じて気づいたこと, 感じたことを自由に記述してください。 
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Ⅱ．実施ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 主体的学習者育成プログラム 

3-2 問題解決編 
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3-2-1 講師ガイド 
 

主体的学習者育成プログラム  - 問題解決編 – 

講師ガイド 
 

(1) タイムテーブル（100分間） 

時間 プログラム 

10 分 
1. 前回の振り返り 

2. プログラムの紹介 

10 分 3. ウォーミングアップクイズ（全 2問） 

60 分 4. 問題解決ケーススタディ「ワーキングマザー」 

10 分 5. 主体的学習者診断テスト（ポスト調査）→要回収 

10 分 

6. まとめ 

7. 参考図書の紹介 

8. 振り返りシートの記入 →要回収 

 

 (2) プログラム実施前の準備 

 資料名 必要数 

スライド投影 

の準備 

投影スライド 

 

− 

映像教材の 

投影準備 

【映像 1】路上駐車防止 

【映像 2】ワーキングマザー 

− 

教材の印刷 (1) テキスト＆ワークシート 1人 1部 

(2) グループワークシート 

  「ワーキングマザー」※模造紙に印刷 

1グループ 1部 

(3) 付箋 1グループ 100枚 

(4) 主体的学習者診断シート(ポスト調査) 

(5) 振り返りシート 

1人 1部 

パソコンの 

準備 

･ 映像教材を使用しますので、あらかじめ

パソコンに映像データをセットしておき

ます。 

− 
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(3) プログラム実施上のポイント 

時間 プログラム 実施上のポイントなど 

10 分 1. 前回の振り返り 

 

 教室の雰囲気づくりが大切です。少しリラックス

した雰囲気がよろしいかと思います。 

 1-2名を指名して、前回の感想などを尋ねた後、

前回の内容を簡単に振り返ってください。 

 ここで時間を使いすぎると、後のワークの時間が

不足しますのでご注意ください。 

2. プログラムの紹介  簡単にプログラムの流れをご説明ください。 

 「問題解決ケーススタディ」がメインであること

をお伝えください。 

10 分 3. ウォーミングアップクイズ 

（全 2問） 

 

社会課題を解決したソーシャル 

デザインに関するクイズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 2】では、下記 URLから[映像教

材１]路上駐車防止を投影してくだ

さい。 

https://www.youtube.com 

/watch?v=hVuLIH5aNaM& 

feature=youtu.be&t 

（2019年 10月 23日閲覧確認） 

【問 1】 

 正解を導き出すことが重要なのではありません。 

 学生から多様な意見を拾ってください。 

 その上で「風力発電や太陽光発電は、費用的な問

題で現実的には解決策にはなりにくい。では、ど

う解決するか？」など、学生の思考を深めるファ

シリテーションを行ってください。 

 [解決アイデア]は途上国の子供たちの生活（昼間

はサッカーをすることが多い）をよく観察し、子

供たちの生活に溶け込む（無理のない,現実的な）

解決策を示した例であると伝えてください。 

 探究学習において「自分の眼で事実を観察し」「自

分なりの解決策」を模索することが大切であると

お伝えください。 

【問 2】 

 学生から多様な意見を拾ってください。 

 その上で「罰則強化などの強制なくして、違法な

路上駐車を減らす方法を考えてみてください」な

ど、学生の思考を深めるファシリテーションを行

ってください。 

 [解決アイデア]の映像を流してください。 

（参考）本取組み（＝動画拡散）は自動車教習所

のキャンペーンとして行ったものです。 

 探究学習において「常識や前例を超えた発想」を

意識してみることも大切であるとお伝えくださ

い。 

【2つの例の共通点】 

 2 つの例は、ともに人々の困りごと（問題）を発

見し、解決案を提示した例であることをお伝えく

ださい。 

 探究学習においても、自分なりの視点でよく観察

し、よく考えて発想し、提案を行うことが重要で

あることをお伝えください。 

 問題解決案を発想に至るまでのプロセス（①観察

する→②解釈する→③発想する）について簡単に

ご説明ください。特に解釈と発想の間に「仮説」
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を置くことの必要性をお伝えください。 

→①②③のプロセスは、後の「問題解決ケース 

 スタディ」で登場します。 

60 分 4. 問題解決ケーススタディ 

 「ワーキングマザー」 

 

本ケーススタディでは、下記 URL

から[映像教材２]ワーキングマ

ザーを投影してください。 

https://www.youtube.com 

/watch?v=hCC9XWprOdM 

（2019年 10月 23日閲覧確認） 

 ワーキングマザーに関する映像を 2 回視聴しま

す。 

 映像を見る前に、演習の流れをご説明ください。 

- 2回視聴する 

- 1回目はただ見るだけ（メモ等不要） 

- 2回目は付箋に書き出しながら視聴 

 用語説明をお願いします（保育園, 病児保育） 

【視聴①】 

 メモを取らず、ママの苦労、気持ち、困りごとな

どを感じながらじっくり視聴してくださいと伝

えた上で、映像を流してください。 

 学生は、各人の経験等に照らして、それぞれ異な

る場面が印象に残ります。これによって後のワー

クに広がりが出ます。 

【視聴②】 

 次に、気になるママの発言・行動・態度を付箋に

書き出しながら視聴してくださいとお伝えくだ

さい。 

 付箋を各自 10 枚ほど取るように指示いただいた

上で、映像を流してください。 

 情報収集の演習ではありませんので、抜け漏れな

くふせんに書き出すように等の指示は不要です。 

 各学生が気になった点を 5 点程度出せれば十分

です。 

 視聴が終わったら、グループワーク用ワークシー

トの『事実』欄に付箋を貼るようにご指示くださ

い。その際、同じ内容の付箋は重ねるようにご指

示ください。 

【演習】 

 『事実』に付箋を貼り終わりましたら、 

『感想・意見・気づき』『お困りごと』欄に 

解釈と仮説をふせんに書き出すようにご指示く

ださい。 

 事実：お弁当を作らなきゃ 

解釈：お弁当作りの負担大きい 

仮説：ママは時間がない 

などの例をあげてご説明ください。 

 演習中は机間指導ください。 

 手が止まっているグループには、適宜ヒントや例

を示し、ワークを支援ください。 

【発表】 

 発表時間が限られていますので、発表は（出来の

よい）2グループ程度でよろしいかと思います。 

 2-3名に演習を通じて気づいた点などを尋ねてく
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ださい。 

【ケーススタディの振り返り】 

 ケーススタディ（演習）を通じて、世の中を問題

意識をもって見るとはどういうことかを少しで

も実感できたら、本日のプログラムは成功だとお

伝えください。 

 大学進学の１つの意味は、世の中を見る目（専門

性）を養うことであるとお伝えください。 

10 分 5. 主体的学習者診断テスト 

（ポスト調査） 

※要回収 

 プレ調査と同内容の診断テストに回答するよう

ご指示ください。 

 回答後、回収してください。 

10 分 6. まとめ  2 日間のプログラムを振り返り、以下の点などを

踏まえて学生にエールを送ってください。 

- 問題意識＝自らの視点を持つことが 

 主体的学習者になるための起点,出発点 

- 問題意識は日常の中で育まれる 

- 主体的学習を積み重ね、みんなが自ら考え行動 

 できる人（問題解決者）になってくれることを 

 社会は期待している 

7. 参考図書の紹介  さらに学びを深めるために、参考図書を読むこと

をお勧めください。 

8. 振り返りシートの記入 

 ※要回収 

 振り返りシートの記入時間をできるだけ長く確

保することが、本プログラムの効果を高めること

につながります。 

 振り返りシートを回収ください。 
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
問
題
発
見
編
」
と
「
問
題
解
決
編
」
の

2
つ
で
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
高
校
で
の
探
究
学
習
を
進
め
る
う
え
で
基
本
と
な
る
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
グ
ル
ー
プ
分
け
】


こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
実
施
し
ま
す
。


原
則
と
し
て
前
回
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

主
体

的
学

習
者

 
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
‐
 問

題
解
決
編

 ‐
 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
産
業
能
率
大
学
が
、
文
部
科
学
省
「大

学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

 (
A

P
)」

（平
成

2
6
年
度
採
択
）に

お
け
る
高
大
接
続
事
業
の
一
環
で
開
発
し
ま
し
た
。

 

【
配
布
資
料
】


「
主
体
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
－
問
題
解
決
編
－
生
徒
用
テ
キ
ス
ト
」

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
主
体
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

-
問
題
解
決
編

-
生
徒
用
テ
キ
ス
ト
」
を
配
布
し
て
く
だ
さ

い
。


前
回
実
施
し
た
「
主
体
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
‐
問
題
発
見
編
」
の
振
り
返
り
か
ら
は
じ
め

ま
す
。


最
初
に
何
人
か
の
生
徒
を
指
名
し
て
、
前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
か
を

尋
ね
る
な
ど
し
な
が
ら
、
振
り
返
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


前
回
同
様
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
出
す
た
め
に
も
生
徒
の
発
言
を
引
き
出
し
な
が
ら
進
め
て
く
だ

さ
い
。


但
し
、
こ
こ
で
時
間
を
使
い
す
ぎ
る
と
後
半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間
が
足
り
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
は
、
「
問
題
解
決
編
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
が
、
最
初
に
前
回
の
振
り
返
り
を
し

て
か
ら
進
め
ま
し
ょ
う
。


前
回
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
こ
と
を
実
施
し
た
か
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？
○
○
さ
ん
い
か
が
で
す

か
？

前
回
の
振
り
返
り
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3-2-2 投影スライド 

 

 

 

★スライドデータをこちらに挿入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

  



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


前
回
、
冒
頭
で
「
い
ま
社
会
で
ど
の
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る

 
人
材
と
は
？

 

は
じ
め
に
・
・
・ 

Q
u
e
st

io
n
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


前
回
、
企
業
を
対
象
と
し
た
調
査
結
果
か
ら
、
企
業
は
入
社
時
に
、


自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る


仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
た
け
て
い
る


失
敗
や
困
難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思
が
強
い

と
い
っ
た
資
質
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。


こ
う
し
た
資
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
た
も
の
が
、
①
主
体
性
②
協
働
力
③
や
り
抜
く
力
で
し

た
。

•
 自

ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

•
 仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

に
た
け
て
い
る

 

•
 失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思

が
強

い
 

【
入

社
時

に
求

め
ら
れ
る
資

質
】
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
 

①
 主

体
性

 

②
 協

働
力

 

③
 や

り
抜

く
力

 

い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


皆
さ
ん
が
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
社
会
人
に
な
る
段
階
で
、
「
自
ら
考
え
行
動
で
き
る
」
人

材
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
あ
る
日
突
然
こ
う
し
た
主
体
性
の
高
い
人
材
に
な
れ
る
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
前
回
話
し
た
と
思
い
ま
す
。


こ
う
し
た
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
高
校
や
大
学
で
の
学
習
に
お
い
て
も
主
体
的
に
考
え
、
行
動
す

る
姿
勢
を
身
に
つ
け
た
「
主
体
的
学
習
者
」
に
な
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
前
回
説

明
し
ま
し
た
。

自
ら
考

え
行

動
で
き
る
人

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目

的
 主
体

的
学

習
者

 

【
社

会
人

】
 

【
学

生
】
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


「
主
体
的
学
習
者
」
と
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
た
だ
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
世
の
中
の
様
々

な
出
来
事
に
興
味
や
関
心
、
あ
る
い
は
、
疑
問
を
持
ち
、
問
題
を
自
ら
見
つ
け
、
解
決
し
て
い
こ

う
と
す
る
人
材
で
し
た
。


前
回
は
こ
の
う
ち
、
「
世
の
中
の
様
々
な
出
来
事
に
興
味
や
関
心
、
あ
る
い
は
、
疑
問
を
持
ち
、

問
題
を
自
ら
見
つ
け
る
」
＝
「
問
題
発
見
」
の
と
こ
ろ
に
焦
点
を
当
て
て
学
習
し
ま
し
た
。

主
体

的
学

習
者

と
は
？

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目

的
 

【
２
】
 自

ら
行
動

 

【
１
】
 自

ら
考
え

 

問
題

 
解
決

 

問
題

 
発
見

 

•
解

釈
を
踏

ま
え
て
問

題
解

決
の
ア
イ
デ
ア
を

 
発

想
で
き
る
！

 

•
世

の
中

の
事

象
を
問

題
意

識
を
も
っ
て

 
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
！

 
•
観

察
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
事

実
を
多

様
な

 
視

点
か
ら
解

釈
で
き
る
！
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


前
回
、
冒
頭
で
、
ク
イ
ズ
を
し
ま
し
た
。


こ
の
ク
イ
ズ
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？

Ｊ
Ｒ
西
日
本
で
は
、
駅
ホ
ー
ム
上
の
「
ベ
ン
チ
の
向
き
」
を

 
変
更
し
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

 

B
ef

or
e 

A
ft

er
 

【
問
１
】
 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

出
典

：
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


こ
れ
は
「
酔
っ
払
い
の
転
落
事
故
防
止
」
を
目
的
と
し
た
施
策
で
し
た
ね
。


で
も
、
こ
の
他
に
も
皆
さ
ん
は
色
々
な
答
え
を
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。


日
ご
ろ
何
気
な
く
見
て
い
る
ホ
ー
ム
の
ベ
ン
チ
も
、
改
め
て
「
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

？
」
と
考
え
て
み
る
と
、
色
々
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
ん
だ
よ
、
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
と
思
い

ま
す
。転

落
事
故
の
原
因
を
調
べ
て
み
る
と
、
約
６
割
は
酔
っ
払
っ
て
突

然
歩
き
出
し
、
そ
の
ま
ま
線
路
に
落
ち
る
人
だ
っ
た
。
 

【
課
題
発
見
】
 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

【
施
策
意
図
】
 

酔
っ
払
い
の
転
落
事
故
防
止

 

出
典

：
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


そ
し
て
探
究
活
動
を
進
め
る
と
き
に
は
、
「
唯
一
絶
対
の
答
え
は
な
い
」
と
い
う
意
識
を
も
ち
、
世

の
中
の
出
来
事
に
つ
い
て
「
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

課
題

研
究

に
向

け
て

 

１
 

唯
一

絶
対

の
答

え
 

は
な
い

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


こ
の
ク
イ
ズ
は
覚
え
て
い
ま
す
か
？

こ
の
商
品
の
特
徴
は
、
 

左
右
非
対
称
ソ
ー
ル
と
い

う
構
造
で
す
。

 

こ
の
構
造
は
小
学
生
の
あ

る
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
た
め

に
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

 

そ
の
ニ
ー
ズ
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
ょ
う
か
？

 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

【
問
２
】
 

出
典
：
 

ht
tp

://
w

w
w

.s
yu

ns
ok

u.
jp

/a
bo

ut
/fu

nc
tio

n/
so

le
/ 
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


こ
の
靴
は
「
子
供
た
ち
の
転
倒
防
止
」
を
目
的
に
作
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。


日
ご
ろ
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
運
動
靴
の
よ
う
な
日
用
品
も
、
改
め
て
「
な
ぜ
こ
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
て
み
る
と
、
色
々
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
る
と
い
う
話
を
し
た
と
思
い

ま
す
。都
市
部
の
小
学
校
の
校
庭
は
狭
い
た
め
、
運
動
会
の
徒
競
走
は
、
 

直
線
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
コ
ー
ナ
ー
を
走
る
。
す
る
と
、
子
供
た
ち
は
、

 
コ
ー
ナ
ー
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
転
倒

し
て
い
た
。

 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

【
課
題
発
見
】
 

【
施
策
意
図
】
 

子
供
た
ち
が
コ
ー
ナ
ー
も
格
好
良
く
、

 
最
後
ま
で
力
い
っ
ぱ
い
走
れ
る
よ
う
に

 

出
典
：
 

ht
tp

://
w

w
w

.s
yu

ns
ok

u.
jp

/a
bo

ut
/w

ha
t/ 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


こ
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
す
ご
い
の
は
、
左
右
対
称
が
普
通
で
あ
る
運
動
靴
の
ソ
ー
ル
を
、
左
右
非
対

称
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。


こ
の
メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
よ
う
に
、
新
し
い
こ
と
を
発
想
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
当
た

り
前
を
一
度
疑
っ
て
み
る
こ
と
も
大
切
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。


こ
れ
は
、
探
究
活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
も
大
事
な
姿
勢
で
す
。

課
題

研
究

に
向

け
て

 

１
 

唯
一

絶
対

の
答

え
 

は
な
い

 

２
 

常
識

, 
前

例
に

 
縛

ら
れ

な
い
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


こ
の
ク
イ
ズ
は
覚
え
て
い
ま
す
か
？

【
問
３
】
 

あ
る
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
が
、
検
査
装
置
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ）
を
ペ
イ
ン
ト
 

し
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

B
ef

or
e 

A
ft

er
 

出
典
：
 

ht
tp

://
w

w
w

3.
ge

he
al

th
ca

re
.c

o.
jp

/ja
-jp

/p
ro

du
ct

s_
an

d_
se

rv
ic

e/
im

ag
in

g/
m

ag
ne

tic
_r

es
on

an
ce

_i
m

ag
in

g 

出
典
：
 

ht
tp

s:
//w

w
w

.g
eh

ea
lth

ca
re

.c
om

/p
ro

du
ct

s/
ac

ce
ss

or
ie

s-
an

d-
su

pp
lie

s/
ad

ve
nt

ur
e-

se
rie

s-
fo

r-
m

r 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


こ
れ
は
、
「
子
供
た
ち
の
検
査
に
対
す
る
恐
怖
心
を
緩
和
す
る
」
と
い
っ
た
こ
と
を
目
的
と
し
た
施

策
で
し
た
ね
。


メ
ー
カ
ー
さ
ん
が
子
供
た
ち
の
検
査
の
様
子
を
観
て
、
「
子
供
た
ち
の
恐
怖
心
を
緩
和
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
」
考
え
、
生
ま
れ
た
商
品
で
し
た
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

子
供
た
ち
は
、
大
き
な
音
が
す
る
検
査
装
置
が
苦
手
。
 

恐
怖
心
を
和
ら
げ
る
た
め
に
鎮
静
剤
注
射
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
 

【
課
題
発
見
】
 

【
施
策
意
図
】
 

冒
険

の
場

所
 

出
典
：
 

ht
tp

s:
//w

w
w

.g
eh

ea
lth

ca
re

.c
om

/p
ro

du
ct

s/
ac

ce
ss

or
ie

s-
an

d-
su

pp
lie

s/
ad

ve
nt

ur
e-

se
rie

s-
fo

r-
m

r 

恐
怖
心
の
緩
和

 
鎮
痛
剤
注
射
率
の
低
減

 
検
査
の
円
滑
な
実
施
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


M
R
I
を
ペ
イ
ン
ト
す
る
だ
け
で
問
題
が
解
決
す
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
面
白
い
し
、
「
自
分
た
ち

で
も
実
現
で
き
そ
う
」
な
ア
イ
デ
ア
で
す
ね
。


皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
行
う
探
究
活
動
も
、
あ
ま
り
難
し
く
考
え
ず
に
、
「
自
分
た
ち
で
も
で
き

る
」
と
い
う
感
覚
を
も
っ
て
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ
、
と
い
う
話
を
前
回
し
た
と
思
い
ま
す
。

課
題

研
究

に
向

け
て

 

１
 

唯
一

絶
対

の
答

え
 

は
な
い

 

２
 

常
識

, 
前

例
に

 
縛

ら
れ

な
い

 

３
 

自
分

に
も
で
き
る

! 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


ク
イ
ズ
の
後
、
前
回
、
あ
る
家
族
の
朝
食
と
夕
食
の
写
真
か
ら
、
問
題
を
見
つ
け
る
と
い
う
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

問
題

発
見

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

状
況
写
真
を
見
て
？
？
と
思
っ
た
と
こ
ろ
に
○
を
つ
け
、
気
づ
い
た

点
、
問
題
だ
と
思
っ
た
点
、
疑
問
に
思
っ
た
点
な
ど
を
付
箋
に
書
き

出
し
て
く
だ
さ
い
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


そ
し
て

2
回
目
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
と
き
に
、
皆
さ
ん
に
は
「
栄
養
学
」
「
環
境
学
」
「
教
育

学
」
の

3
つ
の
専
門
家
に
な
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
立
場
、
視
点
か
ら
改
め
て
問
題
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

問
題

発
見

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
演
習
の
進
め
方
】
 

1
.
 み

な
さ
ん
は
、
以

下
の
３
つ
の
分

野
の

 
 い

ず
れ
か
の
専

門
家
で
す
。

 
 A

. 
栄

養
学

 
B
. 
環

境
学

 
C
. 
教

育
学

 
  

2
.
 専

門
家

の
視

点
か
ら

 
 も

う
一

度
設

定
状

況
の
文

章
と
写

真
を
み
て

 
 気

づ
い
た
点

、
問

題
だ
と
思

っ
た
点

、
疑

問
に

 
 思

っ
た
点

な
ど
を
付

箋
に
書

き
出

し
て
く
だ
さ
い
。

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


専
門
家
と
は
、
何
ら
か
の
問
題
意
識
＝
自
分
な
り
の
視
点
を
持
っ
て
い
る
人
で
し
た
。


た
だ
漠
然
と
観
察
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
も
っ
て
事
象
を
観
察
す
る
こ
と

で
様
々
な
気
づ
き
が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
、
「
調
べ
た
い
」
と
い
う
「
探

究
心
」
が
芽
生
え
る
ん
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

演
習

の
振

り
返

り
 

専
門

家
と
し
て
写

真
を
見

る
体

験
 

専
門

家
 

＝
特

定
の
問

題
意

識
を
持

つ
人

 

問
題

意
識

を
持

っ
て
観

察
す
る
か
ら
こ
そ

 
は
じ
め
て
見

え
て
く
る
も
の
が
あ
る

 

主
体

的
学

習
者

 

も
っ
と
知

り
た
い

, 
も
っ
と
分

か
り
た
い

 
探

究
心

が
芽

生
え
る
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
、
皆
さ
ん
が
今
後
「
主
体
的
学
習
者
」
に
な
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
問
題
意
識
を
も
つ
＝
自
分
な
り
の
視
点
を
も
つ
こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

前
回

の
ま
と
め

 

問
題

意
識

＝
自

ら
の
視

点
を

 
も
つ
こ
と
が
主

体
的

学
習

者
に

 
な
る
た
め
の
出

発
点

 

【
主
体
的
学
習
者
】
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


探
究
活
動
に
向
け
て
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

【
説
明
例
】


皆
さ
ん
が
課
題
探
究
を
進
め
る
際
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
こ
の

6
つ
で
す
。

1
～
3
は
す
で
に
話
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
、

4
～

6
の
視
点
も
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。


探
究
活
動
は
唯
一
の
答
え
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
他
の
グ
ル
ー
プ
と
「
比
較
」
を
せ
ず
、
「
自
分
達

は
・
・
・
と
考
え
る
」
と
い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
（

4
.
比
較
し
な
い
）


ま
た
、
様
々
な
考
え
を
取
り
入
れ
て
い
く
ほ
う
が
、
よ
り
良
い
考
え
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
積
極
的
に
他
の
グ
ル
ー
プ
の
考
え
も
共
有
し
、
そ
の
考
え
も
踏
ま
え
な
が
ら
自
グ
ル
ー
プ

の
考
え
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
（

5
.
T
h
i
n
k
⇔

S
h
a
r
e
）


そ
し
て
、
探
究
活
動
を
進
め
る
中
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
出
て
き
て
悩
ん
だ
ら
、
人
（
専
門
家
）

に
積
極
的
に
聞
き
に
い
く
姿
勢
も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
（

6
.
悩
ん
だ
ら
動
け
！
学
べ
！
）

課
題

研
究

に
向

け
て

 

１
 

唯
一

絶
対

の
答

え
 

は
な

い
 

２
 

常
識

, 
前

例
に

 
縛

ら
れ

な
い

 

３
 

自
分

に
も

で
き

る
! 

４
 

比
較

し
な

い
 

５
 

T
h
in

k 
⇄

 S
h
ar

e 

６
 

悩
ん

だ
ら

動
け

! 
 

 
 

 
学

べ
! 
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
提
示
し
た
宿
題
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
教
室
内
で
簡
単
な
情
報
共
有
し
て
く

だ
さ
い
。


グ
ル
ー
プ
共
有
の
後
、
任
意
の
生
徒
に
発
表
さ
せ
、
教
員
よ
り
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


正
解
・
不
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
が
ど
の
よ
う
な
事
実
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
、
ど
の
よ
う
な
気

づ
き
を
得
た
か
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
「
問
題
意
識
を
も
っ
て
身
近
な
日
常
を
観
察
し
、
気
に
な
る
事
実
を

3
つ
、
写
真
に
撮
影
し
、
そ
の
写
真
か
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
か
を
メ
モ
し
て
く
る
」
と
い
う

宿
題
を
出
し
ま
し
た
が
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
か
？


各
自
ど
の
よ
う
な
事
実
を
集
め
て
き
た
か
、
そ
こ
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
か
、
グ
ル
ー

プ
の
中
で
共
有
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

授
業
外
課
題

 

(
1
)
前

回
の
振

り
返

り
 

 
 
 

-
 気

づ
き

, 
思

っ
た
こ
と

 
-
 課

題
研

究
に
つ
い
て

 
 (
2
)
身

近
な
日

常
を
問

題
意

識
を
も
っ
て

 
観

察
す
る

 

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
中
心
は
「
問
題
解
決
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
今
日
は
、
「
問
題
解
決
」
を
中
心
に
行
っ
て
い

き
ま
す
。


前
回
は
、
あ
る
家
族
の
朝
食
・
夕
食
の
写
真
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
こ
と
を
解
釈
し
、
問
題
を

発
見
す
る
と
こ
ろ
ま
で
で
し
た
が
、
今
日
は
、
解
釈
を
踏
ま
え
て
問
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
発
想
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
こ
ろ
ま
で
を
目
指
し
ま
す
。

主
体

的
学

習
者

 

本
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

【
２
】
 自

ら
行
動

 

【
１
】
 自

ら
考
え

 

問
題

 
解
決

 

問
題

 
発
見

 

•
世

の
中

の
事

象
を
問

題
意

識
を
も
っ
て

 
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
る
！

 
•
観

察
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
事

実
を
多

様
な

 
視

点
か
ら
解

釈
で
き
る
！

 

•
解

釈
を
踏

ま
え
て
問

題
解

決
の
ア
イ
デ
ア
を

 

発
想

で
き
る
よ
う
に
な
る
！

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
中
心
は
「
解
釈
す
る
」
→
「
発
想
す
る
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


主
体
的
学
習
者
は
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
事
象
を
観
察
し
、
観
察
し
た
事
象
を
様
々
な
視
点
か
ら
解

釈
し
て
問
題
を
見
つ
け
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
発
想
し
ま
す
。


今
日
は
、
特
に
、
「
解
釈
」
か
ら
「
発
想
」
の
部
分
を
中
心
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

本
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

【
主
体
的
学
習
者
】
 

前
回

 

今
回
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


本
日
実
施
し
て
い
る
「
問
題
解
決
編
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
で
す
。


最
も
重
要
な
ワ
ー
ク
は
、
問
題
解
決
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
」
に
あ
る
こ
と
を
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


「
主
体
的
学
習
者
」
に
求
め
ら
れ
る
「
問
題
発
見
」
（
世
の
中
の
事
象
を
問
題
意
識
を
も
っ
て
観
察

し
問
題
を
見
つ
け
る
）
と
「
問
題
解
決
」
（
発
見
し
た
問
題
の
解
決
策
を
考
え
る
）
の
う
ち
、
今
回

は
、
「
問
題
解
決
」
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。


こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
に
沿
っ
て
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。


特
に
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
」
と
い
う
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
「
問
題
発
見
」
か
ら
「
問
題
解
決
」
に

至
る
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
て
い
き
ま
す
。

本
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

【
主
体
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 –
 問

題
解
決
編

 -
 】

 
 

時
間

 
 

項
目

 
 

概
要

 

１
０
分

 
前
回
の
振
り
返
り

 
い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材

と
は
？

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介

 

１
０
分

 
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

 
ク
イ
ズ

 
社
会
課
題
を
解
決
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン

 
に
関
す
る
ク
イ
ズ

 

６
０
分

 
問
題
解
決

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
」
 

１
０
分

 
診
断
テ
ス
ト
 

主
体
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
 

１
０
分

 
本
日
の
ま
と
め

 
全
体
振
り
返
り

 
参
考
図
書
の
紹
介

, 
振
り
返
り
シ
ー
ト
記
入

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
は
、
問
題
解
決
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
」
を
よ
り
よ

く
進
め
る
た
め
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。


こ
こ
で
は
前
回
同
様
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
を
出
し
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
正
解
を
目
的
と

し
た
ク
イ
ズ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


生
徒
た
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
意
見
を
出
し
合
い
、
交
換
す
る
こ
と

で
多
様
な
意
見
が
存
在
す
る
こ
と
を
共
有
す
る
の
が
狙
い
で
す
。
そ
の
こ
と
で
生
徒
た
ち
が
自
分
と
は

異
な
る
視
点
を
持
つ
生
徒
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
新
た
な
気
づ
き
を
得
ま
す
。
多
様
な
視
点
と
そ
の
可

視
化
は
通
常
の
授
業
で
は
実
現
し
に
く
い
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ら
で
は
の
環
境
で
す
。


ど
ん
な
に
突
拍
子
も
な
い
意
見
で
も
否
定
せ
ず
、
「
唯
一
絶
対
の
答
え
は
な
い
」
こ
と
を
強
調
し
、
数

多
く
の
生
徒
が
活
発
に
意
見
を
出
せ
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
作
り
な
が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。


2
つ
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
は
日
常
的
な
風
景
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
で
人
々
の
お
困
り
ご

と
を
発
見
し
、
そ
こ
か
ら
解
決
策
を
発
想
し
て
い
っ
た
実
例
を
題
材
と
し
て
い
ま
す
。
前
回
は
企
業
の

商
品
開
発
の
事
例
な
ど
を
用
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
社
会
的
な
問
題
を
事
例
と
し
て
い
ま
す
。

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
問
題
解
決
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を

2
つ
出
し
ま
す
。
「
唯
一
絶
対
の
答
え
」
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
自
分
な
り
に
色
々
な
角
度
か
ら
考
え
、
「
生
徒
用
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
」
の
空
欄
に
自
分
の
考
え
を
記

入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

 
ク
イ
ズ
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
の
ク
イ
ズ
に
唯
一
の
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
す
ぐ
に
出
が


発
展
途
上
国
の
子
供
た
ち
の
置
か
れ
た
生
活
環
境
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
で
、
無
理
の
な
い
現
実
的

な
解
決
策
を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
で
す
。


探
究
学
習
に
お
い
て
も
自
分
で
事
実
を
観
察
し
、
そ
れ
を
も
と
に
自
分
な
り
の
解
決
策
を
模
索
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


最
初
の
ク
イ
ズ
で
す
。
途
上
国
の
子
供
た
ち
を
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
「
電
力
が
な
く
満
足
に
学
習
が

で
き
な
い
」
と
い
う
問
題
を
発
見
し
ま
し
た
。
あ
な
た
だ
っ
た
ら
、
こ
の
問
題
を
ど
う
解
決
し
ま
す

か
？
様
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
み
て
下
さ
い
。

途
上
国
の
子
供
た
ち
を
観
察
し
、
「
電
力
が
な
く
満
足
に
学
習
が
で

き
な
い
」
と
い
う
問
題
を
発
見
し
ま
し
た
。
あ
な
た
は
、
こ
の
問
題
を
ど

う
解
決
し
ま
す
か
？

 

【
問
１
】
 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

非
電
化
地
域
の

 
人
口

 

４
３
％

 

【
ア
フ
リ
カ
】
 

出
典
：
ht

tp
s:

//w
w

w
.k

ic
ks

ta
rte

r.c
om

/p
ro

je
ct

s/
un

ch
ar

te
dp

la
y/

so
cc

ke
t-t

he
-e

ne
rg

y-
ha

rn
es

si
ng

-s
oc

ce
r-

ba
ll 

ち
な
解
決
策
に
は
、
「
費
用
的
な
問
題
で
解
決
に
は
至
り
に
く
い
」
こ
と
を
指
摘
す
る
な
ど
生
徒
の

思
考
を
深
め
る
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
す
。

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
と
い
っ
た
解
決
策
が
出
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
費
用
的
な
問
題
で
解
決

に
は
至
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


皆
さ
ん
の
中
に
は
、
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
に
す
れ
ば
い
い
、
な
ど
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
発
展
途
上
国
に
は
そ
う
し
た
施
設
を
作
る
だ
け
の
資
金
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の

解
決
策
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
？
色
々
な
角
度
か
ら
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

【
解
決
ア
イ
デ
ア
】
 

風
力

発
電

？
 

太
陽

光
発

電
？

 

出
典

ht
tp

s:
//w

w
w

.e
ne

ch
o.

m
et

i.g
o.

jp
/c

at
eg

or
y/

sa
vi

ng
_a

nd
_n

ew
/s

ai
en

e/
re

ne
w

ab
le

/w
in

d/
in

de
x.

ht
m

lh
ttp

://
w

w
w

.is
ep

.o
r.j

p/
im

ag
es

/li
br

ar
y/

G
S

R
20

14
jp

.p
df

 

出
典

ht
tp

s:
//j

p.
sh

ar
p/

su
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


何
名
か
の
生
徒
を
指
名
し
、
生
徒
が
考
え
た
意
見
を
発
表
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。


そ
の
上
で
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
解
決
策
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。


但
し
、
こ
の
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
目
的
の
ク
イ
ズ
で
は
な
い
の
で
、
生
徒
の
発
表
が
こ
の
答

え
と
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
「
○
○
さ
ん
が
発
表
し
て
く
れ
た
考
え
も
面
白
い
ね
」
な
ど
と
、

生
徒
の
多
様
な
考
え
を
否
定
し
な
い
よ
う
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


で
は
何
人
か
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
→
生
徒
を
指
名


色
々
な
答
え
が
出
ま
し
た
ね
。
で
は
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。


実
際
、
「
電
力
が
な
く
満
足
に
学
習
が
で
き
な
い
」
と
い
う
発
展
途
上
国
の
子
供
た
ち
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に
、
発
電
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
“

S
O
C
C
K
E
T
“
と
い
う
も
の
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。

（
詳

細
は

ht
tp

s:
//w

ire
d.

jp
/2

01
3/

04
/2

5/
so

cc
ke

t/を
参

照
）


こ
れ
は
「
ボ
ー
ル
の
中
に
振
り
子
の
よ
う
な
発
電
装
置
と
蓄
電
装
置
が
備
わ
っ
て
い
て
、
ボ
ー
ル

を
蹴
る
と
電
気
が
蓄
え
ら
れ
る
」
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
「
蓄
え
ら
れ
た
電
池
は
ソ
ケ
ッ
ト
か

ら
供
給
さ
れ
、

L
E
D
ラ
イ
ト
な
ら

3
0
分
の
プ
レ
イ
で

3
時
間
点
灯
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
商

品
で
す
。


こ
の
例
の
よ
う
に
、
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
と
き
は
、
従
来
の
思
考
の
枠
を
超
え
た
柔
軟
な
発
想

力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
解
決
ア
イ
デ
ア
】
 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

発
電
で
き
る
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
「
S
O

C
C
K
E
T
」
 

3
0
分
蹴
る
だ
け
で
照
明
を

3
時
間
灯
す
こ
と
が
で
き
る

 

出
典
：
ht
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s:

//w
w

w
.k
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ks

ta
rte

r.c
om

/p
ro

je
ct

s/
un
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dp
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y/

so
cc

ke
t-t

he
-e

ne
rg

y-
ha

rn
es

si
ng

-s
oc

ce
r-

ba
ll 

【
問
２
】
 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首
都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
は
違
法
な
路
上
駐
車

が
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
に

路
上
駐
車
を
減
ら
し
ま
す
か
？

 

出
典
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ht
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【
映

像
教

材
】

下
記

U
R
L
か

ら
、

[
映

像
教

材
１

]
路

上
駐

車
予

防
を

投
影

し
て

く
だ

さ
い

。

ht
tp

s:
//w

w
w.
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ut

ub
e.

co
m

/w
at

ch
?v

=h
Vu

LI
H
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N
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&
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at
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e=
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u.
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&
t

（
20

19
年

10
月

23
日

閲
覧

確
認

）

【
授

業
進

行
上

の
ポ

イ
ン

ト
】


こ

の
ク

イ
ズ

に
も

唯
一

の
正

解
は

あ
り

ま
せ

ん
。


し

か
し

な
が

ら
、

罰
則

強
化

や
駐

車
場

の
増

設
な

ど
、

あ
り

が
ち

な
解

決
策

以
外

の
解

決
策

を
考

え
る

よ
う

に
ア

ド
バ

イ
ス

し
な

が
ら

進
め

て
く

だ
さ

い
。

【
説

明
例

】


で

は
2
つ

目
の

ク
イ

ズ
で

す
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
首

都
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
は
違

法
な
路

上
駐

車
が
大

き
な
社

会
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す

。
あ
な
た
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
路

上
駐

車
を
減

ら
し
ま
す

か
？


こ

の
ク

イ
ズ

も
様

々
な

角
度

か
ら

考
え

て
み

て
下

さ
い

。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


何
名
か
の
生
徒
を
指
名
し
、
生
徒
が
考
え
た
意
見
を
発
表
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。


そ
の
上
で
動
画
を
再
生
し
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
解
決
策
の
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。


な
お
、
こ
の
動
画
は
駐
車
違
反
を
な
く
す
こ
と
を
目
的
に
自
動
車
教
習
所
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

探
究
学
習
に
お
い
て
は
、
常
識
や
前
例
を
超
え
た
発
想
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
自
分
の
発

想
が
常
識
や
前
例
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
か
、
生
徒
に
再
考
を
促
す
よ
う
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。


但
し
、
こ
の
答
え
を
見
つ
け
る
こ
と
が
目
的
の
ク
イ
ズ
で
は
な
い
の
で
、
生
徒
の
発
表
が
こ
の
答
え

と
違
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
「
○
○
さ
ん
が
発
表
し
て
く
れ
た
考
え
も
面
白
い
ね
」
な
ど
と
、
生
徒

の
多
様
な
考
え
を
否
定
し
な
い
よ
う
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。


動
画
が
き
ち
ん
と
再
生
さ
れ
る
か
、
事
前
に
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


で
は
何
人
か
に
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
か
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
→
生
徒
を
指
名


色
々
な
答
え
が
出
ま
し
た
ね
。
で
は
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

→
動
画
を
再
生


こ
の
動
画
は
駐
車
違
反
を
な
く
す
こ
と
を
目
的
に
自
動
車
教
習
所
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。
違
法
駐

車
が
あ
る
こ
と
で
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も
っ
た
人
が
ど
れ
ほ
ど
迷
惑
し
て
い
る
か
、
ど
れ
ほ
ど

危
険
な
目
に
遭
っ
て
い
る
か
を
啓
蒙
す
る
た
め
、
話
題
を
呼
び
そ
う
な
動
画
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

今
は

S
N
S
の
時
代
で
す
の
で
、
動
画
は
瞬
く
間
に
拡
散
し
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。


こ
の
例
も
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
単
純
な
啓
蒙
施
策
の
枠
を
超
え
た
斬
新
な
発
想
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
問
題
解
決
の
た
め
の
効
果
的
な
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
や
当
た

り
前
、
前
例
を
超
え
て
発
想
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

車
椅
子
で
路
上
駐
車
の
車
を
飛
び
越
え
る
動
画
を
撮
影
し
、
 

拡
散
し
た
。

 

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ

 

出
典
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ht

tp
s:
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w
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【
解
決
ア
イ
デ
ア
】
 

•
1
2
0
回
以
上
実
施

 
•

S
N
S
1
0
0
万
以
上
シ
ェ
ア

 
•
メ
デ
ィ
ア
掲
載
多
数

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


2
つ
の
ク
イ
ズ
の
共
通
点
に
は
、
事
象
の
「
観
察
」
が
あ
る
こ
と
を
解
説
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


以
上
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て

2
つ
の
ク
イ
ズ
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。


こ
の

2
つ
の
事
例
に
は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
よ
う
に
、
事
象
を
「
観
察
」
し
、
人
々
の
お
困
り

ご
と
（
問
題
）
を
発
見
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。


そ
し
て
、
常
識
や
こ
れ
ま
で
の
枠
組
み
を
超
え
て
、
斬
新
な
解
決
策
を
発
想
し
て
い
る
と
い
う
共
通

点
も
あ
り
ま
す
。

２
つ
の
例

の
共

通
点

は
？

 

途
上

国
の
子

供
た
ち
の

行
動

を
観

察
 

路
上

駐
車

を
す
る
大

人
た
ち

 
を
観

察
 

人
々
の
お
困
り
ご
と
（
問
題
）
を
発
見
し

 
解
決
案
を
提
示
し
た
例

 

【
問

１
】
 

【
問

２
】
 

サ
ッ
カ
ー
ホ
ー
ル
で

 
発

電
 

違
法

駐
車

を
飛

び
越

え
る

 
動

画
制

作
・
拡

散
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
観
察
」
→
「
解
釈
」
→
「
発
想
」
の
流
れ
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


皆
さ
ん
が
行
う
探
究
学
習
も
、
ま
ず
は
事
象
を
観
察
し
、
次
に
事
象
を
様
々
な
視
点
か
ら
解
釈
し
て

問
題
（
人
々
の
お
困
り
ご
と
）
を
見
つ
け
、
最
後
に
問
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
、
と
い
う

流
れ
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

本
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

【
主
体
的
学
習
者
】
 

前
回

 

今
回

 

観
察
す
る

 

解
釈
す
る

 

発
想
す
る

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
観
察
」
→
「
解
釈
」
→
「
発
想
」
の
流
れ
で
考
え
て
い
く
際
、
質
の
高
い
ア
イ
デ
ア
を
様
々
な
角
度

か
ら
発
想
す
る
た
め
に
は
、
「
解
釈
」
か
ら
い
き
な
り
「
発
想
」
に
飛
ぶ
の
で
は
な
く
、
「
解
釈
」
と

「
発
想
」
の
間
に
「
仮
説
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
で
取
り
上
げ
た

2
つ
の
事
例
は
い
ず
れ
も
人
々
の
お
困
り
ご
と
を
観
察

に
よ
っ
て
発
見
し
、
解
決
へ
と
導
い
た
例
で
す
。


探
究
学
習
に
お
い
て
も
自
分
な
り
の
視
点
で
事
象
を
観
察
し
、
問
題
を
見
つ
け
、
解
決
策
を
発
想
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。


し
か
し
、
質
の
高
い
ア
イ
デ
ア
を
様
々
な
角
度
か
ら
発
想
す
る
た
め
に
は
、
「
解
釈
」
か
ら
い
き
な
り

「
発
想
」
に
飛
ぶ
の
で
は
な
く
、
「
解
釈
」
と
「
発
想
」
の
間
に
「
仮
説
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。


先
ほ
ど
の
例
で
言
え
ば
、
「
解
釈
」
と
「
発
想
」
の
間
に
、
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
の
低
さ
」
と
い
う

「
仮
説
」
を
お
く
こ
と
で
、
「
ド
ラ
イ
バ
ー
の
意
識
」
を
高
め
て
い
く
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
様
々
な
角

度
か
ら
発
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。


「
事
象
の
観
察
」
→
「
事
象
の
解
釈
」
→
「
仮
説
の
設
定
」
→
「
解
決
策
の
発
想
」
と
い
う
流
れ
を
意

識
し
ま
し
ょ
う
。

本
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

観
察
す
る

 
解
釈
す
る

 
発
想
す
る

 

•
道
に
車
が

 
駐
車
さ
れ

 
て
い
る

 
•
邪
魔
で
車

 
が
通
り
に

 
く
い

 
•
通
行
人
が

 
歩
き
に
く
 

い
 

【
発
想
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
】
 

•
近
く
に

 
駐
車
場
が

 
な
い
？

 
•
他
の
車
も

 
停
め
て
い

 
る
か
ら

 
•
歩
行
者
の

 
こ
と
は
考

 
え
て
い
な
い

 

•
駐
車
場
を

 
作
る

 
 

•
罰
則
を
厳
し

く
す
る

 
 

•
ポ
ス
タ
ー
を

貼
る

 

？
 

？
 

 

【
仮
説
】
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問
題
解
決

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
映
像
教
材
】

下
記
U
R
L
か
ら
、
[
映
像
教
材
2]
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
を
投
影
し
て
く
だ
さ
い
。

ht
tp

s:
//w

w
w.

yo
ut

ub
e.

co
m

/w
at

ch
?v

=h
C

C
9X

W
pr

O
dM

（
20

19
年

10
月

23
日
閲
覧
確
認
）

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
れ
か
ら
今
日
の
メ
イ
ン
の
ワ
ー
ク
で
あ
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
う
こ
と
を
伝
え
て
下
さ
い
。


ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
を
含
め
、
こ
こ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
進
め
る

よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
以
下
の
内
容
で
進
め
ま
す
。

①
動
画
を
視
聴

1
回
目

→
た
だ
見
る
の
み

②
動
画
を
視
聴

2
回
目

→
付
箋
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
見
る

③
付
箋
と
模
造
紙
を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
観
察
→
解
釈
→
仮
説
→
発
想
）

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
発
表

→
活
発
な
グ
ル
ー
プ
を

2
～
3
選
び
発
表
さ
せ
る


映
像
を
視
聴
す
る
前
に
こ
れ
か
ら
行
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
流
れ
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。


動
画
を
視
聴
す
る
前
に
模
造
紙
、
付
箋
、
ペ
ン
を
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
事
実
の
観
察
と
解
釈
を
通
し
て
問
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決
策
を
発
想
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
行
い
ま
す
。


こ
こ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
取
り
組
ん
で
下
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


模
造
紙
、
付
箋
、
ペ
ン

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
映
像
を
視
聴
す
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


視
聴
す
る
映
像
は
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
」
を
題
材
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い


も
し
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
知
ら
な
い
生
徒
が
い
る
場
合
は
、
簡
単
な
解
説
を
し

て
く
だ
さ
い
。


映
像
は

2
回
視
聴
す
る
こ
と
、
各
回
で
生
徒
が
行
う
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


付
箋
に
は
、
マ
マ
の
発
言
や
行
動
、
態
度
な
ど
「
事
実
」
を
記
載
す
る
こ
と
。
付
箋
に
は
自
分
の
感

想
や
意
見
は
書
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
ま
ず
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
（
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
お
母
さ
ん
）

を
題
材
と
し
た
映
像
を
視
聴
し
ま
す
。


映
像
は

2
回
視
聴
し
ま
す
。

3
分
ほ
ど
の
映
像
で
す
。


最
初
は
特
に
メ
モ
な
ど
と
ら
ず
、
マ
マ
の
苦
労

,
 
気
持
ち

,
 
困
り
ご
と
な
ど
を
感
じ
な
が
ら
視
聴
し

て
く
だ
さ
い
。


2
回
目
は
、
映
像
を
見
な
が
ら
、
自
分
が
気
に
な
っ
た
マ
マ
の
発
言
や
行
動
、
態
度
を
付
箋
に
書
き

出
し
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
と
き
、

1
つ
の
発
言
・
行
動
は

1
つ
の
付
箋
に
記
述
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
（

1
枚
の
付

箋
に
た
く
さ
ん
の
情
報
を
記
述
し
な
い
）


ま
た
、
あ
く
ま
で
も
マ
マ
の
発
言
や
行
動
、
態
度
な
ど
「
事
実
」
を
記
載
し
、
付
箋
に
は
自
分
の
感

想
や
意
見
は
書
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題

解
決

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
演
習
の
進
め
方
】
 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
（
働

く
マ
マ
）
の
映

像
を

 
２
回

視
聴

し
ま
す
。
 

１
回
目

 
•
マ
マ
の
苦
労

, 
気
持
ち

, 
困
り
ご
と
な
ど
を

 
感
じ
な
が
ら
視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

 
•
メ
モ
は
不
要
で
す
。
 

２
回
目

 

•
気
に
な
る
マ
マ
の
発
言
・
行
動
・
態
度
を

 
ふ
せ
ん
に
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

→
の
ち
に
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
模
造
紙
に

 
 

 貼
っ
て
整
理
し
て
も
ら
い
ま
す
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


映
像
を

2
回
視
聴
後
、
配
布
さ
れ
た
模
造
紙
の
「
気
に
な
っ
た
点
」
に
書
き
出
し
た
付
箋
を
貼
っ
て
い

く
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


映
像
を
視
聴
し
な
が
ら
書
い
た
付
箋
は
、
配
布
し
た
模
造
紙
の
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
発
言
・
行
動

・
態
度
で
気
に
な
っ
た
点
」
（
事
実
の
欄
）
に
貼
付
し
て
い
き
ま
す
。


そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
議
論
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
が
貼
付
し
た
付
箋
に
対
す
る
様
々
な
感
想

・
意
見
・
気
づ
き
を
「
解
釈
」
の
欄
に
記
入
し
て
い
き
ま
す
。


そ
し
て
、
皆
さ
ん
が
考
え
た
「
解
釈
」
を
踏
ま
え
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
お
困
り
ご
と
（
抱
え
る
問

題
）
を
仮
説
と
し
て
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。


演
習
は
こ
の
よ
う
な
流
れ
で
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
題

解
決

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
演
習
の
進
め
方
】
 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
発

言
・
行

動
・
態

度
で

 
気

に
な
っ
た
点

 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
発

言
・
行

動
・
態

度
に

 
関

す
る

 
感

想
・
意

見
・
気

づ
き

 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
お
困

り
ご
と

 
（
抱

え
る
問

題
）
 

事
実

 
解

釈
 

仮
説

 

お
弁
当
作
ら

な
き
ゃ

...
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

遠
い
し

.. 

抱
っ
こ

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


映
像
を
視
聴
す
る
前
に
、
動
画
に
出
て
く
る
用
語
、
保
育
園
、
病
児
保
育
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ

い
。

【
説
明
例
】


映
像
で
は
い
く
つ
か
専
門
的
な
用
語
が
出
て
き
ま
す
。


保
育
園
は
朝

8
時
〜
夜

6
時
ま
で
子
ど
も
を
預
か
っ
て
く
れ
、
夜

7
時
ま
で
は
延
長
が
可
能
で
す
。
し
か

し
、
子
供
が
体
調
不
良
の
場
合
は
通
園
が
で
き
ず
、
仕
事
を
し
て
い
る
途
中
で
親
が
呼
び
出
し
を
受
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。


ま
た
体
調
不
良
の
子
ど
も
を
預
か
る
仕
組
み
を
病
児
保
育
と
い
い
ま
す
が
、
数
は
少
な
く
、
予
約
制
で

す
。問
題

解
決

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
用
語
解
説
】
 

•
朝
８
時
〜
夜
６
時
ま
で

 
子
ど
も
を
預
か
る

 
夜
７
時
ま
で
は
延
長
可

 
•
給
食
あ
り

 
•
体
調
不
良
の
場
合
は

 
通
園
不
可

,呼
び
出
し
あ
り

 

保
育
園

 

•
体
調
不
良
の
子
ど
も

 
を
預
か
る

 
•
数
少
な
い

, 
予
約
制

 
•
給
食
な
し

, 
お
弁
当
必
要

 

病
児
保
育
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


ま
ず

1
回
目
の
映
像
を
視
聴
し
ま
す
。


1
回
目
は
、
た
だ
見
る
だ
け
で
す
が
、
生
徒
の
脳
裏
に
は
自
分
の
過
去
の
経
験
等
に
照
ら
し
合
わ
せ

な
が
ら
様
々
な
光
景
が
浮
か
ん
で
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
ぼ
ん
や
り
と
し
た
印
象
、
自
分
も

同
じ
経
験
を
し
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
母
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
気
づ

き
が
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
広
が
り
を
も
た
ら
し
ま
す
。

【
説
明
例
】


で
は
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
は
じ
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


最
初
は
、
動
画
を
た
だ
見
る
だ
け
で

O
K
で
す
。
メ
モ
等
も
不
要
で
す
。
と
に
か
く
動
画
に
集
中
し
て

視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題

解
決

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
映
像
視
聴
】
 

１
回
目

 
•
マ
マ
の
苦
労

, 
気
持
ち

, 
困
り
ご
と
な
ど
を

 
感
じ
な
が
ら
視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

 
•
メ
モ
は
不
要
で
す
。
 

出
所
：
ht

tp
s:

//w
w

w
.y

ou
tu

be
.c

om
/w

at
ch

?v
=0

iru
7n

K
Q

bc
w

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


次
に

2
回
目
の
映
像
を
視
聴
し
ま
す
。


今
度
は
付
箋
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
視
聴
し
ま
す
。


一
人
あ
た
り

5
枚
程
度
の
付
箋
は
書
き
出
す
よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


2
回
目
は
、
映
像
を
見
な
が
ら
、
自
分
が
気
に
な
っ
た
マ
マ
の
発
言
や
行
動
、
態
度
を
付
箋
に
書
き

出
し
て
く
だ
さ
い
。


1
つ
の
発
言
・
行
動
は

1
つ
の
付
箋
に
記
述
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。


あ
く
ま
で
も
マ
マ
の
発
言
や
行
動
、
態
度
な
ど
「
事
実
」
を
記
載
し
、
付
箋
に
は
自
分
の
感
想
や
意

見
は
書
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題

解
決

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

出
所
：
ht

tp
s:

//w
w

w
.y

ou
tu

be
.c

om
/w

at
ch

?v
=0

iru
7n

K
Q

bc
w

 

２
回
目

 
•
気
に
な
る
マ
マ
の
発
言
・
行
動
・
態
度
を

 
付
箋
に
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

お
弁

当
作

ら
な
き
ゃ

...
 

い
つ
か
ら
私

が
お
迎

え
担

当
に
な
っ
た

の
？

 

【
映
像
視
聴
】
 

明
日

は
重

要
な
会

議
が
あ

る
か
ら
休

め
な
い
・
・
・
 

も
う
病

院
し

ま
っ
て
る
か

ら
明

日
の
朝

だ
な
・
・
・
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


各
自
が
書
き
出
し
た
付
箋
を
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
、
模
造
紙
の
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
発

言
・
行
動
・
態
度
で
気
に
な
っ
た
点
」
（
事
実
の
欄
）
に
貼
付
し
ま
す
。

【
説
明
例
】


各
自
、
付
箋
に
、
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
発
言
・
行
動
・
態
度
で
気
に
な
っ
た
点
」
を
書
き

出
し
た
と
思
い
ま
す
。


そ
れ
を
グ
ル
ー
プ
で
共
有
し
、
「
事
実
」
の
欄
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
似
た
よ
う
な

事
実
は
重
ね
て
く
だ
さ
い
。

問
題

解
決

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
事
実
の
共
有
】
 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
発

言
・
行

動
・
態

度
で

 
気

に
な
っ
た
点

 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
発

言
・
行

動
・
態

度
に

 
関

す
る

 
感

想
・
意

見
・
気

づ
き

 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
お
困

り
ご
と

 
（
抱

え
る
問

題
）
 

事
実

 
解

釈
 

仮
説

 

お
弁
当
作
ら

な
き
ゃ

...
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

遠
い
し

.. 

病
院
は
も
う
し

ま
っ
て
る
・
・
・
 


グ
ル
ー
プ
で
、
各

自
が
書

い
た
ふ
せ
ん
を
共

有
し
、

「
事

実
」
の
欄

に
貼

付
し
ま
す
。

 
 


似

た
よ
う
な
事

実
は
重

ね
て
く
だ
さ
い
。

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


次
に
、
貼
付
し
た
事
実
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
は
ど
ん
な
感
想
や
意
見
を
も
っ
た
か
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
気
づ
い
た
か
を
グ
ル
ー
プ
内
で
話
し
合
わ
せ
ま
す
。

【
説
明
例
】


次
に
、
先
ほ
ど
貼
付
し
た
「
事
実
」
に
対
し
て
、
皆
さ
ん
が
ど
ん
な
感
想
や
意
見
を
も
っ
た
か
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
か
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
話
し
合
っ
た
こ
と
を
付
箋
に
書
き

出
し
、
「
解
釈
」
の
欄
に
記
述
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題

解
決

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
事
実
に
対
す
る
解
釈
の
検
討
】
 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
発

言
・
行

動
・
態

度
で

 
気

に
な
っ
た
点

 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
発

言
・
行

動
・
態

度
に

 
関

す
る

 
感

想
・
意

見
・
気

づ
き

 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
お
困

り
ご
と

 
（
抱

え
る
問

題
）
 

事
実

 
解

釈
 

仮
説

 

お
弁
当
作
り
の

負
担
大
き
い

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

支
援
難
し
い

 

大
き
く
な
る
と

抱
っ
こ
大
変

 

お
弁
当
作
ら

な
き
ゃ

...
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

遠
い
し

.. 

抱
っ
こ
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


次
に
、
「
解
釈
」
を
踏
ま
え
、
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
お
困
り
ご
と
」
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
仮

説
を
設
定
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


次
に
、
先
ほ
ど
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
考
え
た
解
釈
を
踏
ま
え
、
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
お
困

り
ご
と
」
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
考
え
、
い
く
つ
か
仮
説
を
設
定
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
題

解
決

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
仮
説
づ
く
り
】
 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
発

言
・
行

動
・
態

度
で

 
気

に
な
っ
た
点

 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
発

言
・
行

動
・
態

度
に

 
関

す
る

 
感

想
・
意

見
・
気

づ
き

 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の

 
お
困

り
ご
と

 
（
抱

え
る
問

題
）
 

事
実

 
解

釈
 

仮
説

 

お
弁
当
作
り
の

負
担
大
き
い

 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

支
援
難
し
い

 

大
き
く
な
る
と

抱
っ
こ
大
変

 

お
弁
当
作
ら

な
き
ゃ

...
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

遠
い
し

.. 

抱
っ
こ

 

時
間

が
な
い
の
で

は
な
い
か
？

 

助
け
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
の
で
は
な
い

か
？

 

ご
主

人
の
サ
ポ
ー
ト

が
得

ら
れ
な
い
の
で

は
な
い
か
？

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


仮
説
の
書
き
方
を
解
説
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


な
お
、
仮
説
は
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
よ
う
に
、
「

～
な
の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
形
で
書
き
ま

し
ょ
う
。

仮
説

の
例

 

「
ご
主
人
の
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」
 

 「
自
分
の
時
間
が
欲
し
い
の
で
は
な
い
か
？
」
 

 「
頑
張
っ
て
い
る
自
分
を
慰
め
て
欲
し
い
の
で
は
な
い
か
？
」
 

 「
働
く
こ
と
と
育
児
を
両
立
で
き
る
か
不
安
な
の
で
は
な
い
か
？
」
 

 
な
ど

 
 

「
～
な
の
で
は
な
い
か
？
」
と
書
き
ま
し
ょ
う
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


い
く
つ
か
設
定
し
た
仮
説
の
中
か
ら
、

1
つ
重
要
な
仮
説
（
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
お
困
り
ご
と
）

を
選
ば
せ
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ア
を
考
え
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
際
、
あ
り
き
た
り
な
解
決
策
に
と
ど
め
ず
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
ク
イ
ズ
で
紹
介
し
た
よ
う

に
、
柔
軟
な
発
想
で
考
え
る
よ
う
促
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


い
く
つ
か
「
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
お
困
り
ご
と
」
に
関
す
る
仮
説
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。


皆
さ
ん
が
考
え
た
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
が
抱
え
る
問
題
＝
仮
説
の
う
ち
、
特
に
重
要
だ
と
思
う
仮
説

を
取
り
上
げ
、
そ
の
解
決
策
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


あ
り
き
た
り
な
解
決
策
に
と
ど
め
ず
、
柔
軟
な
発
想
で
考
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
題

解
決

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
解
決
策
の
立
案
（
ア
イ
デ
ア
発
想
）
】
 

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
が
抱

え
る
問

題
の
う
ち
、
重

要
だ
と
思

う
仮

説
を
取

り
上

げ
、
そ
の
解

決
策

を
考

え
て
く
だ
さ
い
。
（
複

数
O

K
）
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


各
グ
ル
ー
プ
で
ど
の
よ
う
な
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
お
困
り
ご
と
＝
仮
説
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

解
決
策
を
考
え
た
か
を
発
表
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。


全
グ
ル
ー
プ
の
発
表
が
難
し
け
れ
ば
、

2
グ
ル
ー
プ
程
度
の
発
表
で
も
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。


唯
一
の
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
各
グ
ル
ー
プ
が
考
え
た
ア
イ
デ
ア
に
対
し
て
、
批
判
せ
ず
、
肯

定
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。


ど
の
よ
う
な
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
お
困
り
ご
と
＝
仮
説
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
解
決
策
を
考
え

た
か
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

発
表
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
演
習
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
か
、
何
人

か
の
生
徒
に
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
の
演
習
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
か
？
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た

か
？
○
○
さ
ん
い
か
が
で
す
か
？

演
習
を
通
じ
て

 
気
づ
い
た
こ
と

, 
感
じ
た
こ
と

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
ま
と
め
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
の
演
習
で
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
日
常
を
観
察
し
、
様
々
な
感
想
や
意
見
を
共
有
し
な
が
ら
、

ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
の
問
題
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
考

え
ま
し
た
。


前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
話
し
た
よ
う
に
、
問
題
意
識
を
も
っ
て
事
象
を
観
察
す
る
か
ら
こ
そ
、
解
決

す
べ
き
問
題
が
何
な
の
か
が
見
え
て
き
ま
す
。


問
題
が
見
え
た
ら
、
そ
れ
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ア
を
考
え
、
主
体
的
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。


こ
う
し
た
人
材
を
「
問
題
解
決
者
」
と
い
い
ま
す
。

振
り
返

り
 

専
門

家
と
し
て
写

真
を
見

る
体

験
 

専
門

家
 

＝
特

定
の
問

題
意

識
を
持

つ
人

 

問
題

意
識

を
持

っ
て
観

察
す
る
か
ら
こ
そ

 
は
じ
め
て
見

え
て
く
る
も
の
が
あ
る

 

主
体

的
学

習
者

 

も
っ
と
知

り
た
い

, 
も
っ
と
分

か
り
た
い

 
探

究
心

が
芽

生
え
る

 

問
題

解
決

者
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
ま
と
め
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


大
学
で
は
、
何
ら
か
の
専
門
領
域
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
学
生
時
代
は
、
大
学

で
の
学
習
を
通
し
て
専
門
的
な
視
点
を
養
い
、
そ
の
視
点
か
ら
世
の
中
を
見
つ
め
る
こ
と
で
、
主

体
的
に
問
題
を
発
見
し
て
い
く
力
を
つ
け
て
い
き
ま
す
。
（
＝
主
体
的
学
習
者
に
な
る
）


そ
し
て
社
会
に
出
た
と
き
、
今
度
は
、
様
々
な
組
織
で
、
仕
事
を
通
し
て
、
そ
う
し
た
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
（
＝
問
題
解
決
者
に
な
る
）


つ
ま
り
社
会
に
出
た
と
き
、
世
の
中
の
問
題
を
解
決
で
き
る
人
に
な
る
た
め
に
は
、
学
生
の
う
ち

に
、
「
主
体
的
学
習
者
」
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

自
ら
考

え
行

動
で
き
る
人

 

振
り
返

り
 

主
体

的
学

習
者

 

【
社

会
人

】
 

【
学

生
】
 

問
題

解
決

者
 

【
説
明
例
】


改
め
て

2
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ん
で
き
た
「
主
体
的
学
習
者
」
の
定
義
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。


こ
の
定
義
の
よ
う
に
、
世
の
中
の
事
象
を
問
題
意
識
を
も
っ
て
観
察
し
、
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
気

づ
き
を
解
釈
し
、
解
釈
を
踏
ま
え
て
問
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
発
想
で
き
る
人
が
「
主
体
的
学
習
者
」

で
し
た
。


こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求
め
ら
れ
る
、
活
躍
す
る
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
学
生
の
う
ち
に
こ
う
し
た
人

材
（
＝
主
体
的
学
習
者
）
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

振
り
返
り

 

(
1
)
世
の
中
の
事
象
を
問
題
意
識
を
も
っ
て
観

察
し

, 

(
2
)
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
事
実

を
解
釈

し
, 

(
3
)
解
釈
を
踏
ま
え
て
問
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を

 

 発
想
で
き
る
人

 

【
主
体
的
学
習
者
と
は
】
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【
説
明
例
】


そ
し
て
、
社
会
に
出
て
か
ら
は
、
問
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
発
想
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
領
域
で
、
具
体
的
に
解
決
策
を
実
行
し
、
成
果
を
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

振
り
返

り
 

(
1
)
世

の
中

の
事

象
を
問

題
意

識
を
も
っ
て
観

察
し

, 

(
2
)
観

察
に
よ
っ
て
得

ら
れ
た
事

実
を
解

釈
し

, 

(
3
)
解

釈
を
踏

ま
え
て
問

題
解

決
の
ア
イ
デ
ア
を

 

 発
想

し
、
解

決
で
き
る
人

 

【
問

題
解

決
者

と
は
】
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


探
究
活
動
の
意
味
、
課
題
探
究
が
大
学
選
び
や
社
会
で
の
活
躍
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
解
説
し

て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
探
究
活
動
を
行
い
ま
す
。
探
究
活
動
は
「
世
の
中
を
問
題
意
識
を
も
っ
て
見
る
」

た
め
の
練
習
で
す
。


高
校
時
代
に
こ
の
探
究
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、
「
主
体
的
学
習
者
」
（
＝
世
の
中
の
事
象
を
問
題
意

識
を
も
っ
て
観
察
し
、
観
察
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
気
づ
き
を
解
釈
し
、
解
釈
を
踏
ま
え
て
問
題
解
決
の

ア
イ
デ
ア
を
発
想
で
き
る
人
）
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。


高
校
時
代
に
「
世
の
中
を
問
題
意
識
を
も
っ
て
見
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
分
は
大
学

で
ど
の
視
点
か
ら
世
の
中
を
見
つ
め
た
い
の
か
、
「
視
点
」
が
は
っ
き
り
し
て
き
ま
す
。


そ
し
て
大
学
に
入
っ
た
ら
、
自
分
が
世
の
中
を
見
る
視
点
＝
専
門
性
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

 
こ
の
よ
う
に
高
校
で
の
探
究
活
動
は
、
大
学
で
の
専
門
的
な
学
習
や
、
社
会
で
の
仕
事
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
も
の
で
す
。
将
来
の
自
分
の
活
躍
可
能
性
を
広
げ
る
も
の
だ
と
考
え
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

下
さ
い
。

振
り
返

り
 

課
題

 
研

究
 

世
の
中

を
問

題
意

識
を
も
っ
て
見

る
 

→
主

体
的

学
習

者
 

大
学

 
選

び
 

ど
の
視

点
か
ら
世

の
中

を
眺

め
る
か
を
決

め
る

 

大
学

 
世

の
中

を
見

る
目

（
専

門
性

）
を
養

う
 

社
会

 
世

の
中

の
問

題
を
発

見
し

, 
解

決
す
る

 
→

問
題

解
決

者
 

そ
し
て
社
会
に
出
て
か
ら
、
大
学
で
身
に
つ
け
た
自
分
の
専
門
性
を
生
か
し
て
、
世
の
中
の
問
題
を
解

決
す
る
ア
イ
デ
ア
を
考
え
、
実
際
に
実
行
し
て
い
き
ま
す
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


探
究
活
動
の
意
味
、
課
題
探
究
が
大
学
選
び
や
社
会
で
の
活
躍
に
ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
解
説
し

て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


大
学
に
は
様
々
な
学
部
が
あ
り
、
様
々
な
専
門
領
域
が
学
べ
ま
す
。


皆
さ
ん
は
ど
の
視
点
か
ら
、
世
の
中
の
問
題
を
見
つ
め
、
解
決
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？


大
学
に
進
学
す
る
意
味
の
ひ
と
つ
は
世
の
中
を
見
る
目
を
養
う
こ
と
。
そ
れ
が
す
な
わ
ち
専
門
性
で
あ

り
、
延
い
て
は
学
部
の
選
択
に
も
通
じ
る
こ
と
な
の
で
す
。


今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
少
し
で
も
問
題
意
識
を
も
っ
て
観
察
す
る
こ
と
の
意
義
が
実
感
で
き

た
ら
幸
い
で
す
。

振
り
返

り
 

マ
マ
の
困
り
ご
と

 

大
学

 
選

び
 

ど
の
視

点
か
ら
世

の
中

を
眺

め
る
か
を
決

め
る

 

栄
養
学

 

環
境
学

 

教
育
学

 

経
営
学

 

経
済
学

 

政
治
学

 
医
学

 

理
工
学

 

出
典
：
ht

tp
s:

//c
om

eb
ac

k-
sh

ie
n.

m
hl

w
.g

o.
jp

/ 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


最
後
に
「
主
体
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
」

と
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
下
さ
い
。


「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
記
入
す
る
時
間
は
で
き
る
だ
け
長
く
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
効
果
を
高
め
る
点
で
も
重
要
で
す
。

【
説
明
例
】


最
後
に
、

2
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
の
意
識
が
ど
の
程
度
変
化
し
た
か
を
確
認
す
る
た

め
、
前
回
実
施
し
た
自
己
診
断
テ
ス
ト
を
も
う
一
度
実
施
し
ま
す
。


あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
、
感
覚
的
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。


自
己
診
断
テ
ス
ト
へ
の
回
答
が
終
わ
っ
た
ら
、
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


「
主
体
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
」


「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」

主
体
的
学
習
者

 
診
断
テ
ス
ト
 

振
り
返
り
シ
ー
ト
記
入
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本
日
の
ま
と
め

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
び
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
有
用
な
参
考
図
書
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
の
授
業
の
内
容
に
つ
い
て
も
っ
と
深
く
学
び
た
い
と
思
っ
た
人
は
、
こ
の
参
考
図
書
を
読
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。


お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

参
考

図
書

 


筧

 裕
介
著
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
実
践
ガ
イ
ド
 
地
域
の

課
題
を
解
決
す
る

7
つ
の
ス
テ
ッ
プ
』
英
知
出
版

,2
0
1
3
年

 
 


グ
リ
ー
ン
ズ
編
『
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
－
社
会
を
つ
く
る
グ

ッ
ド
ア
イ
デ
ア
集
』
朝
日
出
版
社

,2
0
1
2
年

 
 


電
通
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
監
修
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ザ
イ
ン
会
議
実
行
委
員
会
編
著
『
希
望
を
つ
く
る
仕
事

 
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ザ
イ
ン
』
宣
伝
会
議

,2
0
1
3
年
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3-2-3 教材 

(1) テキスト＆ワークシート 
 

主体的学習者育成プログラム  - 問題解決編 - 

学年・組  氏 名  

 

1. 前回の振り返り 
 

【入社時に求められる資質】 

①自ら考え行動することができる 

②仕事におけるコミュニケーション能力にたけている 

③失敗や困難があってもやり遂げようとする意思が強い 
 

【キーワード】 

①主体性 

②協働力 

③やり抜く力 
 

【学生】主体的学習者になる →【社会】自ら考え行動できる人になる 
 

【主体的学習者とは？】 

(1) 自ら考え 

 世の中の事象を、問題意識をもって観察することができる 

 観察によって得られた事実を多様な視点から解釈できる 

(2) 自ら行動 

 解釈を踏まえて問題解決のアイデアを発想できる 
 

【３つの例の共通点は？】 

 ホーム上の酔っ払いの行動を観察 

 コーナーで転倒する子供たちを観察 

 MRI検査を嫌がる子供たちの様子を観察 

  →何気ない日常風景の中に人々のお困りごと（問題）を発見した例 
 

・専門家＝特定の問題意識を持つ人 

・問題意識を持って観察するからこそ、はじめて見えてくるものがある 

 →もっと知りたい, もっと分かりたい。探究心が芽生える 

 →主体的学習者へ 
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【本日のプログラム】 

(1) 観察する 

(2) 解釈する 

(3) 発想する 

       主体的学習者 
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2. ウォーミングアップクイズ 

【問１】途上国の子供たちを観察し、「電力がなく満足に学習ができない」という問題を発

見しました。あなたは、この問題をどう解決しますか？ 

（解答メモ） 

 

 

【問２】あなたが旅行でアルゼンチンの首都ブエノスアイレスを訪れた際、違法な路上駐車

の数に驚きました。あなたなら、どうやってこの路上駐車を減らしますか？ 

（解答メモ） 

 

 

 

3. 問題解決ケーススタディ 

【演習の進め方】 

ワーキングマザー（働くママ）の映像を 2回視聴します。 

１回目：ママの苦労, 気持ち, 困りごとなどを感じながら視聴してください。 

    メモは不要です。 

２回目：気になるママの発言・行動・態度を付箋に書き出してください。 

    →のちにグループごとに模造紙に貼って整理してもらいます。 

 

【用語解説】 

保育園 ：朝８時〜夜６時まで子どもを預かる。夜７時まで延長可 

     給食あり。体調不良の場合は通園不可, 呼び出しあり 

病児保育：体調不良の子どもを預かる。数少ない。予約制 

     給食なし, お弁当必要 

 

【ワークシート】 

(1) ワーキングマザーの発言・行動・態度で気になった点（事実） 

(2) ワーキングマザーの発言・行動・態度に関する感想, 意見, 気づき（解釈） 
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(3) ワーキングマザーの困りごと, 抱える問題（仮説） 

 

 

4. 主体的学習者診断テスト（ポスト調査） 

 

 

5. まとめ 

【学生】主体的学習者 →【社会人】問題解決者 

 

【問題解決者とは？】 

(4) 世の中の事象を問題意識をもって観察し,  

(5) 観察によって得られた事実を多様な視点から解釈し,  

(6) 解釈を踏まえて問題解決のアイデアを発想し、解決できる人 

 

【これから】 

① 課題研究：世の中を問題意識をもって見る → 主体的学習者 

② 大学選び：どの視点から世の中を眺めるかを決める 

③ 大  学：世の中を見る目（専門性）を養う 

④ 社  会：世の中の問題を発見し、解決する → 問題解決者 

 

 

6. 参考図書 

 自身の問題意識、観察力、探究心、問題発見力、問題解決力をさらに伸ばしたいと感じた

人に、以下の書籍をお薦めします。 

(1) 筧裕介著『ソーシャルデザイン実践ガイド 地域の課題を解決する 7つのステップ』 

英知出版,2013年 

(2) グリーンズ編集『ソーシャルデザイン‐社会をつくるグッドアイデア集』朝日出版

社、2012年 

(3) 電通ソーシャル・デザイン・エンジン監修・ソーシャルデザイン会議実行委員会編著

『希望をつくる仕事 ソーシャルデザイン』宣伝会議,2013年 
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(2) グループワークシート「ワーキングマザー」 

※模造紙サイズで印刷してください。 

 

 

● 付箋 

 1グループ 100 枚、付箋（75㎜×75mm程度のサイズ）配布してください。  
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(3) 主体的学習者診断シート（ポスト調査） 
 

主体的学習者診断シート（ポスト調査） 

クラス  出席番号  

担当講師名      先生 氏 名  

 
各設問について自分自身がどれくらいあてはまるか（あてはまらないか）回答してください。 
 

設問 
全く 
あてはまらない 

とても 
あてはまる 

1 自分が知らないことを聞くと、詳しく話
を聞きたくなる。 1 2 3 4 5 6 7 

2 気になったことはすぐにインターネット
などで調べてみる。 1 2 3 4 5 6 7 

3 現状を打開できるかどうかは常に自分次
第だと思う。 1 2 3 4 5 6 7 

4 何かをより良くするために、自分から行
動する方だ。 1 2 3 4 5 6 7 

5 興味があることにはとことんのめり込ん
でしまう。 1 2 3 4 5 6 7 

6 自分は無力な人間だと思う。 
 7 6 5 4 3 2 1 

7 自分が納得できなければ、他人から評価
されてもあまりうれしくない。 1 2 3 4 5 6 7 

8 わからないことは、まず自分で調べてか
ら人に聞く。 1 2 3 4 5 6 7 

9 世の中には面白いことがたくさんあると
思う。 1 2 3 4 5 6 7 

10 自分がどうがんばっても世の中は変わら
ないと思う。 7 6 5 4 3 2 1 

11 他人と意見が異なる時、なぜ違うのか深
く掘り下げたくなる。 1 2 3 4 5 6 7 

12 人気のある商品についてなぜ人気がある
のか自分なりに考えてみることがある。 1 2 3 4 5 6 7 
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(4) 振り返りシート 
 

主体的学習者育成プログラム  - 問題解決編 - 

振り返りシート 

クラス  出席番号  

担当講師名      先生 氏 名  

 

 本日のプログラムを通じて気づいたこと, 感じたことを自由に記述してください。 
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3-3 主体的学習者診断結果の分析方法 

 主体的学習者育成プログラムを受講した生徒の学修効果を測定することを目的に、プロ

グラム受講の前後で同じ内容の診断テストを 2度（プレ調査・ポスト調査）実施します。

主体的学習者育成プログラムでは、「主体的学習者診断シート」を使用します。主体的学

習者診断テストは、12の質問項目で構成されており、「興味・関心」「自己肯定感」「探究

心」「自主性・率先性」の 4つのカテゴリに関する設問がランダムに配置されています。

以下の集計表にしたがって、プレ調査およびポスト調査の結果を分析ください。 

 

【集計表】 

カテゴリ 診断テストの設問 回答 
カテゴリ 

平均 

興味・関心 

1 自分が知らないことを聞くと、詳しく話

を聞きたくなる。  

 
5 興味があることにはとことんのめり込ん

でしまう。  

9 世の中には面白いことがたくさんあると

思う。  

探究心 

2 気になったことはすぐにインターネット

などで調べてみる。  

 
11 他人と意見が異なる時、なぜ違うのか深

く掘り下げたくなる。  

12 人気のある商品についてなぜ人気がある

のか自分なりに考えてみることがある。  

自己肯定感 

3 現状を打開できるかどうかは常に自分次

第だと思う。  

 
6 自分は無力な人間だと思う。 

 

10 自分がどうがんばっても世の中は変わら

ないと思う。  

自主性・率先性 

4 何かをより良くするために、自分から行

動する方だ。  

 
7 自分が納得できなければ、他人から評価

されてもあまりうれしくない。  

8 わからないことは、まず自分で調べてか

ら人に聞く。  
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【集計表の記載例】 

カテゴリ 診断テストの設問 回答 
カテゴリ 

平均 

興味・関心 

1 自分が知らないことを聞くと、詳しく話

を聞きたくなる。 
5 

5.33 
5 興味があることにはとことんのめり込ん

でしまう。 6 

9 世の中には面白いことがたくさんあると

思う。 5 

探究心 

2 気になったことはすぐにインターネット

などで調べてみる。 
5 

4.33 
11 他人と意見が異なる時、なぜ違うのか深

く掘り下げたくなる。 4 

12 人気のある商品についてなぜ人気がある

のか自分なりに考えてみることがある。 4 

自己肯定感 

3 現状を打開できるかどうかは常に自分次

第だと思う。 
4 

3.67 
6 自分は無力な人間だと思う。 

4 

10 自分がどうがんばっても世の中は変わら

ないと思う。 3 

自主性・率先性 

4 何かをより良くするために、自分から行

動する方だ。 
4 

4.67 
7 自分が納得できなければ、他人から評価

されてもあまりうれしくない。 5 

8 わからないことは、まず自分で調べてか

ら人に聞く。 5 

 

 受講した生徒全員の診断結果を集計してグラフ化すると、プログラム実施の効果を確認しや

すくなります。 

【グラフ例】 
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Ⅱ．実施ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 協働的学習者育成プログラム 

4-1 情報共有編 
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4-1-1 講師ガイド 
 

協働的学習者育成プログラム  - 情報共有編 – 

講師ガイド 
 

(1) タイムテーブル（100分間） 

時間 プログラム 

10 分 
1. プログラムの目的 〜いま社会が求めている人材は？ 

2. プログラムの紹介、協働的学習者とは 

10 分 3. 協働的学習者診断テスト(プレ調査) →要回収 

15 分 4. ウォーミングアップエクササイズ 

55 分 5. 情報共有ケーススタディ「Y 市の現状把握」 

10 分 
6. まとめ 

7. 振り返りシートの記入 →要回収 

 

(2) プログラム実施前の準備 

 資料名 必要数 

スライド投影 

の準備 

投影スライド 

 

− 

映像教材の 

投影準備 

【映像 1】Y市長 

【映像 2】Y市まちづくり推進課長 

【映像 3】Y市に昔から住んでいる子育て中のお母様 

【映像 4】Y市駅前商店街専務理事 

【映像 5】Y市に移住してきた子育て中のお母様 

【映像 6】ビジネスパーソン 

【映像 7】ITベンチャー経営者 

【映像 8】F市に移住した元 Y市民 

− 

教材の印刷 (1) テキスト&ワークシート 

(2) 協働的学習者診断シート(プレ調査)  

1人 1部 

【ウォーミングアップエクササイズ】 

(3) 情報カード 

   ※カード(全 15枚)を切り離しておいてください。 

(4) ワークシート 

(5) メモ用紙 

(6) 解答 

1グループ 1部 
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 資料名 必要数 

【ケーススタディ】 

(7) 個人ワークシート ※A3サイズで印刷 

(8) グループワークシート ※模造紙サイズで印刷 

1グループ 

1セット(8枚) 

1部 

(9) 振り返りシート 1人 1部 

【インタビュー映像スクリプト】※必要に応じて配布

01 Y市長 

02 Y市まちづくり推進課長 

03 Y市に昔から住んでいる子育て中のお母様 

04 Y市駅前商店街専務理事 

05 Y市に移住してきた子育て中のお母様 

06 ビジネスパーソン 

07 ITベンチャー経営者 

08 F市に移住した元 Y市民 

情報収集を 

担当する 

各生徒に配布 

教室・パソコン

の準備 

･ 【ケーススタディ】で Y市の関係者のインタビュ

ー映像を視聴します。その際、各生徒は(全ての

映像を視聴するのではなく)自分が担当するイン

タビュー映像だけを視聴します。 

･ そのため、映像を視聴するための教室を複数用意

し、各教室に映像視聴用のパソコンを用意する必

要があります。 

･ 各パソコンにあらかじめインタビュー映像データ

をセットしておきます。 

― 
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(3) プログラム実施上のポイント 

時間 プログラム 実施上のポイントなど 

10 分 1. プログラムの目的 

 〜いま社会が求めている人材は？ 

 教室の雰囲気づくりが大切です。少しリラックス

した雰囲気がよろしいかと思います。 

 1-2名を指名して【問】の回答を尋ねた後、解説

してください。 

 社会で求められている人材は「仕事におけるコミ

ュニケーション能力に長けている」人材ですが、

それは単に人と楽しくおしゃべりできることを

意味するのではなく、多様な価値観や背景を持つ

人々と人間関係やチームワークを形成し、対話を

通じて情報を共有し、考えを伝え合い、合意形成

して課題解決することができることを意味して

いること、またそのためには「協働力」が必要で

あることを伝えてください。 

2. プログラム紹介 

 協働的学習者とは 

 以下のキーワードを強調しつつ、協働的学習者の

定義についてご説明ください。 

【キーワード】 

多様な価値観や背景を持つ人々と 

①関係を構築する力 

②支援・援助する力 

③情報や考えを共有する力 

④合意形成する力 

 このうち、今回のプログラムは「③情報や考えを

共有する力」の醸成に焦点を当てています。 

 簡単にプログラムの流れをご説明ください。 

 「情報共有ケーススタディ」がメインであること

をお伝えください。 

10 分 3. 協働的学習者診断テスト 

 (プレ調査) 

   ※要回収 

 現状、どの程度「協働的学習者」としての力を持

っているかを自己診断します。 

 あまり深く考えず、感覚的に回答するようにご指

示ください。 

 回答後、回収してください。 

15 分 4. ウォーミングアップエクサ

サイズ 

 

各メンバーが持っている情報を、いか

に上手に共有・整理して 1つの結論を

導くことができるかに挑戦するワー

ク 

 各メンバーが持っている情報を、いかに上手に共

有・整理して 1つの結論を導くことができるかに

挑戦するワークです。 

 グループごとに用意してある情報カード（15枚）

をよくシャッフルしてメンバーに配布します。 

 例）5人グループ→1人 3枚、6人グループ→1人 

2～3枚 

 演習時間は 7分です。 

 情報共有は口頭のみで行うこと、お互いの情報カ

ードを見せ合ってはいけないことを指示して下

さい。 

 情報カードの共有の結果、条件に合致したお店が

決定したら挙手させてください。 
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時間 プログラム 実施上のポイントなど 

【情報共有のポイント解説】 

 演習を振り返り、情報共有において重要な 2つの

ポイントをお伝えください。 

①情報を正確に把握する、勝手な解釈をしない 

②関連する情報を適切なタイミングで発信する 

 この点を意識してケーススタディに取り組むよ

う指示してください。 

55 分 5. 情報共有ケーススタディ 

 

【状況設定】 

 受講者は、お客様から住宅や不動産に関する相談 

に応じる住まいのアドバイザーという設定です。 

 今回、Ｙ市への移住を検討している佐藤さん一家 

から相談を受けました。受講者は佐藤さん一家に

対して適切なアドバイスを行うため、仲間と協働

して、Ｙ市の現状について情報収集することにな

りました。 

 Y市は東京都心から電車で約 1時間の海沿いの街 

です。周囲が海に囲まれており、古くから、ベッ 

トタウンとして栄えてきました。気候は温暖で自 

然豊かな土地ですが、急傾斜地が多く、高台の住 

宅地が多い街です。Y市は近年、人口が減少して 

おり、現在の人口は、県内 5 位です。 

 今回、Ｙ市への移住を検討している佐藤さん一家 

は以下のような家族構成です。 

父 41 歳,会社員 母 36歳,専業主婦 

子ども 3 人 長女 5 歳、次女 3歳、長男 1 歳 

【STEP①】情報収集～Y市の現状 

 Y 市の現状について、Y市の関係者 10 名に行っ 

 たインタビュー映像を手分けして視聴させます。 

 受講者には映像を見ながら、Y 市の良い点と改善 

すべき点を付箋に書き出させてください。 

 この際、1 つの付箋には 1つの点のみ記入させる 

ように指示してください。 

 5 人グループの場合、以下のような分担でインタ

ビュー映像を視聴させてください。 

1 人目 Y 市長(松山市長) 

2 人目 Y 市まちづくり推進課長(伊達さん) 

  Y市に昔から住んでいる子育て中の 

  お母様(石井さん,渡部さん） 

3 人目 Y 市駅前商店街専務理事(森さん) 

       Y 市に移住してきたお母様(加瀬さん) 

4 人目 ビジネスパーソン(堀越さん) 

    ITベンチャー経営者(斉木さん) 

5 人目 F 市に移住した元 Y市民 

        （吉田さん,杉村さん） 

 もし 6 人グループの場合は、視聴する映像が重

複しても構いませんので、全員がいずれかの映像
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時間 プログラム 実施上のポイントなど 

を視聴するようにしてください。 

 担当が決まったら、各生徒に担当する関係者の

「個人ワークシート」を配布してください。 

 インタビュー映像から付箋に情報を記載させる

際には勝手な解釈はせず、正確に情報を記載する

よう指示してください。 

【STEP②】情報整理・共有 

 各自が付箋に書き出してきたＹ市の良い点と改 

善点を模造紙に移動しながら、整理させてくださ 

い。 

 この際、親和図を作る要領で、似たような情報は 

近くに集めて貼り、見出し（タイトル）を付け 

るように指示ください。 

 また、無言で付箋を貼らせるのではなく、関連す

る情報を適切なタイミングで発信するように指

示ください。 

【発表】 

 発表時間が限られていますので、発表は（出来の

よい）2グループ程度でよろしいかと思います。 

 2-3名に演習を通じて気づいた点などを尋ねてく

ださい。 

【ケーススタディの振り返り】 

 ケーススタディ（演習）を通じて以下のようなこ

とを少しでも実感できたら、本日のプログラムは

成功だとお伝えください。 

- Y 市の関係者のインタビュー映像を視聴し、正

確に情報を付箋に記述することができた。 

- グループワークの際、関連する情報を適切なタ

イミングで発信し、Y市に関する情報をグルー

プメンバーとしっかり共有することができた。 

10 分 6. まとめ  協働的学習者の定義を復習した上で、 

以下の点をお伝えください。 

- 本日は、多様な価値観や背景を持つ人々と情報

や考えを共有するにはどのような点に気をつ

けなければならないかを学習した。 

- 情報共有の際には、①情報を正確に把握し、     

勝手な解釈はしないこと②関連する情報を適

切なタイミングで発信することが大切である。 

- 次回は、続きのケーススタディを行い、佐藤さ

ん一家に Y 市への移住を薦めるか否かについ

て合意形成する演習を行う。 

7. 振り返りシートの記入 

   ※要回収 

 振り返りシートの記入時間をできるだけ長く確

保することが、本プログラムの効果を高めること

につながります。 

 振り返りシートを回収ください。 
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
情
報
共
有
編
」
と
「
合
意
形
成
編
」
の

2
つ
で
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
高
校
で
の
探
究
学
習
を
進
め
る
う
え
で
基
本
と
な
る
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
グ
ル
ー
プ
分
け
】


こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
実
施
し
ま
す
。


プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
日
前
ま
で
に
予
め
先
生
方
で
グ
ル
ー
プ
分
け
を
行
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。


学
年
全
体
で
実
施
す
る
場
合
は
、
で
き
れ
ば
通
常
の
ク
ラ
ス
を
解
体
し
て
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
な
ど
、

多
様
性
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
編
成
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
の
人
数
も
最
大

6
人
程
度
で
編

成
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
行
に
合
わ
せ
て
配
布
資
料
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。


プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
で
き
る
よ
う
事
前
に
資
料
の
確
認
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

協
働

的
学

習
者

 
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
‐
 情

報
共
有
編

 ‐
 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
産
業
能
率
大
学
が
、
文
部
科
学
省
「大

学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

 (
A

P
)」

（平
成

2
6
年
度
採
択
）に

お
け
る
高
大
接
続
事
業
の
一
環
で
開
発
し
ま
し
た
。

 


「
協
働
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
－
情
報
共
有
編
－
生
徒
用
テ
キ
ス
ト
」

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


な
ぜ
今
回
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
の
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
目
的
を
「
自
分
事
」
と
し
て

捉
え
て
も
ら
う
た
め
に
も
目
的
の
説
明
は
重
要
な
と
こ
ろ
で
す
。

【
説
明
例
】


ま
ず
今
回
、
な
ぜ
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
の
か
、
そ
の
目
的
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的
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4-1-2 投影スライド 

 

 

 

 

★スライドデータをこちらに挿入ください。 

  



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
い
ま
社
会
で
ど
の
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」
と
生
徒
に
投
げ
か
け
を

し
て
く
だ
さ
い
。


何
人
か
の
生
徒
に
指
名
し
て
答
え
さ
せ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

【
説
明
例
】


い
き
な
り
質
問
で
す
が
、
「
い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材
」
と
は
ど
の
よ
う
な
人
材
だ
と
思
い
ま

す
か
？


多
く
の
人
は
高
校
や
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
企
業
な
ど
の
組
織
に
所
属
し
、
働
く
わ
け
で
す
が
、
そ

う
し
た
企
業
な
ど
の
組
織
は
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？


企
業
な
ど
の
組
織
は
ど
の
よ
う
な
能
力
を
も
っ
た
人
材
を
求
め
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

→
何
人
か
生
徒
を
指
名
し
、
答
え
さ
せ
る
。

い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る

 
人
材
と
は
？

 

は
じ
め
に
・
・
・ 

Q
u

e
s

ti
o

n
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


日
本
経
団
連
が
実
施
し
て
い
る
調
査
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
調
査
で
は
企
業
が
選
考
時
に
重
視
す
る
要
素
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
長
年
連
続

し
て

1
位
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


企
業
な
ど
の
組
織
が
求
め
て
い
る
人
材
の
能
力
要
素
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
日
本
経
団
連
が
行
っ
て

い
る
調
査
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。


こ
の
調
査
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
企
業
が
、
新
卒
採
用
の
選
考
時
に
ど
の
よ
う
な
要
素
を
重

視
し
て
い
る
か
、
を
調
べ
た
も
の
で
す
。


そ
れ
に
よ
れ
ば
、
企
業
は
新
卒
採
用
の
選
考
時
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
最
も
重
視
し
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。


ま
た
、
こ
の
グ
ラ
フ
の
通
り
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
は
継
続
し
て

1
位
と
な
っ
て
お
り
、
企

業
が
新
卒
の
選
考
時
に
非
常
に
重
視
し
て
い
る
能
力
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

社
会

が
求

め
て
い
る
人

材
と
は
？

 

出
典
：
一
般
社
団
法
人

 日
本
経
済
団
体
連
合
会
「
20

17
 年

度
 新

卒
採
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結

果
」 

ht
tp

s:
//w

w
w

.k
ei

da
nr

en
.o

r.j
p/

po
lic

y/
20

17
/0

96
.p

df
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
：
1
5
年
連
続

1
位

 
主
体
性
：
9
年
連
続
第

2
位

 

【
選

考
時

に
重

視
す
る
要

素
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


企
業
な
ど
の
組
織
が
求
め
て
い
る
人
材
を
め
ぐ
る
別
の
調
査
と
し
て
（
独
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
が

行
っ
た
調
査
（

「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
）

の
一

部
（
「
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
の
違
い
」
に
関
す
る
調
査
結
果
）
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


企
業
な
ど
の
組
織
が
求
め
て
い
る
人
材
像
に
関
す
る
別
の
調
査
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。


こ
れ
は
、
（
独
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
と
い
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
が
行
っ
た
調
査
で
、
「
各
世
代

の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
の
違
い
」
を
比
較
し
た
も
の
で
す
。

【
各

世
代

の
入

社
時

の
資

質
の
印

象
を
比

較
し
た
調

査
】

 

社
会

が
求

め
て
い
る
人

材
と
は
？

 

独
立
行
政
法
人
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

 
 「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
関
す
る
調
査
」
 
2
0
1
2
年

3
月

 

【
参
考
資
料
】


こ
の
調
査
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

＜
調
査
概
要
＞


（
独
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（

2
0
1
2
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」


目
的
：
今
後
の
事
業
活
動
の
展
望
の
中
で
職
場
が
求
め
る
人
材
像
、
そ
の
中
で
の
若
手
人
材
育
成
の
た
め

の
取
組
、
ま
た
、
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
今
後
の
課
題
と

そ
の
政
策
的
対
応
を
検
討
す
る


調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
る
調
査
票
の
配
布
・
回
収


調
査
対
象
：
全
国
の
従
業
員
数

3
0
0
 
人
以
上
の
企
業
全
社
（
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら

産
業
・
規
模
別
に
全
数
抽
出
）
及
び

1
0
0
人
以
上

2
9
9
人
以
下
の
企
業
（
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
産
業
・
規

模
別
に
無
作
為
抽
出
）
合
わ
せ
て

2
0
,
0
0
0
社
。


調
査
期
間
：

2
0
1
1
年
１
月
７
日
か
ら
同
月

2
8
 
日
ま
で
。


有
効
回
収
数
：

3
,
3
9
2
 
社
（
有
効
回
収
率
：

1
7
％
）

＜
主
な
発
見
事
実
＞

①
企
業
が
採
用
に
あ
た
り
、
今
後
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
い
こ
と
」

を
あ
げ
る
割
合
が
最
も
高
か
っ
た
。

②
若
手
人
材
の
配
置
、
育
成
に
お
い
て
、
今
後
重
視
す
る
こ
と
と
し
て
は
、
「
特
定
の
部
門
へ
の
配
置
を
基

本
と
し
つ
つ
必
要
に
応
じ
他
部
門
も
経
験
さ
せ
る
」
、
「
長
期
的
に
教
育
訓
練
を
行
い
、
育
成
す
る
」
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

③
若
手
人
材
の
育
成
に
お
け
る
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
「
将
来
を
担
う
人
材
を
長
期
的
視
点
で
育
成
す
る

必
要
が
あ
る
」
や
「
若
手
人
材
の
指
導
に
当
た
る
上
司
の
指
導
力
を
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

④
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
を
比
べ
る
と
、
若
い
世
代
ほ
ど

(
1
)
「
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
割
合
は
低
く
な
る

(
2
)
「
失
敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
割
合
は
高
く
な
る

(
3
)
「
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
4
)
「
自
分
の
取
り
組
み
た
い
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
5
)
「
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
職
業
生
活
設
計
へ
の
関
心
が
高
い
」
割
合
は
高
く
な
る
―
―
と
い
っ
た

特
徴
が
み
ら
れ
た
。

上
記
、
①
～
④
は
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
s:
//
ww
w.
j
i
l
.g
o.
jp
/i
n
st
it
ut
e/
re
s
ea
rc
h/
20
12
/
09
7.
ht
ml
よ
り
転
載
。


調
査
結
果
の
詳
細
は
、

ht
tp
s
:/
/w
ww
.j
il
.
go
.j
p/
in
st
i
tu
te
/r
es
ea
r
ch
/2
01
2/
09
7
.h
tm
l
に
調
査
報

告
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
の
調
査
の
中
で
行
わ
れ
た
「
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
の
違
い
」
に
関
す
る
調
査
結
果
の
概
要
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
の
調
査
で
は
「
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
の
違
い
」
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


そ
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
各
世
代
（

4
0
歳
代
、
3
0
歳
代
、

2
0
歳
代
）
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
を
比
べ
る

と
、
若
い
世
代
ほ
ど

(
1
)
「
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
割
合
は
低
く
な
る

(
2
)
「
失
敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
割
合
は
高
く
な
る

(
3
)
「
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
4
)
「
自
分
の
取
り
組
み
た
い
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
5
)
「
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
職
業
生
活
設
計
へ
の
関
心
が
高
い
」
割
合
は
高
く
な
る

と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
ま
し
た
。


こ
こ
で
言
う
、

4
0
歳
代
以
上
と
は
バ
ブ
ル
期
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
世
代
を
、

3
0
歳
代
と
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後

1
9
9
0
 
年
代
に
採
用
さ
れ
た
世
代
を
、

2
0
歳
代
と
は

2
0
0
0
年
代
に
採
用
さ
れ
た
世
代
を
指
し
ま
す
。


調
査
で
は
、
各
世
代
の
入
社
時
の
比
較
を
す
る
た
め
、
「
Ａ

自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
か

「
Ｂ
 
指
示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る
」
の
ど
ち
ら
か
に
近
い
か
。「

Ａ
 
仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
に
た
け
て
い
る
」
か
「
Ｂ

職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な
い
」
の

ど
ち
ら
に
近
い
か
。
「
Ａ

失
敗
や
困
難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思
が
強
い
」
か
「
Ｂ

失
敗

し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
の
ど
ち
ら
に
近
い
か
と
い
っ
た
形
で
各
世
代

に
対
す
る
印
象
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。


そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
対
し
、
各
世
代
の
印
象
に
つ
い
て
、
Ａ
に
近
い
（
「
Ａ
に
近
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
Ａ
に
近
い
」
の
合
計
）
と
の
印
象
を
抱
い
て
い
る
企
業
の
割
合
、
Ｂ
に
近
い
（
「
Ｂ
に
近
い
」
と
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い
」
の
合
計
）
と
の
印
象
を
抱
い
て
い
る
企
業
の
割
合
を
示
し
た
も
の
が
こ
の
ス

ラ
イ
ド
で
す
。

【
参
考
資
料
】


こ
の
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
以
下
の

U
R
L
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
調
査
報
告
書
の

P
1
9
～

P
2
2
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。
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【
各

世
代

の
入

社
時

の
資

質
を
め
ぐ
る
印

象
の
違

い
】

 

い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
 

4
0
代

 
3
0
代

 
2
0
代

 

A
 
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

B
 
指
示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る

 

A
 
仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
た
け
て
い
る

 

B
 
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な
い

 

A
 
失
敗
や
困
難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思

が
強
い

 

B
 
失
敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う

 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成

  

【
説
明
例
】


こ
の
調
査
で
は
「
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
の
違
い
」
に
関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


そ
の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
各
世
代
（

4
0
歳
代
、
3
0
歳
代
、

2
0
歳
代
）
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
を
比
べ

る
と
、
若
い
世
代
ほ
ど

(
1
)
「
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
割
合
は
低
く
な
る

(
2
)
「
失
敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
割
合
は
高
く
な
る

(
3
)
「
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
4
)
「
自
分
の
取
り
組
み
た
い
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
が
強
い
」
割
合
は
高
く
な
る

(
5
)
「
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
や
職
業
生
活
設
計
へ
の
関
心
が
高
い
」
割
合
は
高
く
な
る

と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
ま
し
た
。


こ
こ
で
言
う
、

4
0
歳
代
以
上
と
は
バ
ブ
ル
期
ま
で
に
採
用
さ
れ
た
世
代
を
、

3
0
歳
代
と
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後

1
9
9
0
 
年
代
に
採
用
さ
れ
た
世
代
を
、

2
0
歳
代
と
は

2
0
0
0
年
代
に
採
用
さ
れ
た
世
代
を
指
し
ま
す
。


調
査
で
は
、
各
世
代
の
入
社
時
の
比
較
を
す
る
た
め
、
「
Ａ
 
自
ら
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
か

「
Ｂ
 
指
示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る
」
の
ど
ち
ら
か
に
近
い
か
。
「
Ａ
 
仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
た
け
て
い
る
」
か
「
Ｂ
 
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な

い
」

の
ど

ち
ら

に
近

い
か

。
「

Ａ
 
失

敗
や

困
難

が
あ

っ
て

も
や

り
遂

げ
よ

う
と

す
る

意
思

が
強

い
」

か
「
Ｂ
 失

敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
の
ど
ち
ら
に
近
い
か
と
い
っ
た

形
で
各
世
代
に
対
す
る
印
象
が
聞
か
れ
て
い
ま
す
。


そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
対
し
、
各
世
代
の
印
象
に
つ
い
て
、
Ａ
に
近
い
（
「
Ａ
に
近
い
」
と
「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
Ａ
に
近
い
」
の
合
計
）
と
の
印
象
を
抱
い
て
い
る
企
業
の
割
合
、
Ｂ
に
近
い
（
「
Ｂ
に
近
い
」
と

「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
Ｂ
に
近
い
」
の
合
計
）
と
の
印
象
を
抱
い
て
い
る
企
業
の
割
合
を
示
し
た
も
の
が

次
の
ス
ラ
イ
ド
で
す
。

【
参
考
資
料
】


こ
の
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
以
下
の

U
R
L
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
調
査
報
告
書
の

P
1
9
～

P
2
2
を
参
照
し
て
く
だ

さ
い
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


調
査
結
果
の
概
要
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】



【
各

世
代

の
入

社
時

の
資

質
を
め
ぐ
る
印

象
の
違

い
】

 

い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成

  

4
0
代

 
3
0
代

 
2
0
代

 

A
 
自
ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 
6
0
%
 

3
4
%
 

7
%
 

B
 
指
示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る

 
1
1
%
 

1
8
%
 

6
0
%
 

A
 
仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
た
け
て
い
る

 
6
0
%
 

4
0
%
 

1
4
%
 

B
 
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
図
れ
な
い

 
6
%
 

9
%
 

4
0
%
 

A
 
失
敗
や
困
難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思

が
強
い

 
6
7
%
 

3
9
%
 

9
%
 

B
 
失
敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う

 
6
%
 

1
3
%
 

4
7
%
 

こ
の
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
企
業
は
、
各
世
代
の
入
社
時
の
資
質
の
印
象
を
比
較
し
た
際
、
若
い
世

代
ほ
ど
、
「
指
示
さ
れ
た
こ
と
だ
け
を
や
っ
て
い
る
」
、
「
職
場
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
う
ま
く
図
れ
な
い
」
、
「
失
敗
し
た
り
困
難
な
仕
事
に
直
面
す
る
と
自
信
を
失
っ
て
し
ま
う
」
と

い
う
印
象
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
企
業
が
若
い
世
代
に
対
し
て
抱
い
て
い
る
問
題
意
識
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

こ
う
し
た
力
（
資
質
）
は
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
上
で
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。


ま
た
こ
う
し
た
資
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
た
も
の
が
①
主
体
性
、
②
協
働
力
、
③
や
り
抜
く
力
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
伝
え
て
い
た
だ
き
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
の
意
義
を
改
め
て
お
伝
え
く
だ

さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
う
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
る
と
、
企
業
は
若
い
世
代
の
主
体
的
な
行
動
力
や
、
仕
事
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
力
、
や
り
抜
く
力
と
い
っ
た
も
の
に
対
し
て
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
逆
に
、
こ
う
し
た
力
を
持
っ
て
い
る
人
を
企
業
は
求
め
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。


こ
う
し
た
資
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
た
も
の
が
、
①
主
体
性

②
協
働
力

③
や
り
抜
く
力
で
す
。


企
業
等
の
組
織
に
評
価
さ
れ
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
動
く
の
で
は

な
く
、
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
「
主
体
性
」
と
、
仕
事
で
成
果
を
出
す
た
め
に
周
囲
の
関
係
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
「
協
働
」
す
る
力
、
そ
し
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
「
や
り
抜
く
力
」
の

3
つ
の
資
質
が
非
常
に
重
要
で
す
。

•
 自

ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

•
 仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

に
た
け
て
い
る

 

•
 失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思

が
強

い
 

【
入

社
時

に
求

め
ら
れ
る
資

質
】
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
 

①
 主

体
性

 

②
 協

働
力

 

③
 や

り
抜

く
力

 

い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成

  

96



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


仕
事
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
と
は
、
日
常
的
な
場
面
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
は
異
な
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


2
つ
の
調
査
結
果
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
企
業
は
人
材
の
選
考
時
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
」
を
非
常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。


「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
と
い
う
と
、
人
と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
 

仕
事

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 

人
と
楽

し
く
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
こ
と

 
で
は
な
い
！

 

ポ
イ
ン
ト
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
定
義
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


企
業
が
求
め
て
い
る
の
は
、
仕
事
に
お
け
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
で
す
。


仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
よ
う
に
、


多
様
な
価
値
観
や
背
景
を
も
つ
人
々
と
人
間
関
係
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
形
成
で
き
る


対
話
を
通
じ
て
情
報
共
有
し
、
考
え
を
伝
え
合
え
る


合
意
形
成
し
て
課
題
を
解
決
で
き
る
力

い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
 

多
様

な
価

値
観

や
背

景
を
も
つ
人

々
と

 
人

間
関

係
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
形

成
し
、

 
対

話
を
通

じ
て
情

報
を
共

有
し
、
考

え
を
伝

え
合

い
、

合
意

形
成

し
て
課

題
解

決
す
る
能

力
 

出
典
：
文
部
科
学
省

 コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育
推
進
会
議
「
子
ど
も
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
む
た
め
に
」 

 
 

 
 

 
審
議
経
過
報
告

 平
成

23
年

8月
29

日
 
※
一
部
改
編

 

【
定

義
】
 

仕
事

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
は
？

 

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

4
要
素
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。


ま
た
、
「
主
体
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
狙
い
が
「
主
体
性
」
の
育
成
に
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
は
、
「
協
働
力
」
の
育
成
を
狙
い
と
し
て
い
る
こ
と
も
併
せ
て
伝
え
て
い
た

だ
き
、

2
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
違
い
を
明
確
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
の
定
義
の
中
に
は
、
大
き
く

4
つ
の
能
力
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

①
関
係
を
構
築
す
る
力

②
支
援
・
援
助
す
る
力

③
情
報
や
考
え
を
共
有
す
る
力

④
合
意
形
成
す
る
力


今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
う
し
た

4
つ
の
要
素
で
構
成
さ
れ
る
「
協
働
力
」
に
つ
い
て
様
々
な
演
習
を
通

し
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。

い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
 

多
様

な
価

値
観

や
背

景
を
も
つ
人

々
と

 
①

関
係

を
構

築
す
る
力

 
②

支
援

・
援

助
す
る
力

 
③

情
報

や
考

え
を
共

有
す
る
力

 
④

合
意

形
成

す
る
力

 

仕
事

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
と
は
？

 

【
４
つ
の
要

素
】
 協
働
力

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
協
働
的
学
習
者
」
の
定
義
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。


社
会
人
に
な
っ
た
と
き
に
「
仕
事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
た
け
た
人
材
」
に
な
る
た
め

に
は
、
高
校
、
大
学
時
代
の
学
習
に
お
い
て
も
、
様
々
な
他
者
と
協
働
し
て
学
習
す
る
経
験
を
積
み

重
ね
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
社
会
人
に
な
る
段
階
で
、
様
々
な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
課
題
解

決
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
あ
る
日
突
然
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
人

材
に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


こ
う
し
た
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
高
校
や
大
学
で
の
学
習
に
お
い
て
も
他
者
と
協
働
し
て
学
習
す

る
経
験
を
積
み
重
ね
、
「
協
働
的
学
習
者
」
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

仕
事

に
お
け
る

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目

的
 

協
働

的
学

習
者

に
な
る

 

【
社

会
人

】
 

【
学

生
】
 協
働
し
て
学
習
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
人
を

 
協
働
的
学
習
者
と
定
義
し
ま
す
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
協
働
的
学
習
者
」
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
う
ち
、
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
情
報
共
有
編
）
と
次
回

実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
合
意
形
成
編
）
が
扱
う
範
囲
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


「
協
働
的
学
習
者
」
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
う
ち
、
「
情
報
共
有
編
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
特
に

「
③
情
報
や
考
え
を
共
有
す
る
力
」
に
つ
い
て
扱
い
、
「
合
意
形
成
編
」
で
は
「
④
合
意
形
成
す
る

力
」
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
き
ま
す
。協

働
的

学
習

者
 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概

要
 

多
様

な
価

値
観

や
背

景
を
も
つ
人

々
と

 

①
関

係
を
構

築
す
る
力

 

②
支

援
・
援

助
す
る
力

 

③
情

報
や
考

え
を
共

有
す
る
力

 →
情

報
共

有
編

 

④
合

意
形

成
す
る
力

 
→

合
意

形
成

編
 

本
日

！
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


本
日
実
施
し
て
い
る
「
情
報
共
有
編
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
で
す
。


大
き
く

5
つ
の
項
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
最
も
重
要
な
ワ
ー
ク
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
「

Y
市
の

現
状
を
把
握
す
る
」
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


「
協
働
的
学
習
者
」
に
求
め
ら
れ
る
力
の
う
ち
、
今
回
は
、
「
情
報
や
考
え
を
共
有
す
る
力
」
に
つ

い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。


こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
に
沿
っ
て
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。


特
に
「

Y
市
の
現
状
を
把
握
す
る
」
と
い
う
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
「
他
者
と
効
果
的
に
情
報
を
共
有

す
る
」
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
て
い
き
ま
す
。

本
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

【
協
働
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 –
 情

報
共
有
編

 -
 】

 
 

時
間

 
 

項
目

 
 

概
要

 

１
０
分

 
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
の
目
的

 
い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材

と
は
？

 
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目
的

 

１
０
分

 
診
断
テ
ス
ト
 

協
働
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
 

１
５
分

 
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ

 
情
報
共
有
の
力
を
試
し
て
み
る
！

 

５
５
分

 
情
報
共
有

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

情
報
収
集
・
整
理
・
共
有

 演
習

 
 「

Y
市
の
現
状
を
把
握
す
る
」
 

１
０
分

 
本
日
の
ま
と
め

 
本
日
の
振
り
返
り

 
参
考
図
書
の
紹
介
、
振
り
返
り
シ
ー
ト
記
入
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


日
ご
ろ
か
ら
ど
の
程
度
、
他
者
と
協
働
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
自
己
診
断
で
確
認
し
ま
す
。


こ
こ
で
生
徒
に
「
協
働
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
」
を
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。


生
徒
に
は
あ
ま
り
深
く
考
え
ず
感
覚
的
に
回
答
す
る
よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


「
全
く
同
じ
内
容
の
テ
ス
ト
を
「
合
意
形
成
編
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
後
に
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

ど
う
い
っ
た
変
化
が
あ
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
生
徒
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


回
答
終
了
後
は
す
ぐ
に
先
生
方
で
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


「
協
働
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
」

協
働
的
学
習
者

 
診
断
テ
ス
ト
 

ど
れ
く
ら
い
協

働
的

学
習

者
と
し
て
の
力

を
 

持
っ
て
い
る
か
、
自

己
診

断
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

 

【
説
明
例
】


次
回
（
合
意
形
成
編
の
実
施
後
）
も
同
じ
自
己
診
断
を
行
っ
て
、
自
身
の
変
化
を
み
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

協
働

的
学

習
者

診
断

テ
ス
ト
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
 

も
う
一
度

診
断
テ
ス
ト
を
し
ま
す
。

 
 自
分
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
起
こ
る
か

 
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
！
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


オ
ー
プ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
「

Y
市
の
現
状
を
把
握
す
る
」
を
よ
り
よ
く

進
め
る
た
め
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。


こ
こ
で
は
、
情
報
を
正
確
に
把
握
し
、
勝
手
な
解
釈
を
せ
ず
、
自
分
の
情
報
と
他
人
の
情
報
と
を
う

ま
く
関
連
付
け
て
整
理
し
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
す
る
こ
と
を
心
が
け
る
よ
う
に
伝
え
て
く

だ
さ
い
。


カ
ー
ド
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
す
る
前
に
、
こ
れ
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。


各
メ
ン
バ
ー
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
、
い
か
に
上
手
に
共
有
・
整
理
し
て
１
つ
の
結
論
を
導
く
こ
と

が
で
き
る
か
に
挑
戦
す
る
演
習
で
す
。

【
配
布
資
料
】


エ
ク
サ
サ
イ
ズ

_
情
報
シ
ー
ト
（

A
4
）
→
各
カ
ー
ド
（
全

1
5
枚
）
を
切
り
離
し
て
お
き
ま
す
／

1
グ
ル

ー
プ

1
セ
ッ
ト


エ
ク
サ
サ
イ
ズ

_
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
＆
メ
モ
用
紙
（

A
4
）
／

1グ
ル
ー
プ
1
枚

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

 
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

 

各
メ
ン
バ
ー
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
、
い
か
に
上
手
に

共
有
・
整
理
し
て
１
つ
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か

に
挑
戦
す
る
ワ
ー
ク
で
す
。

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


演
習
の
設
定
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
、
各
メ
ン
バ
ー
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
、
い
か
に
上
手
に
共
有
・
整
理
し
て
１
つ
の
結
論

を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
に
挑
戦
す
る
演
習
を
行
い
ま
す
。


演
習
の
設
定
は
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
で
す
。


会
社
の
同
僚

5
名
が
夕
食
（
お
店
）
の
相
談
を
し
て
い
ま
す
。


ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
あ
る
通
り
、
お
店
の
候
補
は

6
つ
で
す
。


各
人
の
希
望
は
情
報
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。


情
報
カ
ー
ド
の
中
に
は
お
店
の
条
件
を
記
し
た
カ
ー
ド
が

5
枚
含
ま
れ
て
い
ま
す
。


白
紙
の
メ
モ
用
紙
は
自
由
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。


最
終
的
に
全
員
の
希
望
に
合
致
し
た
（
嫌
が
る
人
が
い
な
い
）
お
店
を
１
つ
選
ぶ
の
が
演
習
の
目
的

で
す
。

情
報

共
有

 体
験

ワ
ー
ク

 

【
場
面
】
 

•
会
社
の
同
僚
５
名
が
夕
食
（
お
店
）
の
相
談
を
し
て
い
ま
す
。
 

•
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
あ
る
通
り
、
お
店
の
候
補
は
６
つ
で
す
。

 

•
各
人
の
希
望
は
情
報
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

•
情
報
カ
ー
ド
の
中
に
は
お
店
の
条
件
を
記
し
た
カ
ー
ド
が

 
５
枚
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
 例

）
 禁

煙
席
が
い
い

 

•
白
紙
の
メ
モ
用
紙
は
自
由
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

全
員
の
希
望
に
合
致
し
た
（
嫌
が
る
人
が
い
な
い
）
 

お
店
を
１
つ
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


カ
ー
ド
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
配
布
し
終
え
た
ら
ワ
ー
ク
の
進
め
方
を
説
明
し
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。


ワ
ー
ク
中
は
机
間
巡
視
し
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
の
進
み
具
合
を
観
察
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。


カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
情
報
は
お
互
い
に
見
せ
合
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


演
習
の
進
め
方
を
説
明
し
ま
す
。


グ
ル
ー
プ
毎
に
配
布
し
た
情
報
カ
ー
ド
（
計

1
5
枚
）
は
指
示
が
あ
る
ま
で
裏
返
し
の
ま
ま
に
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。


情
報
カ
ー
ド
を
よ
く
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
、
メ
ン
バ
ー
に
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）

5
人
グ
ル
ー
プ

→
 
1
人

3
枚

（
例
）

6
人
グ
ル
ー
プ

→
 
1
人
2
-
3
枚


演
習
時
間
は

7
分
間
で
す
。


情
報
共
有
は
「
口
頭
の
み
」
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
互
い
の
カ
ー
ド
を
見
せ
合
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。


お
店
が
決
ま
っ
た
ら
挙
手
し
て
く
だ
さ
い


わ
か
ら
な
い
人
は
い
ま
す
か
？


で
は
始
め
て
く
だ
さ
い
。

情
報

共
有

 体
験

ワ
ー

ク
 

1
.

グ
ル

ー
プ

毎
に

用
意

し
て

あ
る

情
報

カ
ー

ド
（
計

１
５

枚
）
は

指
示

が
あ

る
ま

で
裏

返
し

の
ま

ま
に

し
て

お
い

て
く

だ
さ

い
。

 

2
.

情
報

カ
ー

ド
を

よ
く

シ
ャ

ッ
フ

ル
し

て
、

メ
ン

バ
ー

に
配

布
し

て
く

だ
さ

い
。

 
例

）
 ５

人
グ

ル
ー

プ
 →

 １
人

３
枚

 
 

６
人

グ
ル

ー
プ

 →
 １

人
２

-
３

枚
 

3
.

演
習

時
間

は
7
分

間
で

す
。

 

4
.

情
報

共
有

は
口

頭
の

み
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。

 
お

互
い

の
カ

ー
ド
を

見
せ

合
っ

て
は

い
け

ま
せ

ん
。
 

5
.

お
店

が
決

ま
っ

た
ら

挙
手

し
て

く
だ

さ
い

。
 

【
演

習
の

進
め

方
】
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


時
間
に
な
っ
た
ら
答
え
合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
終
了
で
す
。


答
え
は
何
に
な
り
ま
し
た
か
？

→
生
徒
を
指
名
し
、
答
え
を
言
わ
せ
る
。


そ
う
で
す
。
答
え
は
「
ナ
ポ
リ
」
で
し
た
。


時
間
内
に
正
解
に
た
ど
り
着
け
た
チ
ー
ム
は
、
う
ま
く
情
報
共
有
が
で
き
た
チ
ー
ム
だ
と
思
い
ま
す
。


ど
の
よ
う
に
情
報
共
有
を
進
め
ま
し
た
か
？

→
生
徒
を
指
名
し
、
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
ら
せ
る
。


で
は
、
ど
の
よ
う
に
情
報
共
有
を
進
め
れ
ば
よ
か
っ
た
か
、
ポ
イ
ン
ト
を
確
認
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

条
件

1
 

条
件

2
 

条
件

3
 

条
件

4
 

条
件

5
 

N
o
.1

 
す
ぐ
に

 
入
れ
る

 

N
o
.4

 
昼
食
と

 
被
ら
な
い

 

N
o
.7

 
料
金
が

 
高
く
な
い

 

N
o
.1

0
 

洋
服
に
臭
い
が

つ
か
な
い

 

N
o
.1

3
 

ワ
イ
ワ
イ

 
話
が
で
き
る

 

寿
司

 
『
ま
ぐ
ろ
』

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N

o
.1

4
 

×
 

中
華

 
『
東
京
飯
店
』

 
 

 
N

o
.5

 

×
 

N
o
.9

 

〇
 

 
 

N
o
.1

5
 

〇
 

焼
肉

 
『
ぎ
ゅ
う
』

 

N
o
.2

 

×
 

 
 

N
o
.8

 

〇
 

N
o
.1

2
 

〇
 

 
 

フ
レ
ン
チ

 
『
セ
ボ
ン
』

 

N
o
.3

 

〇
 

 
 

N
o
.8

 

×
 

 
 

 
 

イ
タ
リ
ア
ン

 
『
ナ
ポ
リ
』

 
 

 
 

 
 

 
 

 
N

o
.1

5
 

〇
 

お
好
み
焼
き

 
『
鉄
板
』

 
 

 
 

 
 

 
N

o
.1

1
 

×
 

 
 

※
N

o
.6
は
無
意
味
な
情
報

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

 
答

え
 

102



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


演
習
の
振
り
返
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


「
勝
手
な
解
釈
を
せ
ず
、
与
え
ら
れ
た
条
件
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
か
」
「
情
報
を
関
連
づ
け
て
、

適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
発
信
し
た
か
」
な
ど
が
振
り
返
り
の
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

【
説
明
例
】


今
の
演
習
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
を
し
ま
し
ょ
う
。


こ
の
演
習
は
、
各
メ
ン
バ
ー
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
、
い
か
に
上
手
に
共
有
・
整
理
し
て
１
つ
の
結
論

を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
を
目
的
と
し
た
も
の
で
し
た
。


「
情
報
共
有
」
と
い
っ
て
も
、
た
だ
漠
然
と
進
め
て
も
あ
ま
り
効
果
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


う
ま
く
情
報
共
有
を
進
め
て
い
く
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は

2
つ
で
す
。

①
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
。
勝
手
な
解
釈
を
し
な
い
。

②
情
報
を
関
連
づ
け
て
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
す
る
。


こ
の

2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
て
、
演
習
を
振
り
返
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

振
り
返

り
 １

 
情

報
を
正

確
に
把

握
す
る
。
 

勝
手

な
解

釈
を
し
な
い
。

 

２
 

情
報

を
関

連
づ
け
て
、

 
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

信
す
る
。

 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】 

【
説
明
例
】


1
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
「
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
。
勝
手
な
解
釈
を
し
な
い
。
」
で
す
が
、
こ
れ
は

例
え
ば
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
よ
う
に
、
カ
ー
ド
に
書
か
れ
た
情
報
を
自
分
の
中
で
勝
手
に
解
釈

し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。


自
分
の
中
で
情
報
が
勝
手
に
解
釈
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
正
確
な
情
報
が
相
手
に
伝
わ
ら
な
く
な
り
、

情
報
共
有
が
効
果
的
に
進
み
ま
せ
ん
。


ま
た
、
最
悪
、
勝
手
に
解
釈
さ
れ
た
情
報
で
意
思
決
定
を
間
違
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

振
り
返

り
 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】
 

寿
司
屋
の
「
ま
ぐ
ろ
」
は
、

 
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
星
を
獲
得

し
た
ら
し
い
よ
。

 
た
だ
、
食
べ
る
こ
と
に
集
中
し
て

ほ
し
い
と
い
う
大
将
の
思
い
か
ら
、

お
し
ゃ
べ
り
禁
止
な
ん
だ
っ
て
。

 

N
O

.1
4

 
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で
星

を
獲
得
し
て
い
る
な
ら
、

き
っ
と
高
級
な
お
店
だ
な

 

高
級

と
は
言

っ
て
い
な
い

 

１
 
情

報
を
正

確
に
把

握
す
る
。
 

勝
手

な
解

釈
を
し
な
い
。
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【
説
明
例
】


情
報
カ
ー
ド
の

N
o
.
6
は
、
お
店
の
選
択
条
件
に
関
係
な
い
無
意
味
な
情
報
な
の
で
す
が
、
こ
の
情
報

を
勝
手
に
解
釈
し
、
「
イ
タ
リ
ア
ン
好
き
が
い
る
の
か
も
」
な
ど
と
考
え
て
し
ま
う
と
、
間
違
っ
た

情
報
が
相
手
に
伝
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。


こ
の
カ
ー
ド
を
勝
手
に
解
釈
し
て
し
ま
っ
た
人
は
い
ま
す
か
？

振
り
返

り
 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】 

１
 
情

報
を
正

確
に
把

握
す
る
。
 

勝
手

な
解

釈
を
し
な
い
。

 

イ
タ
リ
ア
ン
が
好
き
だ
か
ら
、

毎
食
イ
タ
リ
ア
ン
で
も
構
わ
な

い
な
。

 

N
O

.６
 

条
件

に
関

係
な
し

 
→

無
意

味
な
情

報
 

イ
タ
リ
ア
ン
好
き

が
い
る
の
か

…
。

 

じ
ゃ
あ
、
イ
タ
リ
ア
ン

は
有
力
だ
な
！

 

【
説
明
例
】


次
に
、

2
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
「
情
報
を
関
連
づ
け
て
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
す
る
」
で
す
が
、

こ
れ
は
、
情
報
を
共
有
す
る
際
、
個
々
人
が
バ
ラ
バ
ラ
と
情
報
を
出
す
の
で
は
な
く
、
誰
か
が
出
し

た
情
報
に
関
連
す
る
情
報
を
出
す
ほ
う
が
、
情
報
と
情
報
の
つ
な
が
り
、
関
係
性
が
見
え
て
き
て
、

意
思
決
定
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。


今
回
の
演
習
で
は
例
え
ば

N
o
.
1
3
の
カ
ー
ド
情
報
と
、

N
o
.
1
5
の
カ
ー
ド
情
報
が
関
連
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の

2
つ
の
情
報
は
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
共
有
さ
れ
る
と
議
論
が
効
果
的
に
進
め
ら
れ
た
か
と

思
い
ま
す
。

振
り
返

り
 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】
 

２
 
情

報
を
関

連
づ
け
て
、

 
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

信
す
る
。

 

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
話
を
し
な

が
ら
食
事
し
た
い
な
。

 

N
O

.1
3

 

中
華
の
『
東
京
飯
店
』
は
個
室

が
あ
る
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
お

し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
食
事
が
で

き
て
い
い
ね
。
あ
と
、
イ
タ
リ

ア
ン
の
『
ナ
ポ
リ
』
も
楽
し
い

雰
囲
気
の
お
店
で
、
お
し
ゃ
べ

り
し
や
す
い
な
。

 

N
O

.1
5

 

「
ワ
イ
ワ
イ
話

が
で
き
る
」
と
い
う

条
件

に
『
東

京
飯

店
』
は
該

当
す
る
！

〇
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【
説
明
例
】


ま
た

N
o
.
4
の
カ
ー
ド
情
報
と
、

N
o
.
5
の
カ
ー
ド
情
報
も
関
連
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の

2
つ
の
情
報

は
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
共
有
さ
れ
る
と
議
論
が
効
果
的
に
進
め
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

振
り
返

り
 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】 

夕
飯
は
、
昼
食
に
食
べ
た
も
の

と
同
じ
も
の
は
食
べ
た
く
な
い

よ
ね
。
た
と
え
ば
、
昼
食
に
お

寿
司
を
食
べ
た
人
は
、
夕
飯
も

お
寿
司
っ
て
い
う
の
は
嫌
で

し
ょ
。

 

N
O

.４
 

私
は
お
昼
に
中
華
料
理
を
食
べ

ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
夕
飯
も
中
華

と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と

…
。

 

N
O

.5
 

「
昼

食
と
被

ら
な
い
」
と
い
う
条

件
に
中

華
は
該

当
し
な
い
！

×
 

２
 
情

報
を
関

連
づ
け
て
、

 
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

信
す
る
。

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
を
改
め
て
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
の
よ
う
に
、
う
ま
く
情
報
共
有
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

①
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
。
勝
手
な
解
釈
を
し
な
い
。

②
情
報
を
関
連
づ
け
て
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
す
る
。


こ
の

2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
個
々
人
が
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


次
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
は
、
こ
の

2
点
を
意
識
し
て
演
習
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。


で
は
、
こ
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
解
答
を
配
布
し
ま
す
。

【
配
布
資
料
】


エ
ク
サ
サ
イ
ズ

_
解
答
（
A
4
）

振
り
返

り
 

こ
の
点
を
意
識
し
て
次
の
ワ
ー
ク
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
！

 

１
 

情
報

を
正

確
に
把

握
す
る
。
 

勝
手

な
解

釈
を
し
な
い
。

 

２
 

情
報

を
関

連
づ
け
て
、

 
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

信
す
る
。

 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
れ
か
ら
今
日
の
メ
イ
ン
の
ワ
ー
ク
で
あ
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
う
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ク
イ
ズ
を
含
め
、
こ
こ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
進
め
る
よ
う
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
以
下
の
内
容
で
進
め
ま
す
。

①
状
況
設
定
の
説
明

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
視
聴
担
当
の
決
定

～
誰
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
視
聴
す
る
か
、
担
当
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
決
め
る

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
視
聴

～
Y市

の
現
状
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た

1
0
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
視
聴
す
る

（
自
分
の
担
当
す
る
動
画
を
視
聴
）

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施

～
自
分
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
、
模
造
紙
と
付
箋
を
使
い
な
が
ら
情
報
共
有
の
た
め
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る

⑤
結
果
の
発
表

～
活
発
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
指
名
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
結
果
を
発
表
す
る

（
2～

3グ
ル
ー
プ
程
度
）

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
情
報
を
収
集
し
、
グ
ル
ー
プ
で
情
報
を
共

有
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
ま
す
。


こ
こ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

情
報
共
有

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
状
況
設
定
の
説
明


ま
ず
こ
の
ケ
ー
ス
の
「
状
況
設
定
」
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。


自
分
た
ち
の
役
割
は
何
な
の
か
、
何
の
た
め
に
情
報
を
収
集
す
る
の
か
を
明
確
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
取
り
組
む
ワ
ー
ク
は
、
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
各
自
分
担
し
て
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
メ
ン
バ

ー
と
共
有
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。


皆
さ
ん
に
は
お
客
様
か
ら
の
住
ま
い
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
る
「
住
ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
な

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


皆
さ
ん
は
今
回
、
Ｙ
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
夫
婦
か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。


そ
こ
で
、
佐
藤
さ
ん
一
家
に
対
し
て
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め
、
仲
間
と
協
働
し
て
、
Ｙ
市
の

現
状
に
つ
い
て
情
報
収
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。


状
況
設
定
に
つ
い
て
理
解
で
き
ま
し
た
か
？

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

1
.
み
な
さ
ん
は
、
お
客
様

か
ら
の
住

ま
い
に
関
す
る
ご
相
談

 
に
応
じ
る
住
ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。

 

2
.
今
回
、
Ｙ
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
夫
婦

 
か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

 

3
.
そ
こ
で
、
佐
藤
さ
ん
一
家

に
対

し
て
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
た
め
、
仲
間
と
協
働
し
て
、
Ｙ
市
の
現
状

に
つ
い
て

 
情
報
収
集
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

【
状
況
設
定
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
状
況
設
定
の
説
明


Y
市
を
ま
ず
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
た
め
の
情
報
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


な
お
、

Y
市
と
は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
特
徴
の
あ
る
郊
外
の
街
で
す
。


東
京
都
心
か
ら
電
車
で
約

1
時
間
。


海
沿
い
の
街
。
周
囲
が
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
。


古
く
か
ら
、
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
栄
え
て
き
た
。


気
候
は
温
暖
で
自
然
豊
か
。


急
傾
斜
地
が
多
く
、
高
台
の
住
宅
地
が
多
い
。


近
年
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。
現
在
の
人
口
は
、
県
内

5
位
。

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 


東
京
都
心
か
ら
電
車
で
約

1
時
間
。
 


海
沿
い
の
街
。
周
囲
が
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
 


古
く
か
ら
、
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

 


気
候
は
温
暖
で
自
然
豊
か
。
 


急
傾
斜
地
が
多
く
、
高
台
の
住
宅
地
が
多
い
。
 


近
年
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

 
現
在
の
人
口
は
、
県
内

5
位
。
 

【
Ｙ
市
】
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
状
況
設
定
の
説
明


ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
き
た
家
族
（
佐
藤
さ
ん
一
家
）
の
状
況
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


な
お
、
佐
藤
さ
ん
一
家
は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
家
族
構
成
で
す
。


父

4
1
歳
,
 
会
社
員


母

3
6
歳
,
専
業
主
婦


子
ど
も

3
人
（
長
女

5
歳
、
次
女

3
歳
、
長
男
1
歳
）

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 


父

 4
1
歳

, 
会
社
員

 
母

 3
6
歳

, 
専
業
主
婦

 
子
ど
も

3
人

 長
女

5
歳
、
次
女

3
歳
、
長
男

1
歳

 


Ｙ
市
に
移
住
す
る
か
検
討
中
。

 
 

【
佐
藤
さ
ん
一
家
】
 

107



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


2
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
役
割
と
構
成
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。


今
回
の
「
情
報
共
有
編
」
で
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
の
動
画
を
視
聴
し
な
が
ら

Y
市
の
現
状
を
ま
ず

把
握
し
ま
す
。


次
回
の
「
合
意
形
成
編
」
で
は
共
有
し
た
情
報
を
整
理
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
考
え
ま
す
。

【
説
明
例
】


今
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
情
報
共
有
編
」
な
の
で
、

Y
市
の
現
状
に
関
す
る
情
報
を
手
分
け
し
て
収

集
し
、
共
有
す
る
ま
で
で
す
が
、
次
回
の
「
合
意
形
成
編
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
収
集
し
た
情
報

を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
で
、
佐
藤
さ
ん
一
家
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
（

Y
市
に
移
住
す
べ
き
か
否
か

の
ア
ド
バ
イ
ス
）
を
行
う
と
こ
ろ
ま
で
行
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

成
 

Ｙ
市
の
現
状
を

 
把
握
す
る

 

情
報
共
有
編

 
合
意
形
成
編

 

ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を

検
討
す
る

 

(
1
)
Ｙ
市

の
関

係
者

に
 

 
 

 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
  
  
 →

情
報

収
集

・
共

有
 

(
2
)
改

め
て
佐

藤
さ
ん
夫

婦
 

  
  
 か

ら
話

を
聞

い
た
上

で
、

(
3
)
ア
ド
バ
イ
ス
内

容
を
検

討
 

  
  
 →

合
意

形
成

 
 

本
日

！
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


動
画
視
聴
と
情
報
収
集
の
仕
方
に
関
す
る
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い
。


動
画
視
聴
に
あ
た
っ
て
は
正
確
な
情
報
収
集
を
心
が
け
る
よ
う
に
再
度
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら

Y
市
の
現
状
に
つ
い
て

Y
市
の
関
係
者

1
0
名
が
語
っ
て
い
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
手

分
け
を
し
て
視
聴
し
ま
す
。


各
自
、
映
像
を
見
な
が
ら
Ｙ
市
の
良
い
点
と
改
善
す
べ
き
点
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
メ
モ
し
て
く
だ
さ
い
。


視
聴
が
終
了
し
た
ら
、
メ
モ
を
も
と
に
付
箋
に
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

→
1枚

の
付
箋
に
は

1
つ
の
情
報
の
み
記
入
さ
せ
る
。

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
①

】
 情

報
収
集

 

Ｙ
市
の
現
状
に
つ
い
て
、
 

関
係
者

1
0
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
撮
影
を
し
て
き
ま
し
た
。

 

1
.
こ
れ
か
ら
手
分
け
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
見
て
も
ら
い
ま
す
。

映
像
を
見
な
が
ら
Ｙ
市
の
良
い
点
と
改
善

す
べ
き
点

を
メ
モ
し
て

く
だ
さ
い
。

 

2
.
視
聴
が
終
了
し
た
ら
、
メ
モ
を
も
と
に
付

箋
に
書
き
出

し
て
く
だ

さ
い
。
※
1
枚
の
付
箋
に
は

1
つ
の
情
報

の
み
記

入
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


個
人
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（

A
3
）
、
付
箋
、
ペ
ン
を
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。


動
画
を
見
な
が
ら
ま
ず
メ
モ
に
良
い
点
・
改
善
点
を
書
き
出
す
よ
う
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。


付
箋
は
視
聴
後
、
メ
モ
を
も
と
に
作
成
し
ま
す
。

【
配
布
資
料
】


ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

_
個
人
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（

A
3
）
、
付
箋
、
ペ
ン

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

１
 

映
像
を
見
な
が
ら

 
メ
モ
を
取
る

 
２

 
付
箋
に
書
き
出
す

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

松
山

市
長

 

松
山

市
長

 

良
い
点

 

改
善
点

 良
い
点

 

良
い
点

 

良
い
点

 

改
善
点

 改
善
点

 

良
い
点

 改
善
点

 

改
善
点

 良
い
点

 

改
善
点

 

良
い
点

 

改
善
点

 改
善
点

 

良
い
点

 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
①
】
 情

報
収
集

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
状
況
設
定
の
説
明


イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

Y
市
の
関
係
者

1
0
人
に
対
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

1
0
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

Y
市
の
現
状
を
語
っ
て
い
ま
す
。


動
画
を
視
聴
さ
せ
る
前
に
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の
人
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
か

を
簡
単
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
視
聴
す
る

Y
市
の
関
係
者
は
こ
の

1
0
名
で
す
。


Y
市
長
や
Y
市
役
所
の
方
、
地
域
住
民
、
商
店
街
の
専
務
理
事
、

Y
市
か
ら
引
っ
越
し
て
し
ま
っ
た

元
Y
市
民
な
ど
様
々
で
す
。

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
視
聴
担
当
の
決
定

～
誰
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
視
聴
す
る
か
、
担
当
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
決
め
る


Y
市
の
関
係
者
1
0
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
い
ま
す
が
、
動
画
は

8
本
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
視
聴
す
る
動
画
の
一
覧
で
す
。


こ
れ
か
ら
ど
の
動
画
を
誰
が
視
聴
す
る
か
決
め
て
い
き
ま
す
。

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
】
 

映
像

N
o
. 

氏
名

 
所

属
等

 

行
政

 
①

 
松

山
市

長
 

Ｙ
市

長
 

②
 

伊
達

さ
ん

 
Ｙ
市

ま
ち
づ
く
り
推

進
課

長
 

市
民

 
③

 
堀

越
さ
ん

 
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

 

④
 

森
さ
ん

 
駅

前
商

店
街

専
務

理
事

 

⑤
 

加
瀬

さ
ん

 
Ｙ
市

に
移

住
し
て
き
た
お
母

様
 

⑥
 

石
井

さ
ん

 
渡

部
さ
ん

 
Ｙ
市

に
昔

か
ら
住

ん
で
い
る

 
子

育
て
中

の
お
母

様
 

⑦
 

斉
木

さ
ん

 
ＩＴ
ベ
ン
チ
ャ
ー
経

営
者

 

元
市

民
 

⑧
 

吉
田

さ
ん

 
杉

村
さ
ん

 
Ｆ
市

に
移

住
し
た
元

Ｙ
市

民
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
視
聴
担
当
の
決
定

～
誰
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
視
聴
す
る
か
、
担
当
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
決
め
る


誰
が
ど
の
動
画
を
視
聴
す
る
か
、
グ
ル
ー
プ
で
決
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。


5
人
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
ス
ラ
イ
ド
に
書
か
れ
た
よ
う
な
分
担
で
動
画
を
視
聴
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
の
よ
う
な
分
担
で
動
画
を
視
聴
し
ま
す
。


グ
ル
ー
プ
の
中
で
、
誰
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
視
聴
す
る
か
、
ス
ラ
イ
ド
を
参
考
に
分
担
を
決
め
て
く

だ
さ
い
。

＊
＊
分
担
決
定
後
、
各
部
屋
で
担
当
動
画
を
視
聴
す
る
＊
＊

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

グ
ル
ー
プ
内
で
担
当
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
 

担
当

 
映

像
N
o
. 

氏
名

 
所

属
等

 

1
人

目
 

①
 

松
山

市
長

 
Ｙ
市

長
 

2
人

目
 

②
 

伊
達

さ
ん

 
Ｙ
市

ま
ち
づ
く
り
推

進
課

長
 

③
 

堀
越

さ
ん

 
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン

 

3
人

目
 

④
 

森
さ
ん

 
駅

前
商

店
街

専
務

理
事

 
※

6
人
目

 
⑤

 
加

瀬
さ
ん

 
Ｙ
市

に
移

住
し
て
き
た
お
母

様
 

4
人

目
 

⑥
 

石
井

さ
ん

 
渡

部
さ
ん

 
Ｙ
市

に
昔

か
ら
住

ん
で
い
る

 
子

育
て
中

の
お
母

様
 

⑦
 

斉
木

さ
ん

 
ＩＴ
ベ
ン
チ
ャ
ー
経

営
者

 

5
人

目
 

⑧
 

吉
田

さ
ん

 
杉

村
さ
ん

 
Ｆ
市

に
移

住
し
た
元

Ｙ
市

民
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

③
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
の
視
聴

～
Y市

の
現
状
に
関
し
て
述
べ
ら
れ
た

1
0
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
視
聴
す
る

（
自
分
の
担
当
す
る
動
画
を
視
聴
）


イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
各
自
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
視
聴
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。


視
聴
後
は
、
付
箋
で
情
報
を
整
理
し
、
元
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
ま
す
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
動
画
を
視
聴
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
得
ら
れ
た
情
報
を
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
に
メ
モ
し
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
際
、
先
ほ
ど
の
演
習
の
振
り
返
り
で
伝
え
た
よ
う
に
、
メ
モ
に
は
、
情
報
を
正
確
に
把
握
し
、

情
報
を
勝
手
に
解
釈
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

１
 

映
像
を
見
な
が
ら

 
メ
モ
を
取
る

 
２

 
付
箋
に
書
き
出
す

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

•
～
～
～
～
～
～
～
～
～

 

松
山

市
長

 

松
山

市
長

 

良
い
点

 

改
善
点

 良
い
点

 

良
い
点

 

良
い
点

 

改
善
点

 改
善
点

 

良
い
点

 改
善
点

 

改
善
点

 良
い
点

 

改
善
点

 

良
い
点

 

改
善
点

 改
善
点

 

良
い
点

 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
①
】
 情

報
収
集

 

情
報

を
正

確
に
把

握
す
る
。
 

勝
手

な
解

釈
を
し
な
い
。

 
１

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施

～
自
分
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
、
模
造
紙
と
付
箋
を
使
い
な
が
ら
情
報
共
有
の
た
め
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る


情
報
共
有
の
た
め
の
模
造
紙
、
付
箋
を
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。


元
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
自
分
の
収
集
し
た
情
報
を
も
と
に
良
い
点
、
改
善
点
を
出
し
合
い
な
が
ら
模
造

紙
を
使
い
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

【
説
明
例
】


各
自
、
担
当
し
た
動
画
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？


そ
れ
で
は
こ
れ
か
ら
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
と
協
働
し
て
、

Y
市
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。


Y
市
の
1
0
名
の
関
係
者
は
、

Y
市
に
関
す
る
「
良
い
点
」
と
「
改
善
点
」
を
述
べ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。


そ
こ
で
ま
ず
は
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
が
集
め
て
き
た
情
報
を
共
有
し
、
そ
れ
を
「
良
い
点
」
と
「
改

善
点
」
に
分
け
、
模
造
紙
に
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
配
布
資
料
】


ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

_
グ
ル
ー
プ
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
模
造
紙
）
、
付
箋

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
②

】
 情

報
共
有

 

松
山

市
長

 

改
善
点

 

良
い
点

 

良
い
点

 

改
善
点

 

改
善
点

 

良
い
点

 

改
善
点

 

良
い
点

 

改
善
点

 

良
い
点

 

改
善
点

 

改
善
点

 

良
い
点

 

加
瀬

さ
ん

 
Ｙ
市
に
移
住
し
て
き
た
お
母
様

 

改
善
点

 

改
善
点

 
良
い
点

 

良
い
点

 

改
善
点

 
良
い
点

 

改
善
点

 
良
い
点

 

改
善
点

 

改
善
点

 

改
善
点

 

改
善
点

 

良
い
点

 
改
善
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

Ｙ
市
の
良
い
点
と
改
善
点
を
書
き
だ
し
た
付

箋
を

 
模
造
紙
に
移
動
し
な
が
ら
、
整

理
し
て
く
だ
さ
い
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施

～
自
分
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
、
模
造
紙
と
付
箋
を
使
い
な
が
ら
情
報
共
有
の
た
め
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る


洗
い
出
し
た
良
い
点
、
改
善
点
を
、
似
た
よ
う
な
意
味
で
分
類
さ
せ
、
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

【
説
明
例
】


良
い
点
、
改
善
点
を
模
造
紙
に
貼
付
で
き
た
ら
、
今
度
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
似
た
よ
う
な
意
味

の
情
報
で
く
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。


例
え
ば
こ
の
付
箋
群
は
「

Y
市
の
自
然
に
関
す
る
良
い
点
」
と
か
、
こ
の
付
箋
群
は
「

Y
市
の
交
通
事

情
に
関
す
る
改
善
点
」
と
か
、
自
分
達
で
情
報
を
整
理
し
、
塊
に
名
前
を
つ
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
②
】
 情

報
共
有

 

松
山
市
長

 
良
い
点

 
改
善
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

Ｙ
市
の
良
い
点
と
改
善
点
を
書
き
だ
し
た
付

箋
を

 
模
造
紙
に
移
動
し
な
が
ら
、
整

理
し
て
く
だ
さ
い
。

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 

改
善
点

 

改
善
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

加
瀬
さ
ん

 
Ｙ
市
に
移
住
し
て
き
た
お
母
様

 

自
然

 ●
●

 

●
●

 

買
い
物

 

●
●

 

改
善
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

●
●

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施

～
自
分
の
グ
ル
ー
プ
に
戻
り
、
模
造
紙
と
付
箋
を
使
い
な
が
ら
情
報
共
有
の
た
め
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る


情
報
を
グ
ル
ー
プ
で
整
理
す
る
際
に
は
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
情
報
発
信
を
す
る
よ
う
に
再
度
伝

え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


な
お
、
情
報
を
グ
ル
ー
プ
で
整
理
す
る
際
に
は
、
先
ほ
ど
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
伝
え

た
よ
う
に
、
情
報
を
バ
ラ
バ
ラ
に
出
し
合
う
の
で
は
な
く
、
似
た
よ
う
な
情
報
を
関
連
づ
け
て
、
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
す
る
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
②
】
 情

報
共
有

 

松
山

市
長

 
良
い
点

 
改
善
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

Ｙ
市
の
良
い
点
と
改
善
点
を
書
き
だ
し
た
付

箋
を

 
模
造
紙
に
移
動
し
な
が
ら
、
整

理
し
て
く
だ
さ
い
。

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 

改
善
点

 

改
善
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

加
瀬

さ
ん

 
Ｙ
市
に
移
住
し
て
き
た
お
母
様

 

自
然

 ●
●

 

●
●

 

買
い
物

 

●
●

 

改
善
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

●
●

 

情
報

を
関

連
づ
け
て
、

 
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

信
す
る
。

 
２
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

⑤
結
果
の
発
表

～
活
発
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
指
名
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
結
果
を
発
表
す
る
。

（
2
～

3
グ
ル
ー
プ
程
度
）


グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
進
捗
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
指
名

し
て
進
捗
状
況
の
発
表
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
他
の
グ
ル
ー
プ
の
情
報
を
得
る
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
さ
ら
に
活
性
化
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。


Y
市
に
関
す
る
様
々
な
関
係
者
か
ら
の
情
報
が
ど
の
よ
う
に
分
類
で
き
た
か
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

発
表

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


次
回
の
「
合
意
形
成
編
」
で
は
共
有
し
た
情
報
を
整
理
し
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
考
え
て
い
く
旨
を

伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
情
報
共
有
編
」
な
の
で
、

Y
市
の
現
状
に
関
す
る
情
報
を
手
分
け
し
て
収
集

し
、
共
有
す
る
と
こ
ろ
ま
で
で
終
わ
り
で
す
が
、
次
回
の
「
合
意
形
成
編
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

収
集
し
た
情
報
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
で
、
佐
藤
さ
ん
一
家
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
（

Y
市
に
移
住
す

べ
き
か
否
か
の
ア
ド
バ
イ
ス
）
を
行
う
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
い
き
ま
す
。

次
回

予
告

 

Ｙ
市
の
現
状
を

 
把
握
す
る

 

情
報
共
有
編

 
合
意
形
成
編

 

ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を

検
討
す
る

 

(
1
)
Ｙ
市

の
関

係
者

に
 

 
 

 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
  
  
 →

情
報

収
集

・
共

有
 

(
2
)
改

め
て
佐

藤
さ
ん
夫

婦
 

  
  
 か

ら
話

を
聞

い
た
上

で
、

(
3
)
ア
ド
バ
イ
ス
内

容
を
検

討
 

  
  
 →

合
意

形
成

 
 

次
回

！
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
演
習
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
か
、
何
人

か
の
生
徒
に
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
の
演
習
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
か
？

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
か
？

○
○
さ
ん
い
か
が
で
す
か
？

演
習
を
通
じ
て

 
気
づ
い
た
こ
と

, 
感
じ
た
こ
と

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
「
情
報
共
有
編
」
の
ま
と
め
を
簡
単
に
ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
冒
頭
で
、
「
い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材
像
」
に
つ
い
て
説
明
し
、

社
会
が
人
材
に
求
め
て
い
る
資
質
の

1
つ
と
し
て
、
「
協
働
力
」
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。


今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
の
「
協
働
力
」
に
つ
い
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
や

Y
市

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

•
 自

ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

•
 仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

に
た
け
て
い
る

 

•
 失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思

が
強

い
 

【
い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
】
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
 

本
日

の
ま
と
め

 

①
 主

体
性

 

②
 協

働
力

 

③
 や

り
抜

く
力

 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
「
情
報
共
有
編
」
の
ま
と
め
を
簡
単
に
ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


そ
し
て
社
会
で
求
め
ら
れ
る
「
協
働
力
」
に
は
、

①
関
係
を
構
築
す
る
力

②
支
援
・
援
助
す
る
力

③
情
報
や
考
え
を
共
有
す
る
力

④
合
意
形
成
す
る
力

の
4
つ
の
能
力
要
素
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。


中
で
も
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
「
③
情
報
や
考
え
を
共
有
す
る
力
」
に
つ
い
て
扱
い
、
他
者
と

効
果
的
に
情
報
を
共
有
す
る
方
法
に
つ
い
て
体
験
的
に
学
ん
で
き
ま
し
た
。

本
日

の
ま
と
め

 

協
働

的
学

習
者

 

多
様

な
価

値
観

や
背

景
を
も
つ
人

々
と

 

①
関

係
を
構

築
す
る
力

 

②
支

援
・
援

助
す
る
力

 

③
情

報
や
考

え
を
共

有
す
る
力

 →
情

報
共

有
編

 

④
合

意
形

成
す
る
力

 
→

合
意

形
成

編
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
「
情
報
共
有
編
」
の
ま
と
め
を
簡
単
に
ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


ま
た
、
「
情
報
共
有
」
は
た
だ
漠
然
と
進
め
て
も
あ
ま
り
効
果
的
で
は
な
く
、

①
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
。
勝
手
な
解
釈
を
し
な
い
。

②
情
報
を
関
連
づ
け
て
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
す
る
。

と
い
う

2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

本
日

の
ま
と
め

 

１
 

情
報

を
正

確
に
把

握
す
る
。
 

勝
手

な
解

釈
を
し
な
い
。

 

２
 

情
報

を
関

連
づ
け
て
、

 
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

信
す
る
。

 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
「
情
報
共
有
編
」
の
ま
と
め
を
簡
単
に
ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
、
冒
頭
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
社
会
人
に
な
る
段
階
で
、
様
々

な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
課
題
解
決
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。


し
か
し
、
あ
る
日
突
然
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
人
材
に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


こ
う
し
た
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
高
校
や
大
学
で
の
学
習
に
お
い
て
も
他
者
と
協
働
し
て
学
習
す

る
経
験
を
積
み
重
ね
、
「
協
働
的
学
習
者
」
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。


探
究
学
習
は
こ
う
し
た
他
者
と
の
協
働
を
通
し
て
行
う
も
の
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
探
究
学
習
に

積
極
的
に
参
加
し
、
「
協
働
力
」
を
磨
い
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

仕
事

に
お
け
る

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 

本
日

の
ま
と
め

 

協
働

的
学

習
者

に
な
る

 

【
社

会
人

】
 

【
学

生
】
 

協
働

的
学

習
者

 
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
‐
 情

報
共

有
編

 ‐
 

ま
た
次

回
！

！
 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
産
業
能
率
大
学
が
、
文
部
科
学
省
「大

学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

 (
A

P
)」

（平
成

2
6
年
度
採
択
）に

お
け
る
高
大
接
続
事
業
の
一
環
で
開
発
し
ま
し
た
。
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4-1-3 教材 

(1) テキスト＆ワークシート 
 

協働的学習者育成プログラム  - 情報共有編 - 

学年・組  氏 名  

 

1. プログラムの目的 
 

【各世代の入社時の資質をめぐる印象の違い】 

 

 

 

 

 

 

 
 

【キーワード】 ①主体性 ②協働力 ③やり抜く力 

 

【仕事におけるコミュニケーション能力とは】 

多様な価値観や背景をもつ人々と 

①関係を構築する力 

②支援・援助する力 

③情報や考えを共有する力 →情報共有 

④合意形成する力 →合意形成 
 

【学生】協働的学習者になる→【社会】仕事におけるコミュニケーション能力にたけている 

 

【本日のプログラム】 
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2. オープニングエクササイズ 

【場面】 

 会社の同僚 5人と夕食(お店)の相談をしています。 

 別紙「グループワークシート」にある通り、お店の候補は 6つです。 

 各人の希望は別紙「情報カード」に記載されています。情報カードの中にはお店の条

件を記したカードが 5枚含まれています。例）喫煙席がいい 

 最終的に「全員の希望に合致した(嫌がる人がいない)お店」を 1つ選んでください。 

 情報の共有は口頭のみで行ってください。情報カードを見せ合ってはいけません。 

 

（メモ欄） 

 

 

 

 

 

 

 

【情報共有のポイント】 

 情報を正確に把握する。勝手な解釈をしない。 

 情報を関連付けて、適切なタイミングで発信する。 

 

 

3. 協働的学習者診断テスト（プレ調査） 

 みなさんが日ごろ、どの程度、他者と協働することができているか自己診断してみま

しょう。 

 プログラム終了後、もう一度診断テストをします。自分にどのような変化が起こるか

楽しみにしていてください！ 

 

 

4. 情報共有ケーススタディ 

 

【状況設定】 

 みなさんは、お客様から住まいに関するご相談に応じる住まいのアドバイザーです。 

 今回、Y市への移住を検討している佐藤さん夫婦から相談を受けました。 

 そこで、佐藤さん夫婦に対して適切なアドバイスを行うため、仲間と協働して Y市の

現状について情報収集することにしました。 
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【 Y市の概況 】 

 東京都心から電車で約 1時間。 

 海沿いの街。周囲が海に囲まれている。 

 古くからベットタウンとして栄えてきた。 

 気候は温暖で自然豊か。 

 急傾斜地が多く、台地の住宅地が多い。 

 近年、人口が減少している。現在の人口は県内 5位。 

 

【佐藤さん一家の状況】 

父：41歳、会社員 母：36 歳、 専業主婦 

子供 3人：長女 5歳、次女 3歳、長男 1歳 

 

 

【演習の進め方】 

 Y市の現状について関係者 10 名にインタビュー撮影をしてきました。 

1. チームで手分けしてインタビュー映像を見てもらいます。 

2. 各人がどの関係者のインタビュー映像を視聴するか決めてください。 

3. 決まったら、各自、担当する関係者のワークシートを受け取ってください。 

4. インタビュー映像を見ながら、Y市の良い点と改善すべき点とをメモしてください。 

5. インタビュー映像の視聴が終了したら、メモをもとに付箋に書き出してください。 

※1枚の付箋には１つの情報のみ記入すること 

6. チーム内で書き出した付箋の内容を共有しながら、情報を整理してください。 

 

  

119



(2) 協働的学習者診断シート（プレ調査） 
 

協働的学習者診断シート（プレ調査） 

クラス  出席番号  

担当講師名      先生 氏 名  

 
各設問について自分自身がどれくらいあてはまるか（あてはまらないか）回答してください。 

設問 
全く 
あてはまらない 

とても 
あてはまる 

1 
あいさつなどチームメンバーと関係を深

める努力をする。 
1 2 3 4 5 6 7 

2 

困っていたり悩んでいたりするメンバー

がいても、その人から相談を受けない限

り、声をかけたりしない。 

7 6 5 4 3 2 1 

3 
議論の流れに沿ってタイミングをみて情

報を発信する。 
1 2 3 4 5 6 7 

4 
根拠があいまいな意見に対して、根拠を

問う質問をする。 
1 2 3 4 5 6 7 

5 
チーム全体をやる気に満ちた雰囲気にす

ることができる。 
1 2 3 4 5 6 7 

6 
一度結論が出ても、疑問点があれば納得

できるまでとことん話し合う。 
1 2 3 4 5 6 7 

7 
チーム状況をみて、自分の果たすべき役

割を考えて行動する。 
1 2 3 4 5 6 7 

8 

うまく情報収集ができなかったり、アイ

デアが浮かばなかったりした時は、すぐ

にチームメンバーに現状を伝える。 

1 2 3 4 5 6 7 

9 
１つのアイデアが出た時、関連する情報

や意見を出してアイデアを膨らます。 
1 2 3 4 5 6 7 

10 
チームメンバーひとりひとりの感情や思

いを察することができる。 
1 2 3 4 5 6 7 

11 
各メンバーの意見を整理してわかりやす

く示す。 
1 2 3 4 5 6 7 

12 
誤った情報を発信しないように、事前に

情報の正確性を確認する。 
1 2 3 4 5 6 7 
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設問 
全く 
あてはまらない 

とても 
あてはまる 

13 
メンバーの困っている様子に気づいた

ら、声をかけるなどの行動をとる。 
1 2 3 4 5 6 7 

14 
自分の持っている知識や情報を積極的に

共有する。 
1 2 3 4 5 6 7 

15 
意見の違いを生じている背景・原因を明

らかにしようとする。 
1 2 3 4 5 6 7 

16 
人の話を途中で遮ることなく、最後まで

話に耳を傾ける。 
1 2 3 4 5 6 7 
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【ウォーミングアップエクササイズ】 

(3) 情報カード 

※カード（全 15 枚）をあらかじめ切り離しておいてください。 
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(4) ワークシート 

 

 

(5) メモ用紙 
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(6) 解答 
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【ケーススタディ】 

(7) 個人ワークシート 

※A3サイズで印刷してください。 
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(8) グループワークシート 

※模造紙サイズで印刷してください。 
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(9) 振り返りシート 
 

協働的学習者育成プログラム  - 情報共有編 – 

振り返りシート 

クラス  出席番号  

担当講師名      先生 氏 名  

 

 本日のプログラムを通じて気づいたこと, 感じたことを自由に記述してください。 
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【インタビュー映像スクリプト】 

01. Y 市長 松山さん 

 

 

 

Q.本日は Y市の政策についてお話をお伺いしたく、お時間を頂戴いたしました。宜しくお願

い致します。 
 

A.こちらこそ、宜しくお願いします。 

 

Q.現在、Y市は人口減少問題に直面していますが、市長はこの問題についてどのようにお考

えでしょうか？ 
 

A.Y 市は現在、県で 5番目の人口を抱えていますが、ご指摘のように、近年、人口減少問題

に直面しています。人口減少には、2種類ありまして、１つは、人の出生数と死亡数の差か

ら算出する「自然増減」です。もう 1つが、他の地域からの人の転入や他の地域への人の転

出によって生じる増減を表す「社会増減」です。Y市の場合、人口の「社会減」、つまり、他

の地域に多くの人たちが転出する反面、Y 市に転入する人の数が少ない、つまり、「人口が

他の地域に流出してしまっている」という問題を抱えております。 

 

Q.なぜ、人口が流出してしまっているのでしょうか？ 
 

A.背景には色々な問題があります。中でも、一番大きな理由が、企業の拠点、あるいは工場

の撤退です。Y市の場合、私が市長になるずっと前から、大企業、例えば大手自動車会社の

工場などが相次いで撤退しています、そのため、「産業の空洞化」が起こっています。こう

した企業の拠点がなくなると、労働者の働く場がなくなりますので、その後、大規模な人口

流出現象が起こっていきます。 

 

 

 

 Y市の抱える課題に対して、様々な角度から

解決策を検討している。 

 市民からの信頼も厚く、前回選挙では圧倒

的な支持を得て当選。 
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Q.なるほど。そうすると、地域に雇用を生むための工夫が求められますね。 
 

A.そうですね。雇用の問題を解決しなければ、人口流出を食い止めることは大変難しいと思

っています。従って、「地元の雇用創出」が私の大きな公約の 1つです。 

 

Q.そのためにどのような政策を考えておられるのですか？ 
 

A.まずは、企業を地元に誘致しなければなりません。Y市の郊外には、広大な面積を誇るリ

サーチパークがあります。ここに今、企業、特に情報通信系とか、IT 系の企業を積極的に

誘致しようとしています。これまでのように、工場を誘致しても、コスト面でアジア諸国に

はなかなかかないません。そのため、情報通信系企業とか IT企業の研究開発拠点をもっと

たくさん誘致したいと考えています。ここは都心からのアクセスも良いですし、自然が豊か

で静かな街です。ですので、企業が研究開発拠点を設置するには絶好のロケーションだと思

っています。 

 

Q.IT企業というと、谷戸地区にＩＴベンチャーの経営者が移住されているようですね。 
 

A.はい、そうですね。人口減少が激しい地域の 1つが Y市に点在する「谷戸地区」です。谷

戸地区は、リアス式海岸のように谷が入り組んでいる地域で、階段道路が多く、車が入れま

せん。自然豊かで、眺望がよく静かな場所なんですが、残念ながら、この地域は、最近空き

家が目立っています。この空き家を何とか有効活用できないかと考えまして、市では「空き

家バンク」という制度を作りました。最近、この制度を利用して、IT ベンチャーの経営者

の方などが移住してくるようになりました。 

 

Q.「空き家バンク」については IT経営者もおっしゃっていました。どのような制度なので

すか？ 
 

A：この制度は、車が入れないような場所にある、谷戸地区の空き家の物件情報を市のホー

ムページに掲載し、物件の借り手と、貸し手とをマッチングさせる施策です。空き家の有効

活用をし、地域を活性化させようとする施策と言えます。 

 

Q.なるほど。そのほか、人口流出への対策として検討されていることはありますか？ 
 

A.特に、「結婚・子育て世代」の定住対策に積極的に取り組んでいます。Y市の現状として、

20歳代から 40歳代にかけての「結婚・子育て」世代の人たちが多く流出しているという側

面があります。したがって、この「結婚・子育て世代」に定住してもらう対策が急務なので

す。 
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そのため、例えば、「子育てファミリー世帯向けの住宅バンク助成制度」や「2 世帯住宅リ

フォーム助成事業」、それから「小児医療費の無償化」や待機児童の削減に向けた「保育所

の拡充」、結婚・子育て世代を対象とした様々な「子育てイベントや優待サービスの企画」

や、生徒の学力向上を目指した「教育環境の充実」など、様々な施策を推進しています。 

 

Q.色々な施策を推進されているんですね。最後に、市長が考える Y市の魅力について教えて

ください。 
 

A.実はですね、市民満足度を調査すると、約 80％の市民が Y 市に居住し続けることを希望

しているというデータがあるんですね。これは近隣の市に比べてもはるかに高い数値です。

これは、いかに Y市が魅力的な街、住みよい街として認知されているかを示すものといえま

す。 

 

Y市は自然豊かで気候も温暖、それでいて都心へのアクセスも良い、絶好のロケーションに

ある街だと思っています。海や豊かな自然も魅力ですし、地元で採れる新鮮な海産物や野菜

など、おいしい食べ物もこの街の魅力です。その意味では、Y市は、地のものを学校給食に

取り入れるなど、ふるさとに自信を持つ「食育教育」も行っています。 

 

また、英語教育の環境が充実しているのも Y 市の魅力の 1 つです。市内の全小学校・中学

校・高校にネイティブスピーカーの指導者等を配置していますし、全小学校において、小学

校１年生から外国語活動を教育課程に位置づけています。また、市内の児童と米軍基地内の

児童が交流する英語イベントも開催しています。こうした施策を通して、子どもたちが、日

常的に英語や異文化に触れる機会を提供し、コミュニケーション能力を育てる教育を行っ

ています。これは、他の市にはない特色です。 

 

今日は人口減について色々お話しました。人口減の対策には、様々な要因が絡んでおり、一

朝一夕には解決できませんが、Y市民の幸せな生活を実現するため、今後も一所懸命政策を

推進していきたいと考えています。 
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02. Y 市まちづくり推進課長 伊達さん 

 

Q.市長にインタビューをさせて頂きましたところ、Y市は今、子育て支援に力を注いでいる

とのことでしたが・・・ 

 

A.はい、そうなんです。Y市は、結婚・子育て世代が住んでよかったと心から思ってもらえ

るような街づくりを目指していまして、特に子育て支援に力を入れています。例えば、不妊

治療の助成や出産施設、小児医療施設、保育施設の拡充に精力的に取りくんでいます。 

子育て世代向けに、子育てイベントも色々企画していますし、子育て世代向けの様々な情報

を網羅したガイドブックも用意しております。 

 

Q.なるほど。色々取り組まれているんですね。中でも、保育施設の拡充は働くお母さんにと

っては魅力ですね。 

 

A.はい。いわゆる待機児童数と呼ばれるものも、ゼロになったわけではありませんが、近隣

の市に比べても少なく、保育施設の拡充を進めてきた成果ではないかと思います。今後さら

に、保育所の新設や定員の拡充、幼稚園から認定こども園への移行などを推進致しまして、

待機児童ゼロを目指していきたいと考えております。他にも Y市の場合、国の基準を上回る

保育士を配置しておりまして、きめ細やかな保育の実現を目指しております。 

 

Q.それは充実していますね。他に、どのような子育て支援の施策があるのですか？ 

 

A.そうですね。例えば、市が運営する子育て支援の会員制組織があります。これは、子育て

の「援助を受けたい人」と「援助したい人」とを結ぶ、有償のボランティア制による会員組

織です。お子さんを預かって欲しい会員の方が、お子さんを預かってくださる会員の方に、

利用料金を支払って、育児を援助してもらう仕組みです。朝 6時から夜 10時までの時間帯

で、1回につき最低 1 時間から、育児の援助が必要な時間分を申し込むことができます。 

 

 

 現在、Ｙ市の子育て支援政策の企画・実施に

力を入れている。 
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Q.何歳くらいのお子さんを預かってもらえるのですか？ 

 

A：生後 3ヶ月から小学校 3年生までのお子さんをお預かりすることができます。保育園や

幼稚園、小学校や学童クラブなどの保育施設の開始時間前の子どものお預かりや、帰宅後の

お預かり、保育施設への送り迎えなどを援助してもらうことができます。 

 

Q.Y 市民で子育て中のお母さんにお話をお聞きしたところ、子育て支援センターがあって便

利だとのことでした。 

 

A.それは嬉しいですね。子育て支援センターは、小さなお子さんを持つお母さんたちの出会

いの場なんです。赤ちゃんを連れて、ゆっくりくつろげるフリースペースがありますので、

「ママ友」作りや、子育てに関する情報交換などにご活用いただけます。専門のアドバイザ

ーもおりますので、お母さんの子育ての悩み事の相談にも応じることができます。 

 

Q.市長のお話では、結婚・子育て期の家族の転出数が多いとか・・・ 

 

A.そうなんです。Y市ではいかに、結婚・子育て期の世代の方々に定住していただくかが課

題なんです。そこで、市では、「子育てファミリー向けの住宅バンク助成制度」というもの

を用意しています。 

 

Q.それはどういう制度なんですか？ 

 

A.これは、子育て世代の方々が、市のホームページの「子育てファミリー等応援住宅バンク」

に掲載された物件を購入し、そこに移住した場合、物件を購入する費用やリフォーム、解体

にかかる費用に対して、合計で最大 50万円の助成を行うというものです。こうした制度の

運用を通して、人口減に歯止めをかけるべく努力をしているところなんです。 
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03. 【Ｙ市民】Ｙ市に昔から住んでいる子育て中のお母様 

 

  

 
Q. Y市の住宅事情についてお話をお伺いできればと思います。宜しくお願いします。 
 

A.はい、宜しくお願いします。 

 

Q.Y 市には元々お住まいですか？ 
 

A.はい、です。地元なので、小さいころから住んでいまして、結婚してからもずっとこちら

に住んでいます。 

 

Q.子育てをされているお母さんにとって、この街の魅力ってどんなところにありますか？  
 

A.はい、まず公園が充実していて、子どもを遊ばせるにはとてもいい環境です。それから、

野菜やお魚、お肉なんかも安くておいしいものが手に入るのでとても便利です。あと、市役

所のところに「子育て支援センター」があって、子育てで悩んだときとか不安なときに色々

相談ができるところがすごく助かっています。うちも最初の子のときは子育てで結構わか

らないことがあったんですけども、そういう時によく「子育て支援センター」利用していま

した。無料で子供を遊ばせるところもありますし、ママ友がたくさんできたりして、情報交

換ができたりしてとても心強くて、子育てしやすいなぁと感じました。 

 

Q.子育て支援が充実しているんですね。 
 

A.そうですね。この街は子育て支援にはとても力を入れている街だと思います。子供向けの

医療施設とか、保育施設とか積極的に増やしていますね。不妊治療の助成とかも増やしてい

ると思います。あと、子育てファミリー向けの「住宅バンク助成制度」とかもあったと思い

ます。 

 
  

石井さん 

 Ｙ市で生まれ育ち、現在もＹ市に居住している。 

 子育て中の専業主婦。 
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Q.Y 市の魅力について教えてください 
 

A.やっぱり生きた英語に触れられるのが一番の魅力じゃないですかね。アメリカ軍の基地

がありますから、色々なところで英語を耳にします。インターナショナルな雰囲気を感じら

れる街ですよ。 

 

Q.これからはグローバル化が進みますからその雰囲気はいいですね。 
 

A.そうですね。その点では、この街は学校の英語教育もすごく充実しています。市内の全て

の小・中・高校には、ネイティブスピーカー、外国人指導者の方がいるんですよ。 

市内に在住している中高生向けに「イングリッシュキャンプ」というプログラムもあるんで

すよ。小学生向けに市が「イングリッシュワールド」っていう、ネイティブの方と英語でコ

ミュニケーションを図るイベントをやったりしています。あと、基地の中で英語が学べるプ

ログラムもあって、市民は受講することができるんです。「基地内留学」みたいな感じです

ね。私の母もこの間受講していました。 

 

Q.生きた英語に触れられる機会が多いこの街ならではの施策ですね。 
 

A.そうですね。その意味では、子どもに英語を学ばせたいと考えているファミリーにはお薦

めの街ですよね。街中のカフェとかで普通に外国の方が英語で話していますし、公立小学校

には、アメリカ軍基地から通う外国籍の子供たちもいますから、インターナショナルな感覚

も自然と身につきますよね。 

 

Q.充実した英語教育環境ですね。 
 

A.そうですね。教育環境っていう点で言えば、小学校の校庭は広いですよ。大人が野球を

やっても全然問題がないくらいに広いんです。都会の学校じゃそうはいかないですよね。 

子供たちがのびのび育つ環境としてはすごくいい街だと思いますよ。 

  

渡部さん 

 Ｙ市で生まれ育ち、現在もＹ市に居住してい

る。 

 子育て中の専業主婦。 
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04.【Ｙ市民】Ｙ市駅前商店街専務理事 森さん 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

Q.専務は商店街では何のお店をやっていらっしゃるのですか？ 
 

A.うちは、青果店です。もう代々この商店街で青果店を営んでいます。この街は半島のおい

しい地の野菜が安く手に入りますからね。住むにはとてもいい街ですよ。 

 

Q.商店街を通りましたが、賑やかですね。 
 

A.まぁうちの商店街は、Y市の中心の駅前にあって、街の方々の買い物の場、地域コミュニ

ティの拠点として機能してきた長い歴史があります。鮮魚店、青果店、衣料品店、飲食店な

ど、約 70店舗が営業してまして、買出しのお客さんで賑わってますよ。商店街を歩いてい

ると、しょっしゅう英語が聞こえてくるのもうちの商店街の特徴ですね。 

 

Q.商店街が盛り上がっているのは素晴らしいですね。 
 

A.うーん、でもね、ちょっと課題も多いんですよ。ご存知のように、この街は今、人口が減

っていて、今、県で 5番目になっちゃったんですよね。高齢化も進んでいるし、商店街の通

行量も 20年前に比べると半減しちゃってるし、固定客だけではどの店もやっていけなくな

りつつあるんですよね。最近は若い人は何でもネットで買っちゃうでしょ。もうインターネ

ット販売が中心になりつつあるから、商店街全体での来街者の減少が頭痛いんですよねー。 

 

Q.なるほど。他にはどんな課題があるのですか？ 
 

A.あと、近くに大型店もできましたから、そことの競争もしていかなければならないし、お

客さんのニーズもどんどん多様化してますし、商店街の経営は厳しい状況に置かれてます

よ。商店街を歩かれて気づかれたかもしれないけど、最近、空き店舗も多くてね。新しい出

店者を見つけるのが結構大変なんですよ。お店も老朽化してきてるしね・・・若いお客さん

が増えないんだよ。 

 

 Ｙ市の駅前商店街で長らく青果店を営んでい

る。 

 現在、駅前商店街の専務理事を務めている。 
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Q.経営状況が厳しいから空き店舗が増えているのですか？ 
 

A.それもありますが、個人経営の店が多いですから、みんな後継者問題を抱えているんです

よ。店主が高齢化してきているんですが、後継ぎがいないんですよ。なので残念ながら店を

閉めてしまうところも増えているんですよね。商店街は、青果・食肉・ 魚などの生鮮食料

品等の小売店が重要な要素ですから、何とかうちは息子が引き継ぐよう、努力してるんです

けどね。あとは、大型店舗と張り合える店が少なくて、競争に負けちゃうんですよ。駅前に

若者向けのアパレルショップとかカフェとか、レストランとかが入った商業施設ができて

ますからね。 

 

Q.何か打開策はあるのですか？ 
 

A.最近商店街で催すイベントが減ってきてますから、まずは色々イベントを企画して話題

性を高めようとしています。市もイベント事業の経費の一部を支援してくれますからそう

したものも活用しながらね。ハロウィンのイベントやったり、地域の物産展のフェアやった

りとかね。あとは、米軍基地もありますから、外国人のお客さんが商店街でドルの利用が可

能な店舗を増やすことなんかも必要かなと思ってるんです。だけど、まだそういうお店は少

ないですからね。 

 

Q.他に何かイベントの企画はされているのですか？ 
 

A.あと、最近は、若手の商店主が中心になって、「街市」っていうイベントをやっています。

去年は 2回やったんだったかな。地元の名産とかを扱う店舗を集めて駅前の広場や、商店街

のアーケードで販売や PRを行うイベントをやってます。こんな風に若い連中も頑張ってる

んですよ。まぁハロウィンとかもいいんですけど時期が限られてるでしょ。やっぱり商店街

の魅力って、商店主と買い物客の対面でのやり取りなんじゃないですか。だからこそそうい

う商店街の生き生きした雰囲気を感じてもらうようなイベントをね、若手が企画して定期

的にやってくれてるんですよ。頼もしいですよね。 

 

Q.大型店との競争も課題ですね。 
 

A.まぁ、そうなんだけど、競争ばかりしててもね、お互いによくならないですから、いかに

共存共栄を図っていけるか、それも大事かなと思っています。今、大型店と連携しててね、

独自のポイントシステムを導入できないか、検討を始めているんですよ。あと、お年寄りの

方で、商店街までなかなか歩くのが面倒になっている人たちに、御用聞きサービスができな

いかなとかね、色々試行錯誤しているところなんです。 
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05.【Ｙ市民】Y 市に移住してきた子育て中のお母様 加瀬さん 

 

  

 

Q.今日はお忙しいところありがとうございます。現在、Y市の住宅事情について調べており

ます。ご協力宜しくお願いします。 
 

A.はい、宜しくお願いします。 

 

Q.Y 市には移住されてきたのですか？ 
 

A.はい、そうなんです。以前は横浜に住んでいたのですが、今はこの近くのマンションを購

入して、この辺に住んでいまして、この辺はマンション群なんですけども、すごく異国情緒

があって、気にいっています。 

 

Q.移住されていかがですか？ 
 

A.すごくいいですよ。うちには小さい子どもが二人いるんですけども、この街はすごく公園

が充実していて、市内に大きな公園がいくつもあります。すぐ近くにも大きな公園があるん

ですけども、子どもを思いっ切り遊ばせることができますし、芝生の広場もあってバーベキ

ューもできるんですね。こういう経験は横浜じゃ、なかなかできないのですごく気にいって

います。 

 

Q.お子さんは大喜びですね。 
 

A.はい。子どもももちろん喜んでいるんですけども、海沿いの公園では釣りも楽しめるんで、

うちの釣り好きのパパもすごく喜んでいまして、アジやサバなんかが釣れるみたいですよ。 

 

 

 

 

 

 数年前に横浜から Y市に移住してきた。 

海沿いのマンションに居住している。 

 子育て中の専業主婦。 
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Q.すごいですね。その他、気に入っている点はありますか？ 
 

A.そうですね、この街は気候も温暖で、海に囲まれていますので、野菜や海産物は新鮮な地

のものが安く手に入ります。お魚はすごく新鮮です。脂ののった天然マグロがすごく安く手

に入るんで、子どもたちも喜んでよく食べています。それからお肉も美味しいですよ。地元

にはブランド牛もありますし、牛、豚、鶏なんでも安いし美味しいです。 

 

Q.休日はどんな過ごされ方をしているのですか？ 
 

A.先ほど言った近くの公園で、バーベキューをしたり、パパは釣りをしたりしていますね。

あと、車で 1時間位のところに、いろいろと楽しめるレジャースポットがあるんですね。例

えば、イチゴ狩りとかサツマイモ堀りとか、みかん狩りとかが楽しめる大きな農園がありま

して、山に登ってハイキングを楽しんでいます。山頂からは富士山や伊豆半島、房総半島な

んかも見えるんですよ。あとすごくきれいな海岸もあって、夕日がきれいなんですよ。身近

に自然を感じられるのがこの街の魅力ですね。 

 

Q.色々遊べるスポットが多いのですね。 
 

A.あとは、この街は歴史がありますから、歴史にかかわる資料館や施設がいっぱいあるんで

すね。休日はそういうところを散策したりもしています。それから、日帰り温泉もあるので、

ハイキングの後に寄ることもあります。 

 

Q.その他、この街の魅力はありますか？ 
 

A.そうですね。この街はすごく子育て支援に力を入れているなと感じています。保育園が多

いので、隣の市に比べても待機児童が少なくて入りやすいんですよね。子どもも多いですし、

元気になりますよね。あとはやっぱり公園かな。大きな公園のほかにも、児童公園もたくさ

んありますから、子どもがのびのび遊べる環境は魅力ですよね。 
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06. 【Ｙ市民】ビジネスパーソン 堀越さん 

 

  

 

Q.市民の方にお話を伺っているのですが宜しいですか？ 
 

A.はい、どんなことでしょうか？ 

 

Q.今、どちらにお住まいですか？ 
 

A.住んでいる場所ですか。あの、ここから 10分くらいのマンションに住んでいるんですけ

ど。 

 

Q.マンションの住み心地はいかがですか？ 
 

A.気にいってますね。駅に近いマンションだとどこも家賃は高いかなと思いますけど、横浜

のマンションに比べると、同じ値段でも結構広い部屋に住めるかなと思います。隣の駅のマ

ンションだとずいぶん価格が下がるんじゃないかなと思いますね。 

 

Q.最近は駅周辺にタワーマンションもできているようですね。 
 

A.そうですね。駅前にも新築のタワーマンションができていますし、そこは富裕層向けです

かね。市内に住んでいた方が、結構住み替える方が多いんじゃないかなと思いますけど。 

まぁ、タワーマンションは魅力的ではありますけど、僕はちょっと地震とかが不安ですね。 

 

Q.一戸建て住宅なども多いですか？ 
 

A.はい、戸建ての住宅はですね、たくさんありますね。この街は周りを海に囲まれています

から、急斜面なところが多いんですよ。なので、住宅地は高台に多いですね。少し南のほう

の海岸、あっちのほうはですね、平地になっていて、そこにも埋め立てて作られた土地も結

構あってですね、住宅地が結構広がっています。そこは高級住宅地っていう感じですけどね。 

 Ｙ市から都内の会社に通勤しているサラリーマ

ン。 

 Ｙ市駅から徒歩 10分のあるマンションに住んでい

る。 
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Q.生活するのに車は必要ですか？ 
 

A.そうですね・・・車は、駅周辺で住む、生活するのであれば必要ないかと思うんですけど、

ただ、先ほども申しあげたように、この街は急な坂が多いので、駅から少し離れたところと

か、高台に住む場合が結構多いんですね、そういう場合は車が必要になるかもしれないです

ね。また、近隣にショッピングモールもできていますので、そういうところで買い物をする

ときには、車が必要になるかもしれないですね。 

 

Q.通勤はいかがですか？ 
 

A.通勤ですか。通勤はそんなに不便は感じないですよね。この駅からだと特急で 30分で横

浜まで行きますし、品川までも 50分で着きます。特急に乗ればそんなに時間はかからない

と思います。私は勤務先が田町ですから、品川で乗り換えて一駅です。ドアツードアでここ

から 1時間 30分くらいなので、そんなに不便には感じないですね。 

 

Q.通勤ラッシュはどうですか？ 
 

A.そうですね・・・時間帯によっては結構混む感じかなと思いますけど・・・横浜に到着す

る頃には相当混んでいますね・・・ギューギューのときも結構ありますね。特に品川に 8時

～9 時台に着く電車だと結構混雑はしていると思います。でも、朝はすごくたくさん電車が

走っていますので、時間帯によっては、空いているときもあります。乗る電車をうまく工夫

すれば意外に混雑にあわない可能性もありますし。あ、でも、朝のラッシュ時は結構遅延し

ますね・・・だから私は余裕を持って家を出るようにしています。 
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07.【Y 市民】ＩＴベンチャー経営者 斉木さん 

 

 

 

Q.今日はお忙しいところありがとうございます。現在、Y市の住宅事情について調べていま

して少しお話をお伺いできればと思います。宜しくお願いします。 
 

A.はい、宜しくお願いします。 

 

Q.お仕事は何をされているのですか？ 
 

A.私はもともとは IT システムの会社に勤めていたんですけどね、結構大きい会社だったん

ですけども、今は独立してスマートフォン向けのカジュアルゲームを中心としたアプリの

開発をする IT企業を経営しています。本社は東京の渋谷にありまして、今創業 4期目なん

ですが、去年の 7 月から Y 市の谷戸地区の空き家を借りまして、そこを開発拠点にしてい

ます。 

  

Q.なぜこの谷戸地区を開発拠点にしているのですか？ 
 

A.もともと、実は私、この Y 市の出身でして、この地域に、実はこの辺に住んでたんです

ね。親はもう足腰が悪くなっちゃったんで、この地区を出て Y市の別のエリアに住んでいる

んですけども、元々実家はこのへんなんです。最近、Y市が人口が減ってるとか、特にこの

あたりは空き家が増えているとかで、色々元気がないっていう話を聞いていたんで、なんか

地元に貢献したいなっていう思いもありましてね。市がやっている「空き家バンク」の制度

があるんですけど、それを利用して、今の開発拠点、オフィスを借りました。幸い、アプリ

の開発は場所を選ばないですから、ベンチャー企業が空き家を利用すれば、この地域の活性

化にもつながるかなと、まぁ、そんな思いで借りています。 

 

 

 

 スマートフォンアプリを開発するベンチャー経営者。 

 Ｙ市出身。現在、Ｙ市で空き家を借りて開発拠点にし

ている。 
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Q.なるほど、家賃はどれくらいなのですか？ 
 

A.今の場所は月 7万弱ですね。床面積も 100平米ありますね、だから 30坪くらいかな、も

う十分な広さですよ。 

 

Q.ここでの仕事はいかがですか？ 
 

A.先ほども言ったようにアプリ開発は場所を選びませんので、どこでもできます。ここはご

覧のように静かでですね、鳥のさえずりなんかも聞こえますし、すごく涼しいですから、す

ごく仕事がはかどるんですよ。自然も豊かですし、下のほうは海も広がってますし、眺めも

すごくいいんです。本当に最高ですよ。 

 

Q.でも結構階段が急だから行き来するのは大変じゃないですか？  
 

A.まぁ確かに上り下りはちょっと大変なこともありますけど、ずっとパソコンに向かって

いると運動不足になりますから、健康には丁度良いですよ。 

 

Q.高齢の方にはきつそうですが・・・ 
 

A.まぁね、ちょっと高齢の方にはきついかもしれないですね。この辺の住民の方もかなり高

齢化が進んでますのでね。おじいちゃん、おばあちゃんが生活するには大変かもしれないで

すね。買い物の宅配サービスとかありますけど、そういうのも利用できないケースとかもあ

るなんて聞きますし、買い物ができないから他の地域にいくなんてこともあるっていう話

もあるようですよ。まぁ私の場合は、運動がてら駅まで歩いて、駅前のコンビニで買い物し

たり、インターネット通販の宅配なんかもそこで受け取ってますけどね。  

 

Q.空き家が増えると治安も心配ですね。  
 

A.まぁ、確かにそういう面もありますけどね。でも地域の方同士のつながりは結構あるんで

すよ。この間も週末に近所の方と焼肉パーティーとかして交流しましたし、お互いに孤立し

ないようにする努力をすれば大丈夫じゃないかなと思っています。あとは市の「空き家バン

ク」の制度をもっと色々な人が利用して、人が住むようになればいいのかなと思います。私

も、もう少し事業が軌道に乗れば、IT ベンチャーの経営者仲間もいっぱいいますから、彼

らにも声をかけて、この地域を ITベンチャー企業が集まる場所に出来たらなぁなんていう

風に考えているんです。さっきも申しあげましたように、眺めもいいですし、東京にもアク

セスがいいですし、そんな点をアピールすればもっと若い世代を引き付けられるんじゃな

いかなって思っています。 
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08.【Ｙ市民】Ｆ市に移住した元Ｙ市民 

 

  

 

Q. Y市の住宅事情について調査をしております。ご協力宜しくお願いします。 
 

A.はい、宜しくお願いします。 

 

Q.もともと Y市にお住まいだったのですか？ 
 

A.そうなんです。以前は Y市に住んでいたのですが、3年前に F市に引っ越しました。 

 

Q.引越しをした理由は何でしょうか？ 
 

A.元々私は Y 市の海岸地区に住んでいたんです。あのあたりは閑静な住宅街で住む環境と

してはとてもよかったんです。でも、海沿いの多くが津波浸水想定区域に含まれているんで

すよね。なのでちょっと大きな地震が起こったときに不安だなということになりまして、

移住することにしたんです。あと活断層もあってちょっと怖いなぁというのもありまして。

  

Q.なるほど。他に理由はありますか？ 
 

A.あと、Y 市は、比較的坂が多い街でして、今はいいんですが、自分たちも歳をとったら、

この坂を上り下りするの、結構大変そうだなぁと、そんな話になりまして、それだったら、

思い切って移住しちゃおうかと。そんな感じです。  

 

Q.Y 市の家はどうされたのですか？ 
 

A.Y 市の家は戸建ての住宅だったんですが、まぁ思い切って売ってしまいまして、その資金

で F市に広めの新築マンションを購入しました。 

 

吉田さん 

 以前Ｙ市に住んでいたが、現在は F市に移住した。 

 都内に通勤しているサラリーマン。 
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Q.思い切った決断ですね。 
 

A.最近 Y 市の地価が下がっていまして、その意味でも、今売っちゃったほうがいいのかな

と。このまま待っていてさらに下がってしまったら嫌ですし。逆に F市の土地の値段が上が

ってますから、不動産の価値を考えても、Ｆ市に家を買ったほうが将来的にはいいのかなと。

まぁそんな計算もありまして。 

 

Q. Y市は人口も減っているようですね。 
 

A.元々住んでいる地域はさほどではなかったですが、Y市は「谷戸地区」とか、結構空き家

が増えていますから、なんとなく治安の面とかで今後大丈夫かなぁ、という不安もありまし

たね。 

 

Q.F 市に移住されていかがですか？  
 

A.そうですね、Y市に比べると大型の商業施設が近年いくつかオープンしまして、すごくに

ぎやかだなと感じます。Y市の場合、ちょっとにぎやかさに欠けるかなという感じがします。

駅前には商店街もありますが、ややレトロと言うか、昭和な感じと言うか。 

 

Q.通勤は便利になりましたか？ 
 

A.はい、とてもよくなりました。私の勤務先が新宿でして、新宿に出るとなると、今の F市

の方が新宿まで 1本でいけるんですよ。その分、通勤時間が短くなるのも魅力でした。通勤

はだいぶ楽になりましたね。まぁ、F市も海はあるんですが、海とか、山とか、自然環境の

面では、Y市のほうがいいかもなぁ。でもやっぱり通勤は F市のほうが便利ですね。その意

味ではどっちもいいところがありますね。難しいところですね。 
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Q. Y市の住宅事情について調査をしております。ご協力宜しくお願いします。 
 

A.宜しくお願い致します。 

 

Q.杉村さんは元々、最初から Y市にお住まいだったのですか？ 
 

A.元々はもうちょっと都会に住んでたんですけども、子どもがまだ小さかったこともあっ

て、もう少し自然豊かな場所で育てたいなぁと思いまして、子どもふたりいるんですけど、

長男が 5 歳のときに（Ｙ市に）移住しました。確かに自然豊かですし、あとは海がきれい

で、私サーフィンが趣味なのでとても気にいっていました。あとは、街の雰囲気が異国情緒

あふれる雰囲気で、その点も気にいっていました。 

 

Q.F 市にはいつ移住したのですか？ 
 

A.今から丁度 1年前になりますね。 

 

Q.Y 市から F市に移住されたきっかけは何だったのでしょうか？ 
 

A.一番大きなきっかけは、長男が中学受験を決めたことです。中学受験に際して、塾を探し

てみたんですけども、なかなかいい塾が見つかりませんで、地元の方にもお話を聞いてみた

ら、多くの方が地元の中学に進学されるということで、まぁ、息子にとっては受験仲間がい

て、いい塾に通うということがいいのかなと思いまして移住を決めました。 

 

Q.なるほど。他には何かありますか？ 
 

A.そうですね。（Ｙ市は）もう少し楽しく買い物ができる街だったら良かったなと思います

ね。確かに商店街もありましたけれども、空き店舗も増えてきて、なかなか活気があるとい

う感じでもなくなってきていましたし、まぁ、駅前などは再開発が行われて、お店も増えた

んですけども、全国どこでもあるようなお店がほとんどで、まぁ、個性的というか、楽しく

買い物ができるようなお店は少なかったように思います。なので、結局、横浜とか東京に出

て買い物をしていたのでその点はちょっと不満でしたね。 

杉村さん 

 以前 Y市に住んでいたが、現在は F市に移住した。 

 都内に通勤しているサラリーマン。 
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Q.なるほど。では、F 市に移住されていかがですか？ 
 

A.Ｆ市は、買い物はとても充実していると思いますね。海岸近くに大きなショッピングモー

ルができておりまして、その中には映画館もありますし、個性的な雑貨屋さんやアパレルシ

ョップなども入っています。子どもたちも、うちの妻も、そこに行くと一日中そこで遊んで

いるような状況でして、買い物も非常に楽しくなりました。 

 

Ｑ.商業施設が充実しているのですね。 
 

A.そうですね。あのショッピングモール以外にも、大規模な商業施設ができたりして、非常

に買い物の環境は良いと思います。海岸沿いにも個性的なお店とか、オシャレなレストラン

とかもありまして、非常に楽しませて頂いています。 

 

Q.他に F市に移住してよかった点はありますか？ 
 

A.そうですね。私、個人で言えば、通勤ですね。実は、電車に乗っている時間や電車の混み

具合はあまり変わらないんですけども、私、勤務地が新宿でして、これが一本で行けるよう

になったというのが大きいですね。Ｙ市にいたときには品川で乗り換えなければいけなか

ったので、やや煩雑ですし、電車もたまに遅延することがありましたので、その点は気にな

っていました。今は一本で電車に座っていけますので、非常に楽になりました。 

 

Q.都心へのアクセスが良いのですね。 
 

A.そうですね。市内に JRを含めて 6本も路線が走っていますので、通勤や通学には非常に

便利な街だと思います。 

 

Q.でも、自然環境は Y 市のほうが良かったのではないですか？ 
 

A.はい、確かに海のきれいさで言えば、Ｙ市の方が良かったかなと思います。ただＦ市も大

きな海岸がありまして、そこで砂浜遊びをしたりとか、私の趣味であるサーフィンもしたり

とか、そういうことができますので、特に大きな不満はありません。あとはＦ市は公園が多

くていいと思いましたね。水遊びができたり、アスレチックができたり、広い芝生があった

り、様々な形で子どもと遊ぶことができて非常に満足しています。 
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Ⅱ．実施ガイド 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 協働的学習者育成プログラム 

4-2 合意形成編 
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4-2-1 講師ガイド 
 

協働的学習者育成プログラム  - 合意形成編 – 

講師ガイド 
 

(1) タイムテーブル（100分間） 

時間 プログラム 

10 分 
1. 前回の振り返り 

2. プログラム紹介 

10 分 3. ウィーミングアップエクササイズ 

60 分 4. 合意形成ケーススタディ「佐藤さん一家へのアドバイス」 

10 分 5. 協働的学習者診断テスト(ポスト調査) →要回収 

10 分 
6. まとめ 

7. 振り返りシートの記入→要回収 

 

(2) プログラム実施前の準備 

 資料名 必要数 

スライド投影 

の準備 

投影スライド − 

映像教材 

の投影準備 

【映像】Y市への移住を考えている佐藤さんご夫妻 − 

教材の印刷 (1) テキスト&ワークシート 1人 1部 

【ウォーミングアップエクササイズ】 

(2) 情報シート（3種類） 

1グループ 

3種類×2枚 

【ケーススタディ】 

(3) 個人ワークシート ※A3サイズで印刷 

 

1人 1部 

(4) グループワーク 1 グループ 1部 

(5) 協働的学習者診断シート(ポスト調査) 1人 1部 

(6) 振り返りシート 

【インタビュー映像スクリプト】※必要に応じて配布 

Y市への移住を考えている佐藤さんご夫妻 

1人 1部 

パソコン 

の準備 

･ 映像教材を使用しますので、あらかじめパソコン

に映像データをセットしておきます。 

− 
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(3) プログラム実施上のポイント 

時間 プログラム 実施上のポイントなど 

10 分 1. 前回の振り返り  教室の雰囲気づくりが大切です。少しリラックス

した雰囲気がよろしいかと思います。 

 1-2名を指名して、前回の感想などを尋ねた後、

前回の内容を簡単に振り返ってください。 

 ここで時間を使いすぎると、後のワークの時間が

不足しますのでご注意ください。 

2. 本日のプログラム  簡単にプログラムの流れをご説明ください。 

 「合意形成ケーススタディ」がメインであること

をお伝えください。 

10 分 3. ウォーミングアップエクサ

サイズ 

 各メンバーがいかに上手に情報・意見の共有を行 

い、１つの結論を導くことができるかに挑戦する

ワークです。 

 グループ毎に用意してある情報シート（A・B・C 

の 3種類計 6枚）をよくシャッフルして、メンバ

ー1人 1枚配布してください。 

例） 5 人グループ → 余り 1枚 

 6 人グループ → 余りなし 

 演習時間は 5分間です。 

 意見交換は口頭のみで行わせてください。お互い 

の情報シートを見せ合わせないでください。 

 全員の意見を統合して、「鈴木ママに対するアド 

バイス内容」を決めさせてください。 

 アドバイス内容が決まったら挙手させてくださ 

い。 

【合意形成のポイント解説】 

 演習を振り返りながら、合意形成のポイントを 2 

 点を解説してください。 

 ①意見の根拠を引き出す 

 ②条件に優先順位を付ける 

60 分 4. 合意形成ケーススタディ 【状況設定】 

 前回同様、受講者は、お客様から住宅や不動産に 

関する相談に応じる住まいのアドバイザーとい

う設定です。 

 前回の情報共有編の演習で収集したＹ市の情報 

（良い所/改善点）をもとに、Y 市への移住を検 

討している佐藤さん一家へのアドバイスを検討 

することが課題です。 

【STEP①】情報収集～期待と懸念 

 受講者全員で Y 市への移住を検討している佐藤 

さんご夫妻へのインタビュー映像を視聴させま 

す。 

 受講者には映像を見ながら、佐藤さんご夫妻が移 

住に対してどのような期待と懸念を抱いている 

かを付箋に書き出させてください。 

 この際、1 つの付箋には 1つの点のみ記入させる 
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時間 プログラム 実施上のポイントなど 

ように指示してください。 

 書き出した付箋は個人用ワークシート（A3）に貼

らせてください。 

 佐藤さんご夫妻のインタビュー情報を付箋に書

き出させる際には、勝手な解釈はせず、正確に情

報を記載するよう指示してください。 

【STEP②】情報整理～期待と懸念 

 各人が付箋を書き出せたら、その情報をグループ 

内で共有させながら、改めてグループ用の模造紙 

にご夫妻の期待と懸念を整理させてください。 

【STEP③】情報分析～重要な点の絞り込み 

 模造紙に整理したご夫妻の期待と懸念のうち、ご 

夫妻が特に重視していると考えられる点を○で 

囲ませて下さい。 

【STEP④】合意形成～アドバイス内容の決定 

 これまで収集・整理した①Y 市の良い点・改善点 

 と②ご夫妻の期待と懸念を踏まえて、住まいのア 

ドバイザーとして佐藤さん一家に最終的にどの 

ようなアドバイスをするのか（移住するか・否か） 

を決めさせて下さい。 

 グループ内で合意形成をする際には 

 ①意見の根拠を明確にすること 

 ②条件に優先順位を付けること 

 を意識して行うよう指示してください。 

【発表】 

 発表時間が限られていますので、発表は（出来の

よい）2グループ程度でよろしいかと思います。 

 2-3名に演習を通じて気づいた点などを尋ねてく

ださい。 

【ケーススタディの振り返り】 

 ケーススタディ（演習）を通じて以下のようなこ

とを少しでも実感できたら、本日のプログラムは

成功だとお伝えください。 

- Y 市への移住の有無を意思決定する際に、しっ

かり根拠をもって説明することができた 

- 佐藤さんご夫妻の期待や懸念に優先順位を付

け、Y 市への移住の有無についての結論を導く

ことができた 

10 分 5. 協働的学習者診断テスト 

(ポスト調査)  

※要回収 

 プレ調査と同内容の診断テストに回答するよう

ご指示ください。 

 回答後、回収してください。 

10 分 6. まとめ  協働的学習者の定義を復習した上で、 

以下の点をお伝えください。 

- 本日は、演習を通して、明確な根拠と優先すべ

き条件を踏まえて最終的な意思決定をするこ

との大切さを学習した。 
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時間 プログラム 実施上のポイントなど 

- 現実社会の問題は複雑であり、問題解決のため

には、皆で協働して数多くの情報を収集すると

ともに多様な観点から解決策を検討し、合意形

成することが大切である。 

7. 振り返りシートの記入 

※要回収 

 振り返りシートの記入時間をできるだけ長く確

保することが、本プログラムの効果を高めること

につながります。 

 振り返りシートを回収ください。 
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
「
情
報
共
有
編
」
と
「
合
意
形
成
編
」
の

2
つ
で
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
高
校
で
の
探
求
学
習
を
進
め
る
う
え
で
基
本
と
な
る
要
素
が
詰
ま
っ
て
い
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
と
い
う
こ
と
を
最
初
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
グ
ル
ー
プ
分
け
】


こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
実
施
し
ま
す
。


原
則
と
し
て
前
回
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

協
働

的
学

習
者

 
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
‐
 合

意
形
成
編

 ‐
 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
産
業
能
率
大
学
が
、
文
部
科
学
省
「大

学
教
育
再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

 (
A

P
)」

（平
成

2
6
年
度
採
択
）に

お
け
る
高
大
接
続
事
業
の
一
環
で
開
発
し
ま
し
た
。

 

【
配
布
資
料
】


「
協
働
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
－
合
意
形
成
編
－
生
徒
用
テ
キ
ス
ト
」

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
実
施
し
た
「
協
働
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
‐
情
報
共
有
編
」
の
振
り
返
り
か
ら
は
じ
め
ま
す
。


最
初
に
何
人
か
の
生
徒
を
指
名
し
て
、
前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
か
を
尋
ね
る

な
ど
し
な
が
ら
、
振
り
返
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


前
回
同
様
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
出
す
た
め
に
も
生
徒
の
発
言
を
引
き
出
し
な
が
ら
進
め
て
く
だ
さ
い
。


前
回
と
の
間
に
時
間
が
た
っ
て
い
る
場
合
は
少
し
だ
け
時
間
を
か
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。


但
し
、
こ
こ
で
時
間
を
使
い
す
ぎ
る
と
後
半
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
日
は
、
「
合
意
形
成
編
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
が
、
最
初
に
前
回
の
振
り
返
り
を
し
て
か
ら

進
め
ま
し
ょ
う
。


前
回
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
こ
と
を
実
施
し
た
か
、
覚
え
て
い
ま
す
か
？
○
○
さ
ん
い
か
が
で
す
か
？

前
回
の
振
り
返
り
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4-2-2 投影スライド 

 

 

 

 

 

★スライドデータをこちらに挿入ください。 

  



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


前
回
、
冒
頭
で
「
い
ま
社
会
で
ど
の
よ
う
な
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し

た
。

い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る

 
人
材
と
は
？

 

は
じ
め
に
・
・
・ 

Q
u
e
st

io
n
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


前
回
、
企
業
な
ど
の
組
織
が
求
め
て
い
る
人
材
の
能
力
要
素
に
関
す
る
調
査
と
し
て
、
日
本
経
団
連

が
行
っ
て
い
る
調
査
を
紹
介
し
ま
し
た
。


こ
の
調
査
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
企
業
が
、
新
卒
採
用
の
選
考
時
に
ど
の
よ
う
な
要
素
を

重
視
し
て
い
る
か
、
を
調
べ
た
も
の
で
し
た
。


こ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
企
業
は
新
卒
採
用
の
選
考
時
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
最
も
重

視
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。


ま
た
、
こ
の
グ
ラ
フ
の
通
り
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
は
継
続
し
て

1
位
と
な
っ
て
お
り
、

企
業
が
新
卒
の
選
考
時
に
非
常
に
重
視
し
て
い
る
能
力
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。


ま
た
、
「
主
体
性
」
も
継
続
し
て

2
位
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
が
新
卒
の
選
考
時
に
非
常
に
重
視
し
て

い
る
能
力
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

社
会

が
求

め
て
い
る
人

材
と
は
？

 

出
典
：
一
般
社
団
法
人

 日
本
経
済
団
体
連
合
会
「
20

17
 年

度
 新

卒
採
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結

果
」 

ht
tp

s:
//w

w
w

.k
ei

da
nr

en
.o

r.j
p/

po
lic

y/
20

17
/0

96
.p

df
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
：
1
5
年
連
続

1
位

 
主
体
性
：
9
年
連
続
第

2
位

 

【
選

考
時

に
重

視
す
る
要

素
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


企
業
が
入
社
時
に
求
め
て
い
る
資
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
た
も
の
が
、
①
主
体
性
②
協
働
力
③
や
り

抜
く
力
で
し
た
。


企
業
等
の
組
織
に
評
価
さ
れ
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
動
く
の
で
は
な

く
、
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
「
主
体
性
」
と
、
仕
事
で
成
果
を
出
す
た
め
に
周
囲
の
関
係
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
「
協
働
」
す
る
力
、
そ
し
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
「
や
り
抜
く
力
」
の

3
つ
の

資
質
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
前
回
説
明
し
ま
し
た
。

•
 自

ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

•
 仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

に
た
け
て
い
る

 

•
 失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思

が
強

い
 

【
入

社
時

に
求

め
ら
れ
る
資

質
】
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
 

①
 主

体
性

 

②
 協

働
力

 

③
 や

り
抜

く
力

 

い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
 

※
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
20

12
）
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
を
も
と
に
作
成

  

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
振
り
返
り
を
簡
単
に
行
う
。

【
説
明
例
】


社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
社
会
人
に
な
る
段
階
で
、
様
々
な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
課
題
解

決
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
あ
る
日
突
然
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
人

材
に
な
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
も
前
回
説
明
し
ま
し
た
。


こ
う
し
た
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
高
校
や
大
学
で
の
学
習
に
お
い
て
も
他
者
と
協
働
し
て
学
習
す

る
経
験
を
積
み
重
ね
、
「
協
働
的
学
習
者
」
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

仕
事

に
お
け
る

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目

的
 

協
働

的
学

習
者

に
な
る

 

【
社

会
人

】
 

【
学

生
】
 協
働
し
て
学
習
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
人
を

 
協
働
的
学
習
者
と
定
義
し
ま
す
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


「
協
働
的
学
習
者
」
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
う
ち
、
前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
情
報
共
有
編
）
と
今
回

実
施
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
合
意
形
成
編
）
が
扱
う
範
囲
に
つ
い
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


「
協
働
的
学
習
者
」
に
求
め
ら
れ
る
能
力
の
う
ち
、
前
回
実
施
し
た
「
情
報
共
有
編
」
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
特
に
「
③
情
報
や
考
え
を
共
有
す
る
力
」
に
つ
い
て
扱
い
ま
し
た
。


今
日
実
施
す
る
「
合
意
形
成
編
」
で
は
「
④
合
意
形
成
す
る
力
」
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
き
ま
す
。

協
働

的
学

習
者

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概

要
 

多
様

な
価

値
観

や
背

景
を
も
つ
人

々
と

 

①
関

係
を
構

築
す
る
力

 

②
支

援
・
援

助
す
る
力

 

③
情

報
や
考

え
を
共

有
す
る
力

 →
情

報
共

有
編

 

④
合

意
形

成
す
る
力

 
→

合
意

形
成

編
 

前
回

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
実
施
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
状
況
設
定
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
説
明
例
】


前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
し
ま
し
た
。


皆
さ
ん
の
役
割
は
、
お
客
様
か
ら
の
住
ま
い
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
る
「
住
ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
で
し
た
。


前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
Ｙ
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
一
家
に
対
し
て
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め
、
仲
間
と
協
働
し
て
、
Ｙ
市
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し
ま
し
た
。

情
報

共
有

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

1
.
み
な
さ
ん
は
、
お
客
様

か
ら
住
宅
や
不

動
産

に
関

す
る

 
ご
相
談
に
応
じ
る
住

ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。
 

2
.
今
回
、
Ｙ
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
一
家

 
か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

 

3
.
そ
こ
で
、
佐
藤
さ
ん
一
家

に
対

し
て
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
た
め
、
仲
間
と
協
働
し
て
、
Ｙ
市
の
現
状

に
つ
い
て

 
情
報
収
集
・
整
理
・
共
有
し
ま
し
た
。

 

【
状
況
設
定
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
行
っ
た
「
情
報
共
有
編
」
の
成
果
を
土
台
に
し
な
が
ら
今
回
の
「
合
意
形
成
編
」
を
進
め
ま
す
。


前
回
の
ワ
ー
ク
と
の
関
連
性
と
違
い
を
こ
こ
で
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


前

回
の

「
情

報
共

有
編

」
で

は
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
形

式
の

動
画

を
視

聴
し

な
が

ら
Y
市

の
現

状
を

把
握

し
ま
し
た
。


今
回
の
「
合
意
形
成
編
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
収
集
し
た
情
報
を
も
と
に
、
グ
ル
ー
プ
で
、
佐
藤
さ

ん
一

家
に

対
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

（
Y
市

に
移

住
す

べ
き

か
否

か
の

ア
ド

バ
イ

ス
）

を
す

る
と

こ
ろ

ま
で

行
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

成
 

Ｙ
市
の
現
状
を

 
把
握
す
る

 

情
報
共
有
編

 
合
意
形
成
編

 

ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を

検
討
す
る

 

(
2
)
改

め
て
佐

藤
さ
ん
夫

婦
 

  
  
 か

ら
話

を
聞

い
た
上

で
、

(
3
)
ア
ド
バ
イ
ス
内

容
を
検

討
 

  
  
 →

合
意

形
成

 
 

前
回

 

(
1
)
Ｙ
市

の
関

係
者

に
 

 
 

 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
  
  
 →

情
報

収
集

・
整

理
・
共
有

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
学
ん
だ
「
情
報
共
有
」
の
ポ
イ
ン
ト
を
振
り
返
り
ま
す
。

【
説
明
例
】


前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
収
集
し
た
情
報
を
共
有
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。


「
情
報
共
有
」
は
た
だ
漠
然
と
進
め
て
も
あ
ま
り
効
果
的
で
は
な
く
、

①
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
。
勝
手
な
解
釈
を
し
な
い
。

②
情
報
を
関
連
づ
け
て
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
す
る
。

と
い
う

2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
明
し
ま
し
た
。


こ
の
ポ
イ
ン
ト
は
今
日
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
際
に
も
、
意
識
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

前
回

の
振

り
返

り
 

１
 

情
報

を
正

確
に
把

握
す
る
。
 

勝
手

な
解

釈
を
し
な
い
。

 

２
 

関
連

す
る
情

報
を

 
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

信
す
る
。

 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】
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【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


本
日
実
施
し
て
い
る
「
合
意
形
成
編
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
で
す
。


大
き
く

5
つ
の
項
目
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
最
も
重
要
な
ワ
ー
ク
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
「
佐
藤

さ
ん
一
家
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を
検
討
す
る
」
に
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


「
協
働
的
学
習
者
」
に
求
め
ら
れ
る
力
の
う
ち
、
今
回
は
、
「
合
意
形
成
す
る
力
」
に
つ
い
て
学
ん

で
い
き
ま
す
。


こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ
に
沿
っ
て
学
習
を
進
め
て
い
き
ま
す
。


特
に
「
佐
藤
さ
ん
一
家
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を
検
討
す
る
」
と
い
う
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
「
様
々

な
情
報
を
踏
ま
え
、
最
終
的
な
結
論
を
導
き
、
皆
で
合
意
形
成
す
る
」
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
て
い
き

ま
す
。

本
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

【
協
働
的
学
習
者
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

 –
 合

意
形
成
編

 -
 】

 

 
時
間

 
 

項
目

 
 

概
要

 

１
０
分

 
前
回
の
振
り
返
り

 
い
ま
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材
は
？

 
協
働
的
学
習
者
と
は
？

 
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
 

１
０
分

 
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

 
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

 
合
意
形
成
の
力
を
試
し
て
み
る
！

 

６
０
分

 
合
意
形
成

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
  

「
佐
藤
さ
ん
一
家
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を
検
討
す
る
」
 

１
０
分

 
診
断
テ
ス
ト
 

協
働
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
 

１
０
分

 
本
日
の
ま
と
め

 
全
体
振
り
返
り

 
振
り
返
り
シ
ー
ト
記
入
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


オ
ー
プ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
「
佐
藤
さ
ん
一
家
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を

検
討
す
る
」
を
よ
り
よ
く
進
め
る
た
め
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

【
説
明
例
】


ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
実
施
す
る
前
に
、
こ
れ
か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。


各
メ
ン
バ
ー
が
い
か
に
上
手
に
情
報
・
意
見
の
共
有
を
行
い
、
１
つ
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る

か
に
挑
戦
す
る
演
習
で
す
。

【
配
布
資
料
】


合
意
形
成
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

_
情
報
シ
ー
ト
（

A
4
）

→
情
報
シ
ー
ト
は

A
・
B
・

C
の
3
種
類
が
あ
り
ま
す

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

 
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

 

各
メ
ン
バ
ー
が
い
か
に
上
手
に
情
報
・
意
見
の
共
有
を

行
い
、
１
つ
の
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
か
に
挑
戦
す

る
ワ
ー
ク
で
す
。

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


演
習
の
設
定
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
配
布
し
た
情
報
シ
ー
ト
の
内
容
を
踏
ま
え
、
最
終
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
に
つ
い
て
合
意

形
成
す
る
演
習
を
行
い
ま
す
。


演
習
の
設
定
は
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
で
す
。


鈴
木
家
は
、
先
日
「
お
父
さ
ん
用
の
自
転
車
を
購
入
す
る
か
」
に
つ
い
て
家
族
会
議
を
開
き
ま
し
た

が
、
結
論
が
出
ず
、
困
っ
た
鈴
木
家
の
母
は
、
あ
な
た
を
含
む
マ
マ
友

5
人
に
相
談
し
ま
し
た
。


そ
こ
で
、
あ
な
た
は
、
他
の
マ
マ
友
と
話
し
合
い
、
鈴
木
マ
マ
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。


全
員
の
意
見
を
統
合
し
て
、
「
鈴
木
マ
マ
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
」
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。


ア
ド
バ
イ
ス
内
容
が
決
ま
っ
た
ら
挙
手
し
て
く
だ
さ
い
。

合
意

形
成

 体
験

ワ
ー
ク

 

【
状
況
設
定
】
 

•
鈴
木
家
は
、
先
日
「
お
父
さ
ん
用
の
自
転
車
を
購
入
す
る
か
」

に
つ
い
て
家
族
会
議
を
開
き
ま
し
た
が
、
結
論
が
出
ず
、
困

っ
た
鈴
木
家
の
母
は
、
あ
な
た
を
含
む
マ
マ
友

5
人
に
相
談
し

ま
し
た
。

 

•
そ
こ
で
、
あ
な
た
は
、
他
の
マ
マ
友
と
話
し
合
い
、
鈴
木
マ
マ

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

全
員
の
意
見
を
統
合
し
て
、
鈴
木
マ
マ
に
対
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


演
習
の
進
め
方
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。


意
見
交
換
は
口
頭
の
み
で
行
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


お
互
い
の
情
報
シ
ー
ト
を
見
せ
合
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
情
報
シ
ー
ト
を
グ
ル
ー
プ
に
配
布
し
ま
す
。


情
報
シ
ー
ト
は

A
・
B
・

C
の
3
種
類
計
6
枚
あ
り
ま
す
。


情
報
シ
ー
ト
を
よ
く
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
、
グ
ル
ー
プ
内
で

1
人
1
枚
ず
つ
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
5
人
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
情
報
シ
ー
ト
が

1
枚
余
り
ま
す
。

・
6
人
グ
ル
ー
プ
の
場
合
は
情
報
シ
ー
ト
は
余
り
ま
せ
ん
。

合
意

形
成

 体
験

ワ
ー

ク
 

1
.

グ
ル

ー
プ

毎
に

用
意

し
て

あ
る

情
報

シ
ー

ト
（
計

６
枚

）は
 

指
示

が
あ

る
ま

で
裏

返
し

に
し

て
お

い
て

く
だ

さ
い

。
 

2
.

情
報

シ
ー

ト
を

よ
く

シ
ャ

ッ
フ

ル
し

て
、

メ
ン

バ
ー

1
人

1
枚

 
配

布
し

て
く

だ
さ

い
。
 

例
）
 ５

人
グ

ル
ー

プ
 →

 余
り

1
枚

 
 

６
人

グ
ル

ー
プ

 →
 余

り
な

し
 

3
.

演
習

時
間

は
５

分
間

で
す

。
 

4
.

意
見

交
換

は
口

頭
の

み
で

行
っ

て
く

だ
さ

い
。
 

お
互

い
の

情
報

シ
ー

ト
を

見
せ

合
っ

て
は

い
け

ま
せ

ん
。
 

5
.

ア
ド
バ

イ
ス

内
容

が
決

ま
っ

た
ら

挙
手

し
て

く
だ

さ
い

。
 

【
演

習
の

進
め

方
】
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


ス
ラ
イ
ド
に
あ
る
よ
う
な
内
容
に
注
意
し
な
が
ら
進
め
る
よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
合
意
形
成
に

と
っ
て
は
不
可
欠
な
点
で
す
。

【
説
明
例
】


で
は
、
こ
れ
か
ら
演
習
を
行
い
ま
す
。


グ
ル
ー
プ
で
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
最
終
的
な
結
論
を
導
き
出
し
、
皆
で
合
意
形
成
を
す
る
際
に

は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。


結
論
に
至
ら
ず
、
時
間
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
途
中
で
話
し
合
い
を
や
め
、
多
数
決
で
決
め

よ
う
と
し
た
り
、
最
初
か
ら
結
論
を
決
め
て
、
理
由
を
後
付
け
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
意
見
を

言
っ
て
い
な
い
人
が
い
る
の
に
、
そ
の
人
の
意
見
を
確
認
し
な
い
ま
ま
結
論
を
出
し
て
し
ま
っ
た
り
、

結
論
に
対
し
て
少
し
疑
問
を
持
っ
て
い
る
人
が
い
る
の
に
、
そ
の
人
の
考
え
を
十
分
吟
味
し
な
い
ま

ま
、
決
定
し
よ
う
と
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

合
意

形
成

 体
験

ワ
ー
ク

 【
失
敗
例
】
 

1
.
時
間
切
れ

 
：
 結

論
に
至
ら
な
い

 

2
.
多
数
決

 
：
 合

意
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
を
割
愛
し
て
い
る

 

3
.
結
論
あ
り
き

 
：
 結

論
を
決
め
て
理
由
を
後
付
け

 

4
.
議
論
不
活
性

 ：
 意

見
の
言
い
足
り
て
い
な
い
人
が
い
る

 

5
.
不
完
全
合
意

 ：
 結

論
に
反
対
で
は
な
い
が
心
か
ら
賛
成

 
 

 
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
人
が
い
る
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


合
意
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
、
議
論
が
で
き
た
か
ど
う
か
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
の
演
習
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

振
り
返

り
 

【
説
明
例
】


合
意
形
成
の

1
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
「
意
見
の
根
拠
を
引
き
出
す
」
で
す
。


例
え
ば
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
の
よ
う
に
、
話
し
合
い
の
際
に
自
分
の
意
見
を
述
べ
る
と
き
に
は
、
必
ず

そ
の
根
拠
も
合
わ
せ
て
述
べ
る
こ
と
で
、
皆
の
考
え
の
共
有
が
進
み
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

振
り
返

り
 

１
 

意
見

の
根

拠
を
引

き
出

す
。
 

【
合
意
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
】
 

ぜ
ひ
お
父
さ
ん
に

自
転
車
買
っ
て
あ

げ
よ
う
よ
！

 

運
動
不
足
解
消
の

た
め
、
自
転
車
に

乗
り
た
い
ん
だ
っ

て
。

 

W
H
Y
?
 

[
意
見

]
 

[
根
拠

]
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【
説
明
例
】


ま
た
、
最
終
的
な
案
を
導
き
出
す
際
に
は
、
考
慮
す
べ
き
様
々
な
条
件
を
洗
い
出
し
た
う
え
で
相
互

に
比
較
し
、
ど
の
条
件
を
優
先
す
べ
き
か
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

振
り
返

り
 

【
合
意
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
】 

２
 

条
件

に
優

先
順

位
を
つ
け
る
。

 

毎
晩
帰
り
が
遅
く
、

自
転
車
を
使
用
す
る

の
は
休
日
に
限
ら
れ

る
。

 

ロ
ー
ド
バ
イ
ク
は
か

な
り
高
額
で
、
家
計

を
圧
迫
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

 

[
使
用
頻
度

]
 

[
支
出
額

]
 

共
同
駐
輪
場
は
不
足

気
味
で
、
空
き
が
出

る
と
希
望
者
の
間
で

抽
選
が
行
わ
れ
る
。

 

[
駐
輪
場

]
 

優
先
度
１

 
優
先
度
３

 
優
先
度
２

 

【
説
明
例
】


た
だ
漠
然
と
話
し
合
い
を
進
め
て
も
、
物
事
が
決
ま
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。


皆
で
話
し
合
い
、
合
意
形
成
に
至
る
た
め
に
は
、
こ
の

2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
大
切
で
す
。

①
意
見
の
根
拠
を
引
き
出
す
。

②
条
件
に
優
先
順
位
を
つ
け
る
。


こ
の

2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
意
識
し
て
、
こ
の
あ
と
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

振
り
返

り
 １

 
意

見
の
根

拠
を
引

き
出

す
。
 

２
 

条
件

に
優

先
順

位
を
つ
け
る
。

 

【
合
意
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
】
 

こ
の
点
を
意
識
し
て
次
の
ワ
ー
ク
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
！
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


こ
れ
か
ら
今
日
の
メ
イ
ン
の
ワ
ー
ク
で
あ
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
う
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ク
イ
ズ
を
含
め
、
こ
こ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
進
め
る
よ
う
に

伝
え
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
は
以
下
の
内
容
で
進
め
ま
す
。

①
状
況
設
定
の
説
明

②
映
像
の
視
聴

～
佐
藤
さ
ん
夫
婦
の
会
話
の
映
像
を
視
聴
し
、
メ
モ
を
取
る

③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
／
情
報
収
集

～
映
像
の
中
で
語
ら
れ
て
い
た
情
報
を
も
と
に
、
夫
婦
の

「
期
待
」
と
「
懸
念
」
を
抽
出
し
、
模
造
紙
を
使
っ
て
整
理
す
る

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
／
情
報
分
析

～
夫
婦
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
「
期
待
」
と
「
懸
念
」

を
分
析
し
、
特
に
重
視
し
て
い
る
も
の
を
絞
り
込
む

⑤
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
／
合
意
形
成

～
分
析
結
果
を
踏
ま
え
、
佐
藤
さ
ん
一
家
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
内
容
を
検
討
す
る

⑥
発
表

～
活
発
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
指
名
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
結
果
を
発
表
す
る

（
2～

3
グ
ル
ー
プ
程
度
）

【
説
明
例
】


こ
れ
か
ら
、
前
回
の
続
き
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
行
い
ま
す
。


こ
こ
ま
で
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

合
意
形
成

 
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
状
況
設
定
の
説
明


ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
状
況
設
定
を
も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


皆
さ
ん
の
役
割
は
、
お
客
様
か
ら
の
住
ま
い
に
関
す
る
ご
相
談
に
応
じ
る
「
住
ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
」
で
し
た
。


前
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
Ｙ
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
一
家
に
対
し
て
適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
た
め
、
仲
間
と
協
働
し
て
、
Ｙ
市
の
現
状
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し
ま
し
た
。

再
確

認
 

1
.
み
な
さ
ん
は
、
お
客
様

か
ら
住
宅
や
不

動
産

に
関

す
る

 
ご
相
談
に
応
じ
る
住

ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。
 

2
.
今
回
、
Ｙ
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
佐
藤
さ
ん
一
家

 
か
ら
相
談
を
受
け
ま
し
た
。

 

3
.
そ
こ
で
、
佐
藤
さ
ん
一
家

に
対

し
て
適

切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
た
め
、
仲
間
と
協
働
し
て
、
Ｙ
市
の
現
状

に
つ
い
て

 
情
報
収
集
・
整
理
・
共
有
し
ま
し
た
。

 

【
状
況
設
定
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
状
況
設
定
の
説
明


今
回
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
位
置
づ
け
を
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
は
、
最
初
に
佐
藤
さ
ん
夫
婦
が
移
住
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
映
像
を
視
聴
し
、
移
住
に
関

す
る
佐
藤
さ
ん
一
家
の
考
え
を
探
り
ま
す
。


そ
の
う
え
で
、
前
回
の
ワ
ー
ク
で
収
集
し
た

Y
市
の
情
報
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
佐
藤
さ
ん
一
家
へ

の
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

成
 

Ｙ
市
の
現
状
を

 
把
握
す
る

 

情
報
共
有
編

 
合
意
形
成
編

 

ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を

検
討
す
る

 

(
2
)
改

め
て
佐

藤
さ
ん
夫

婦
 

  
  
 か

ら
話

を
聞

い
た
上

で
、

(
3
)
ア
ド
バ
イ
ス
内

容
を
検

討
 

  
  
 →

合
意

形
成

 
 

本
日

 

(
1
)
Ｙ
市

の
関

係
者

に
 

 
 

 イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

 
  
  
 →

情
報

収
集

・
整

理
・
共
有

 

①
状
況
設
定
の
説
明


ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
て
き
た
家
族
（
佐
藤
さ
ん
一
家
）
の
状
況
を
も
う
一
度
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


前
回
説
明
し
た
よ
う
に
、
佐
藤
さ
ん
一
家
は
、
こ
の
ス
ラ
イ
ド
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
家
族
構
成
で

す
。


父

4
1
歳
,
 
会
社
員


母

3
6
歳
,
専
業
主
婦


子
ど
も

3
人
（
長
女

5
歳
、
次
女

3
歳
、
長
男
1
歳
）

合
意

形
成

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
①

】
 情

報
収
集

 ～
期
待
と
懸
念

 

Ｙ
市
へ
の
移
住
を
検
討
し
て
い
る
佐

藤
さ
ん
ご
夫
妻

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
て
き
ま
し
た
。
 


父

：
4
1
歳

, 
会

社
員

 
母

：
3
6
歳

, 
専

業
主

婦
 


子

ど
も
：3

人
（
長

女
5
歳

、
次

女
3
歳

、
長

男
1
歳

）
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

②
映
像
の
視
聴

～
佐
藤
さ
ん
夫
婦
の
会
話
の
映
像
を
視
聴
し
、
メ
モ
を
取
る


個
人
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
付
箋
、
ペ
ン
を
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。


イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
動
画
を
視
聴
し
な
が
ら
佐
藤
さ
ん
夫
婦
の
う
ち
、
夫
と
妻
の
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
、
ま
た

二
人
の
考
え
方
の
違
い
な
ど
を
「
期
待
」
と
「
懸
念
」
と
い
う
観
点
か
ら
付
箋
に
書
き
出
し
な
が
ら
整

理
し
て
い
き
ま
す
。


動
画
の
視
聴
に
当
た
っ
て
は
前
回
同
様
、
勝
手
な
解
釈
を
す
る
の
で
は
な
く
正
確
な
情
報
収
集
を
意
識

し
て
進
め
る
よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
、
こ
れ
か
ら
全
員
で
佐
藤
さ
ん
夫
妻
が
移
住
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
映
像
を
見
て
も
ら

い
ま
す
。


映
像
を
見
な
が
ら
、
Ｙ
市
へ
の
移
住
に
関
し
て
ご
主
人
と
奥
様
が
ど
の
よ
う
な
「
期
待
」
と
「
懸
念
」

を
抱
い
て
い
る
か
付
箋
に
書
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。


な
お
、
黄
色
の
付
箋
に
は
「
期
待
し
て
い
る
点
」
、
ピ
ン
ク
の
付
箋
に
は
「
懸
念
し
て
い
る
点
」
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


合
意
形
成

_
個
人
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（

A
3
）


付
箋
（
黄
色
／
ピ
ン
ク
色
）


ペ
ン合
意

形
成

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
①
】
 情

報
収
集

 ～
期
待
と
懸
念

 

こ
れ
か
ら
全
員

で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
を
見
て
も
ら
い
ま
す
。
映
像
を

見
な
が
ら
、
Ｙ
市
へ
の
移
住
に
関

し
て
ご
主

人
と
奥
様

が
ど
の
よ
う
な

期
待
と
懸
念
を
抱
い
て
い
る
か
付
箋

に
書
き
出

し
て
く
だ
さ
い
。

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
→
期
待
し
て
い
る
点

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
→
懸
念
し
て
い
る
点

 
 ※
1
枚
の
付
箋
に
は
1
つ
の
情
報

の
み
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

 

黄
色

 

ピ
ン
ク

 

【
説
明
例
】


付
箋
に
情
報
を
書
き
出
し
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
貼
り
付
け
る
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
ス
ラ
イ
ド
の
通
り
で
す
。

合
意

形
成

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
①
】
 情

報
収
集

 ～
期
待
と
懸
念

 

映
像
を
見
な
が
ら

 
付
箋
に
書
き
出
す

 

【
個
人
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
】
 

期
待

 

懸
念

 

佐
藤
さ
ん
ご
夫
婦
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【
説
明
例
】


な
お
、
佐
藤
さ
ん
夫
妻
の
映
像
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
付
箋
に
記
入
す
る
際
に
は
、
前
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
時
に
説
明
し
た
ポ
イ
ン
ト
「
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
」
「
勝
手
な
解
釈
を
し
な
い
」
を
意

識
し
て
進
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

合
意

形
成

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
①
】
 情

報
収
集

 ～
期
待
と
懸
念

 

映
像
を
見
な
が
ら

 
付
箋
に
書
き
出
す

 

【
個
人
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
】
 

期
待

 

懸
念

 

佐
藤
さ
ん
ご
夫
婦

 

情
報

を
正

確
に
把

握
す
る
。
 

勝
手

な
解

釈
を
し
な
い
。

 
１

 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】 

映
像
視
聴
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

③
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
／
情
報
収
集


各
自
が
メ
モ
し
た
夫
婦
の
「
期
待
」
と
「
懸
念
」
を
共
有
し
、
模
造
紙
を
使
っ
て
整
理
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
で
記
入
し
た
付
箋
を
グ
ル
ー
プ
内
で
共
有
し
な
が
ら
、
模
造
紙
に
佐

藤
さ
ん
夫
婦
の
「
期
待
」
と
「
懸
念
」
を
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

_
グ
ル
ー
プ
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
模
造
紙
）


付
箋


ペ
ン

期
待

 
懸

念
 

合
意

形
成

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
②
】
 
情
報
整
理

 ～
期
待
と
懸
念

 

各
人
が
記
入
し
た
付
箋
を
模
造
紙
に
移
動
し
な
が
ら
、
 

ご
夫
婦
の
期
待
と
懸
念
を
整
理
し
て
く
だ
さ
い
。
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
／
情
報
分
析


夫
婦
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
る
「
期
待
」
と
「
懸
念
」
を
分
析
し
、
特
に
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
も
の
を
絞
り
込
ま
せ
ま
す
。

【
説
明
例
】


模
造
紙
に
「
期
待
」
と
「
懸
念
」
の
付
箋
が
整
理
で
き
た
ら
、
今
度
は
、
そ
の
中
か
ら
、
特
に
ご
夫

婦
が
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
特
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
特
に
心
配
に
思
っ

て
い
る
こ
と
）
を
特
定
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。


「
期
待
」
や
「
懸
念
」
の
中
に
は
、
ご
主
人
と
奥
様
で
共
通
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

る
も
の
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。


そ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
、
こ
の
ご
夫
婦
が
意
思
決
定
を
す
る
う
え
で
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
点
を
絞

り
込
み
、
○
で
囲
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

合
意

形
成

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
③
】
 
情
報
分
析

 ～
重
要
な
点
の
絞
り
込
み

 

ご
夫
婦
が
特
に
重
視
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
点
を
〇

で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

期
待

 
懸

念
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

⑤
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
／
合
意
形
成


前
回
収
集
し
た
情
報
と
佐
藤
さ
ん
夫
婦
の
期
待
と
懸
念
を
照
合
さ
せ
な
が
ら
、
佐
藤
さ
ん
一
家
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を
検
討
さ
せ
ま
す
。


前
回
の
「
情
報
収
集
編
」
で
整
理
し
た
模
造
紙
と
今
回
の
模
造
紙
を
使
い
な
が
ら
さ
ら
に
ア
ド
バ
イ

ス
に
向
け
た
検
討
を
進
め
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


佐
藤
さ
ん
夫
妻
が
意
思
決
定
を
す
る
う
え
で
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
点
と
、
前
回
整
理
し
た

Y
市
の

「
良
い
点
」
・
「
改
善
点
」
の
情
報
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
住
ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
佐
藤

さ
ん
一
家
に
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
か
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

合
意

形
成

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
④
】
 
合
意
形
成

 ～
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
の
決
定

 

こ
れ
ま
で
情
報
収
集
・
整
理
し
た

(
1
)
Ｙ
市
の
良
い
点
・
改
善
点
と

(
2
)
期
待
と
懸
念
を
踏
ま
え
て
、
住
ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

佐
藤
さ
ん
一
家
に
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
か
決
め
て
く
だ

さ
い
。
 

良
い
点

 
改
善
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 

改
善
点

 

改
善
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

自
然

 

●
●

 

●
●

 

買
い
物

 

●
●

 

改
善
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

●
●

 

期
待

 
懸

念
 

【
説
明
例
】


な
お
、
最
終
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
を
検
討
す
る
際
に
は
、
な
ぜ
、
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
に
す
る
の

か
、
必
ず
「
根
拠
」
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。


ま
た
、

Y
市
へ
の
移
住
の
是
非
を
考
え
る
う
え
で
考
慮
す
べ
き
様
々
な
条
件
の
う
ち
、
特
に
ど
の
条
件

を
優
先
し
て
決
め
る
べ
き
か
も
話
し
合
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

合
意

形
成

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
④
】
 
合
意
形
成

 ～
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
の
決
定

 

こ
れ
ま
で
情
報
収
集
・
整
理
し
た

(
1
)
Ｙ
市
の
良
い
点
・
改
善
点
と

(
2
)
期
待
と
懸
念
を
踏
ま
え
て
、
住
ま
い
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て

佐
藤
さ
ん
一
家
に
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
か
決
め
て
く
だ

さ
い
。
 

良
い
点

 
改
善
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 

良
い
点

 
良
い
点

 
良
い
点

 

改
善
点

 

改
善
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

自
然

 

●
●

 

●
●

 

買
い
物

 

●
●

 

改
善
点

 
改
善
点

 
改
善
点

 

●
●

 

期
待

 
懸

念
 

１
 

意
見

の
根

拠
を
引

き
出

す
。
 

２
 

条
件

に
優

先
順

位
を
つ
け
る
。

 

【
合
意
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
】
 

167



【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

⑤
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
／
合
意
形
成


模
造
紙
に
最
終
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
（

A
：
Y
市
に
移
住
す
べ
き
／

B
：
Y
市
に
移
住
し
な
い
ほ
う

が
い
い
）
と
そ
の
根
拠
を
記
入
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。


必
ず
、
佐
藤
さ
ん
一
家
が
移
住
す
べ
き
か
ど
う
か
の
結
論
を
出
す
こ
と
、
ま
た
そ
の
意
思
決
定
の

理
由
を
考
え
な
が
ら
進
め
る
よ
う
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。


こ
の
際
、
心
理
学
で
い
う
「
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
」
が
働
き
、
「
移
住
し
な
い
」
意
思
決
定
を
す

る
グ
ル
ー
プ
が
多
く
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
た
め
、
あ
ま
り
に
も
偏
っ
た
意
思
決
定
が
な
さ
れ
る

場
合
は
、
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
違
う
意
思
決
定
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
を
さ
せ
て
み
る

と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

【
説
明
例
】


最
終
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
（

A
：
Y
市
に
移
住
す
べ
き
／

B
：
Y
市
に
移
住
し
な
い
ほ
う
が
い
い
）
が

決
ま
っ
た
ら
、
模
造
紙
に
そ
の
内
容
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

_
グ
ル
ー
プ
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
模
造
紙
）

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
②
③
】
 情

報
整
理
・
分
析

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
グ
ル
ー
プ
番
号

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
メ
ン
バ
ー
氏
名

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

. 

期
待

 
懸

念
 

Ｙ
市
の
良
い
点
・
改
善
点
と
、
佐
藤
さ
ん
ご
夫
妻
の
期
待
と
懸
念
（
重

視
す
る
点
）
を
踏
ま
え
る
と
、
佐
藤
さ
ん
一

家
は
・
・
・
（
ど
ち
か
ら
に
○
を
つ
け
る
）
 

A
 

: 
Y
市
に
移
住
す
べ
き

 
 
・
 

 
B
 

: 
Y
市
に
移
住
し
な
い
ほ
う
が
い
い

 

意
思
決
定
の
理
由
は
？

 

【
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
④
】
 合

意
形
成

 ～
ア
ド
バ
イ
ス
内
容
の
決
定

. 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】

⑥
発
表

～
活
発
だ
っ
た
グ
ル
ー
プ
を
指
名
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
結
果
を
発
表
す
る
（

2
～
3
グ
ル

ー
プ
程
度
）
。


グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
進
捗
状
況
に
も
よ
り
ま
す
が
、
時
間
が
あ
れ
ば
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
を
指

名
し
て
発
表
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。


佐
藤
さ
ん
一
家
は

Y
市
に
移
住
す
べ
き
か
、
否
か
、
ま
た
そ
の
理
由
を
発
表
し
て
く
だ
さ
い
。

発
表
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
演
習
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
い
た
か
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
た
か
、
何
人

か
の
生
徒
に
コ
メ
ン
ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


今
回
の
演
習
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
か
？
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ま
し
た

か
？
○
○
さ
ん
い
か
が
で
す
か
？

演
習
を
通
じ
て

 
気
づ
い
た
こ
と

, 
感
じ
た
こ
と

 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


最
後
に
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
と
「
協
働
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
」
を
配
布
し
て
く
だ
さ
い
。


「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
記
入
す
る
時
間
は
で
き
る
だ
け
長
く
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
高
め
る
点
で
も
重
要
で
す
。

【
説
明
例
】


最
後
に
、

2
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
の
意
識
が
ど
の
程
度
変
化
し
た
か
、
確
認
す
る
た

め
、
前
回
実
施
し
た
自
己
診
断
テ
ス
ト
を
も
う
一
度
実
施
し
ま
す
。


あ
ま
り
深
く
考
え
ず
に
、
感
覚
的
に
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。


自
己
診
断
テ
ス
ト
へ
の
解
答
が
終
わ
っ
た
ら
、
「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
配
布
資
料
】


「
協
働
的
学
習
者
診
断
テ
ス
ト
」


「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」

協
働
的
学
習
者

 
診
断
テ
ス
ト
②

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
変

化
が
起

こ
っ
た

で
し
ょ
う
か
。
自

己
診

断
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
「
情
報
共
有
編
」
と
今
回
の
「
合
意
形
成
編
」
を
振
り
返
り
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド
に
従
っ
て
全

体
の
ま
と
め
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


そ
れ
で
は
、

2
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
き
た
「
協
働
的
学
習
者
育
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
体
の
ま

と
め
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。全
体
の
ま
と
め

 

【
説
明
例
】


日
本
経
団
連
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
企
業
は
新
卒
採
用
の
選
考
時
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

を
最
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

社
会

が
求

め
て
い
る
人

材
と
は
？

 

出
典
：
一
般
社
団
法
人

 日
本
経
済
団
体
連
合
会
「
20

17
 年

度
 新

卒
採
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結

果
」 

ht
tp

s:
//w

w
w

.k
ei

da
nr

en
.o

r.j
p/

po
lic

y/
20

17
/0

96
.p

df
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
：
1
5
年
連
続

1
位

 
主
体
性
：
9
年
連
続
第

2
位

 

【
選

考
時

に
重

視
す
る
要

素
】
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【
説
明
例
】


企
業
が
入
社
時
に
求
め
て
い
る
資
質
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
し
た
も
の
が
、
①
主
体
性
②
協
働
力
③
や
り

抜
く
力
で
し
た
。


企
業
等
の
組
織
に
評
価
さ
れ
、
社
会
で
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
か
ら
言
わ
れ
て
動
く
の
で
は
な

く
、
自
ら
考
え
て
行
動
す
る
「
主
体
性
」
と
、
仕
事
で
成
果
を
出
す
た
め
に
周
囲
の
関
係
者
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
「
協
働
」
す
る
力
、
そ
し
て
最
後
ま
で
諦
め
ず
「
や
り
抜
く
力
」
の

3
つ
の

資
質
が
非
常
に
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。


「
協
働
的
学
習
者
育
成
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
そ
の
中
で
も
、
「
協
働
力
」
に
焦
点
を
当
て
て
学
ん
で

き
ま
し
た
。

出
典

:労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
「
入
職
初
期
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
調
査
」
(2

01
1)

   

•
 自

ら
考
え
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る

 

•
 仕

事
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

に
た
け
て
い
る

 

•
 失

敗
や
困

難
が
あ
っ
て
も
や
り
遂
げ
よ
う
と
す
る
意
思

が
強

い
 

【
入

社
時

に
求

め
ら
れ
る
資

質
】
 

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
 

①
 主

体
性

 

②
 協

働
力

 

③
 や

り
抜

く
力

 

い
ま
社

会
が
求

め
て
い
る
人

材
 

【
説
明
例
】


社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に
は
、
社
会
人
に
な
る
段
階
で
、
様
々
な
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
、
課
題
解

決
が
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
あ
る
日
突
然
こ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
人

材
に
な
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


こ
う
し
た
人
材
に
な
る
た
め
に
は
、
高
校
や
大
学
で
の
学
習
に
お
い
て
も
他
者
と
協
働
し
て
学
習
す

る
経
験
を
積
み
重
ね
、
「
協
働
的
学
習
者
」
に
な
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

仕
事

に
お
け
る

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
に
た
け
て
い
る

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
目

的
 

協
働

的
学

習
者

に
な
る

 

【
社

会
人

】
 

【
学

生
】
 協
働
し
て
学
習
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
人
を

 
協
働
的
学
習
者
と
定
義
し
ま
す
。
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【
説
明
例
】


「
協
働
的
学
習
者
」
と
は
、
多
様
な
価
値
観
や
背
景
を
も
つ
人
々
と
「
関
係
を
構
築
す
る
力
」
「
支

援
・
援
助
す
る
力
」
「
情
報
や
考
え
を
共
有
す
る
力
」
「
合
意
形
成
す
る
力
」
を
備
え
た
人
で
す
。


こ
う
し
た
能
力
の
う
ち
、
前
回
実
施
し
た
「
情
報
共
有
編
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
特
に
「
③
情
報

や
考
え
を
共
有
す
る
力
」
に
つ
い
て
扱
い
、
今
日
実
施
し
た
「
合
意
形
成
編
」
で
は
「
④
合
意
形
成

す
る
力
」
に
つ
い
て
扱
っ
て
い
き
ま
し
た
。

協
働

的
学

習
者

 

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概

要
 

多
様

な
価

値
観

や
背

景
を
も
つ
人

々
と

 

①
関

係
を
構

築
す
る
力

 

②
支

援
・
援

助
す
る
力

 

③
情

報
や
考

え
を
共

有
す
る
力

 →
情

報
共

有
編

 

④
合

意
形

成
す
る
力

 
→

合
意

形
成

編
 

【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


前
回
の
「
情
報
共
有
編
」
の
ま
と
め
を
簡
単
に
ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


情
報
や
考
え
を
多
様
な
他
者
と
共
有
す
る
際
、
た
だ
漠
然
と
情
報
共
有
を
進
め
て
も
あ
ま
り
効
果
的

で
は
な
く
、

①
情
報
を
正
確
に
把
握
す
る
。
勝
手
な
解
釈
を
し
な
い
。

②
情
報
を
関
連
づ
け
て
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
信
す
る
。

と
い
う

2
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

第
１
回

の
振

り
返

り
 

１
 

情
報

を
正

確
に
把

握
す
る
。
 

勝
手

な
解

釈
を
し
な
い
。

 

２
 

関
連

す
る
情

報
を

 
適

切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発

信
す
る
。

 

【
情
報
共
有
の
ポ
イ
ン
ト
】
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【
授
業
進
行
上
の
ポ
イ
ン
ト
】


今
回
の
「
合
意
形
成
編
」
の
ま
と
め
を
簡
単
に
ス
ラ
イ
ド
に
沿
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
例
】


ま
た
、
多
様
な
他
者
と
話
し
合
い
、
最
終
的
な
意
思
決
定
に
つ
い
て
合
意
形
成
し
て
行
く
際
に
は
、

①
意
見
の
根
拠
を
引
き
出
す
。

②
条
件
に
優
先
順
位
を
つ
け
る
。

の
2
点
を
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。


こ
れ
ら
の
「
協
働
力
」
の
実
践
ポ
イ
ン
ト
は
今
後
皆
さ
ん
が
探
究
活
動
を
進
め
て
行
く
際
に
も
大
変

重
要
に
な
る
点
な
の
で
是
非
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

第
２
回

の
振

り
返

り
 

１
 

意
見

の
根

拠
を
引

き
出

す
。
 

２
 

条
件

に
優

先
順

位
を
つ
け
る
。

 

【
合
意
形
成
の
ポ
イ
ン
ト
】 

【
説
明
例
】


現
実
社
会
の
問
題
は
複
雑
で
す
。
一
人
の
力
で
は
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。


そ
こ
で
、
様
々
な
他
者
と
協
働
し
て
、
問
題
解
決
に
必
要
な
数
多
く
の
情
報
を
収
集
し
、
皆
で
解
決
策

を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。


こ
の
際
、
一
人
ひ
と
り
が
「
協
働
力
」
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。


是
非
、
今
後
の
探
究
活
動
を
通
し
て
、
自
身
の
「
協
働
力
」
を
磨
い
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。


こ
れ
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
わ
り
ま
す
。
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ま
と
め

 

現
実
社
会
の
問
題
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
協
働
力
が

不
可
欠
！

 

現
実
社
会
の
問
題
は
複
雑
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
 

協
働
し
て
数
多
く
の
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
が
必
要
。

 

現
実
社
会
の
問
題
の
解
決
に
近
道
は
な
い
。
そ
こ
で
、
 

協
働
し
て
多
様
な
視
点
か
ら
解
決
策
を
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
。
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4-2-3 教材 

(1) テキスト＆ワークシート 
 

協働的学習者育成プログラム  - 合意形成編 - 

学年・組  氏 名  

 

1. 前回の振り返り 

 住まいのアドバイザーとして佐藤さん夫婦にアドバイスを行うため、前回は Y市の関係

者へのインタビュー映像を視聴しました。視聴後、収集した情報を整理しながらグループ

で情報の共有を行い、Y市の現状把握を行いました。 

 

【仕事におけるコミュニケーション能力とは】 

多様な価値観や背景をもつ人々と 

①関係を構築する力 

②支援・援助する力 

③情報や考えを共有する力 →情報共有 

④合意形成する力 →合意形成 

 

【本日のプログラム】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. ウォーミングアップエクササイズ 

【状況設定】 

 鈴木家は、先日「お父さんの自転車を購入するかどうか」について家族会議を開きまし

たが、結論が出ず、困った鈴木家の母はあなたを含むママ友 5人に相談しました。 

 

 

【エクササイズの進め方】 

１. 情報シートが 3種類 6枚用意されています。 

２．情報シートをよくシャッフルして 1人 1枚配布してください。 
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３．情報交換は口頭のみで行ってください。情報カードを見せ合ってはいけません。 

４. グループで鈴木ママに対するアドバイスを決めてください。 

（メモ欄） 

 

 

 

 

 

【合意形成のポイント】 

 意見の根拠を引き出す。 

 条件に優先順位をつける。 

 

3. 合意形成ケーススタディ 

 

【演習の進め方】 

 １.これから佐藤さん夫婦の会話を動画で視聴します。 

2.この動画はクラス全員で見ます。 

3.動画をみながら佐藤さん夫婦の移住に関する考え方を探ってください。 

4.次にグループで佐藤さん夫婦の移住に対する期待と懸念とを付箋に書出しながら情報

を整理しつつ最終的なアドバイスを考えてください。 

 

 

4. 協働的学習者診断テスト(ポスト調査) 

 

 

5. まとめ 

【学生】協働的学習者 →【社会】仕事におけるコミュニケーション能力にたけている 

 

【仕事におけるコミュニケーション能力とは】 

多様な価値観や背景をもつ人々と 

①関係を構築する力 

②支援・援助する力 

③情報や考えを共有する力 →情報共有 

④合意形成する力 →合意形成 
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(2) 情報シート 

協働的学習者育成プログラム  - 合意形成編 – 

情報シート A 
 

本情報シートへの書き込みは自由です。エクササイズ終了後回収します。 

情報シートに書かれていないことは想像して情報を付加しながら検討してください。 

 

共通情報 

 鈴木家は、先日「お父さん用の自転車を購入するか」について家族会議を開きました

が、結論が出ず、困った鈴木家の母は、あなたを含むママ友 5 人に相談しました。そこ

で、あなたは、他のママ友と話し合い、鈴木ママにアドバイスしてあげることにしまし

た。 

・ 鈴木家は 4人家族： 

 父(43 歳,会社員)、母(42歳,派遣社員)、長男(10歳,小学 4年生)、次男(5歳,保育

園) 

・ 現在、母と長男が自転車を保有 

- 母は、保育園の送り迎えと通勤、買い物に利用している 

- 長男は、塾や野球の練習に行くために利用している 

- 2 台の自転車は自宅マンションの共同駐輪場に置いている 

・ 自転車のほかに、自家用車 1台を保有。車を使うのは休日のみ。父は電車通勤。 

・ 自宅は東京都心から電車で 1時間の距離にある。 

・ 自宅から自転車で 10分のところに河原がありサッカーや野球ができる。 

 

個別情報 

 あなたは、以下の情報を知っています。この情報をもとに、他のママ友に自分の意見

（鈴木家はお父さん用にもう一台自転車を購入すべきか否か）を伝える準備をしてくだ

さい。 

・ 鈴木パパは仕事で毎晩帰りが遅く、自転車を使用するのは休日に限られる。 

・ 鈴木パパは、最近お腹が出てきたのを気にしている。運動不足解消のため、自転車

に乗りたいと思っている。 

・ 鈴木家はアクティブな家族で、夏はキャンプ、冬はスキーに、よく車で出かけてい

る。 
 

本情報シートの内容は、実在の人物・団体とは一切関係ありません。 
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協働的学習者育成プログラム  - 合意形成編 – 

情報シート B 

 

本情報シートへの書き込みは自由です。エクササイズ終了後回収します。 

情報シートに書かれていないことは想像して情報を付加しながら検討してください。 

 

共通情報 

 鈴木家は、先日「お父さん用の自転車を購入するか」について家族会議を開きました

が、結論が出ず、困った鈴木家の母は、あなたを含むママ友 5 人に相談しました。そこ

で、あなたは、他のママ友と話し合い、鈴木ママにアドバイスしてあげることにしまし

た。 

・ 鈴木家は 4人家族： 

 父(43 歳,会社員)、母(42歳,派遣社員)、長男(10歳,小学 4年生)、次男(5歳,保育

園) 

・ 現在、母と長男が自転車を保有 

- 母は、保育園の送り迎えと通勤、買い物に利用している 

- 長男は、塾や野球の練習に行くために利用している 

- 2 台の自転車は自宅マンションの共同駐輪場に置いている 

・ 自転車のほかに、自家用車 1台を保有。車を使うのは休日のみ。父は電車通勤。 

・ 自宅は東京都心から電車で 1時間の距離にある。 

・ 自宅から自転車で 10分のところに河原がありサッカーや野球ができる。 

 

個別情報 

 あなたは、以下の情報を知っています。この情報をもとに、他のママ友に自分の意見

（鈴木家はお父さん用にもう一台自転車を購入すべきか否か）を伝える準備をしてくだ

さい。 

・ 鈴木家のマンションの共同駐輪場は不足気味で、空きが出ると希望者の間で抽選が

行われる。 

・ 鈴木パパは、大学時代、サイクリングサークルに所属していた。 

・ 鈴木パパは、近所のコンビニに行く時は、いつもママの自転車を借りている。 

 

本情報シートの内容は、実在の人物・団体とは一切関係ありません。 
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協働的学習者育成プログラム  - 合意形成編 – 

情報シート C 

 

本情報シートへの書き込みは自由です。エクササイズ終了後回収します。 

情報シートに書かれていないことは想像して情報を付加しながら検討してください。 

 

共通情報 

 鈴木家は、先日「お父さん用の自転車を購入するか」について家族会議を開きました

が、結論が出ず、困った鈴木家の母は、あなたを含むママ友 5 人に相談しました。そこ

で、あなたは、他のママ友と話し合い、鈴木ママにアドバイスしてあげることにしまし

た。 

・ 鈴木家は 4人家族： 

 父(43 歳,会社員)、母(42歳,派遣社員)、長男(10歳,小学 4年生)、次男(5歳,保育

園) 

・ 現在、母と長男が自転車を保有 

- 母は、保育園の送り迎えと通勤、買い物に利用している 

- 長男は、塾や野球の練習に行くために利用している 

- 2 台の自転車は自宅マンションの共同駐輪場に置いている 

・ 自転車のほかに、自家用車 1台を保有。車を使うのは休日のみ。父は電車通勤。 

・ 自宅は東京都心から電車で 1時間の距離にある。 

・ 自宅から自転車で 10分のところに河原がありサッカーや野球ができる。 

 

個別情報 

 あなたは、以下の情報を知っています。この情報をもとに、他のママ友に自分の意見

（鈴木家はお父さん用にもう一台自転車を購入すべきか否か）を伝える準備をしてくだ

さい。 

・ 長距離を走るようなロードバイクはかなり高額で、家計を圧迫するおそれがある。 

・ 鈴木パパは、休日に自転車で河原に行って、長男とキャッチボールをしたいと思っ

ている。 

・ 鈴木パパもママも運転免許を持っているが、ママはペーパードライバーでほとんど

運転しない。 

 

本情報シートの内容は、実在の人物・団体とは一切関係ありません。 
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【ケーススタディ】 

(3) 個人ワークシート 

※A3サイズで印刷してください。 
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(4) グループワークシート 
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(5) 協働的学習者診断シート（ポスト調査） 
 

協働的学習者診断シート（ポスト調査） 

クラス  出席番号  

担当講師名      先生 氏 名  

 
各設問について自分自身がどれくらいあてはまるか（あてはまらないか）回答してください。 

設問 
全く 
あてはまらない 

とても 
あてはまる 

1 
あいさつなどチームメンバーと関係を深

める努力をする。 
1 2 3 4 5 6 7 

2 

困っていたり悩んでいたりするメンバー

がいても、その人から相談を受けない限

り、声をかけたりしない。 

7 6 5 4 3 2 1 

3 
議論の流れに沿ってタイミングをみて情

報を発信する。 
1 2 3 4 5 6 7 

4 
根拠があいまいな意見に対して、根拠を

問う質問をする。 
1 2 3 4 5 6 7 

5 
チーム全体をやる気に満ちた雰囲気にす

ることができる。 
1 2 3 4 5 6 7 

6 
一度結論が出ても、疑問点があれば納得

できるまでとことん話し合う。 
1 2 3 4 5 6 7 

7 
チーム状況をみて、自分の果たすべき役

割を考えて行動する。 
1 2 3 4 5 6 7 

8 

うまく情報収集ができなかったり、アイ

デアが浮かばなかったりした時は、すぐ

にチームメンバーに現状を伝える。 

1 2 3 4 5 6 7 

9 
１つのアイデアが出た時、関連する情報

や意見を出してアイデアを膨らます。 
1 2 3 4 5 6 7 

10 
チームメンバーひとりひとりの感情や思

いを察することができる。 
1 2 3 4 5 6 7 

11 
各メンバーの意見を整理してわかりやす

く示す。 
1 2 3 4 5 6 7 

12 
誤った情報を発信しないように、事前に

情報の正確性を確認する。 
1 2 3 4 5 6 7 
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設問 
全く 
あてはまらない 

とても 
あてはまる 

13 
メンバーの困っている様子に気づいた

ら、声をかけるなどの行動をとる。 
1 2 3 4 5 6 7 

14 
自分の持っている知識や情報を積極的に

共有する。 
1 2 3 4 5 6 7 

15 
意見の違いを生じている背景・原因を明

らかにしようとする。 
1 2 3 4 5 6 7 

16 
人の話を途中で遮ることなく、最後まで

話に耳を傾ける。 
1 2 3 4 5 6 7 
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(6) 振り返りシート 
 

協働的学習者育成プログラム  - 合意形成編 – 

振り返りシート 

クラス  出席番号  

担当講師名      先生 氏 名  

 

 本日のプログラムを通じて気づいたこと, 感じたことを自由に記述してください。 
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【インタビュー映像スクリプト】 

 

09.Y 市民への移住を考えている佐藤さんご夫妻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妻：ねぇ、引越しの件、考えてくれた？ 

 

夫：ああ、例の、Y市に移住するかどうかって話だろ。もちろん考えているよ。 

 

（子どもたちが家の中で走り回っている） 

 

妻：こら、あんまり走り回っちゃダメよ！ 

 

夫：まぁ、仕方がないじゃないか。子どもは元気があり余っているんだから。 

 

妻：あなたは家にいないから良いけど、私は子どもがうるさいって、よく怒られるのよ。今

日も下の階の方に文句を言われちゃったわ。子どもたちがバタバタうるさいって。困っちゃ

ったわ。 

 

夫：そうかぁ・・・子どもたちをもっと広いところで育てたいよなぁ。ここのマンションじ

 父：41 歳, 会社員 母：36歳, 専業主婦 

 子ども：3人（長女 5歳、次女 3歳、長男 1歳） 

 現在住んでいる賃貸マンションは狭い割に家賃が高く、不満を感じている。

マンションで子どもが騒ぎ、クレームになることもあり、少し困っている。 

 今後子どもたちが大きくなることを考えると、もう少し大きな間取りのマン

ションに引っ越したいとの希望がある。また、子どもたちを自然豊かな環境

の中でのびのび育てたいと考えている。 

 移住先として県郊外の「Y市」が候補に挙がっているが、いくつか懸念され

ることもあり、Y市に移住すべきかどうか、決めかねている。 
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ゃ狭いしなぁ。 

 

妻：そうよ。早く、引越しの話、進めましょうよ。住み替えるなら、私、タワーマンション

がいいわ。Y 市の駅前に今 38 階建てのタワーマンションができたのよ。憧れるなぁ。高層

階は眺めもいいし、ロマンチックよね。 

 

夫：タワーマンションかぁ・・・まぁ、タワーマンションもいいけどさ、Y 市なら、中古の

一戸建てもいいんじゃない？良い物件があれば、思い切って購入しちゃうっていう手もあ

るよ。 

 

妻：戸建てもいいわね。 

 

夫：今すぐってわけじゃなくて、将来的に、親を招いて二世帯住宅にするっていうことも考

えられるしなぁ。最近、親の足腰も弱ってきてて、ちょっと心配なんだよなぁ・・・ 

 

妻：とにかく、子どもは自然豊かな環境で育てたいわ。海沿いの町なんて最高よね。わたし

海がある街で育ったから子どもたちにも海が身近にある生活をさせたいわ。やっぱり移住

するなら Y市にしましょうよ。 

 

夫：そうだなぁ、同じ家賃を払うならば、もっと大きな家に住みたいし、子どもは豊富な自

然環境の中でのびのび育てたいよな。 

 

妻：そうよ。 

 

夫：でもなぁ・・・正直通勤時間が延びるのがネックなんだよな･･･Y 市から会社のある新

宿まで行くとなると、品川経由だろ。特急に乗っても 1時間半近くはかかるだろうなぁ・・・ 

 

妻：郊外に住むんだもん。そこはパパに頑張ってもらわないとね。 

 

夫：ひとごとだと思って・・・通勤ラッシュもすごいだろうしなぁ・・・あのさ、Y市もい

いんだけど、実は、F市もどうかなって思ってるんだ。あそこなら新宿まで一本で行けるか

ら楽なんだよなぁ。 

 

妻：F市？いやよ、子どもは自然豊かな環境で育てたいもん。 

 

夫：F市だって海が側にあるし、自然豊かなんじゃないか？ 

 

妻：そうかしら。やっぱり Y市のほうが、自然環境が豊かなんじゃないかしら。 
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夫：そうかなぁ・・・まぁ、自然環境も大事だけどさ。俺の通勤問題も多少は考えてくれよ。 

 

妻：でも・・・ちょっと気になる点もあるのよね。 

 

夫：何？気になる点って？ 

 

妻：なんか Y市って人口が減ってるんでしょ？昔は県でも 4番目の都市だったのに、今は F

市に抜かれて 5位になったってネットに書いてあったわ。 

 

夫：ああ、人口減少ね・・・日本全国でそんな状態になってるんだろうなぁ。Y市はどのく

らいの年代の人たちが減ってるんだろ？ 

 

妻：それはよくわからないけど、でもネットでは子育て期の世代の人口が減ってると書いて

あったわ。 

 

夫：おいおい、大丈夫か？Y市は子育てがしにくいんじゃないのか？ 

 

妻：それはわからないけど・・・でも、Y市で育った知り合いのママはすごく住みやすい街

だって言ってたわ。今は結婚して、他の町に移ってしまったんだけど、「できればずっと住

みたかった」って言ってたわ。 

 

夫：人口が減れば、街も活気がなくなるだろうな・・・俺たちが老後になったときまで住め

るかなぁ？ 

 

妻：そんな先の事までわからないけど。 

 

夫：でもさ、住宅を買うってことは、先のことまで考えておかないとさ。 

 

妻：高い買い物だしね。 

 

夫：うん。自然環境の他に、移住する場所に期待することって何かある？ 

 

妻：そうね・・・充実したショッピングセンターがあるといいわね。 

 

夫：じゃぁ、やっぱり F市のほうがいいんじゃない？近くに大型のショッピングモールがた

くさんできているよ。 

 

妻：それだけじゃないわ。教育環境が充実していることも大切にしたいの。子どもたちには

将来、中学受験もさせたいし。進学塾とか大事よね。それから、これからは、英語教育の環
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境も大切にしたいわ。早くから英語や外国に親しませるような教育がしたいの。 

 

夫：中学受験に、英語教育かぁ・・・子どもたちも、あっという間に大きくなっちゃうんだ

ろうな。ところで、Y 市は進学塾や英語教育は充実しているの？ 

 

妻：進学塾は分からないけど。さっきの友達が言うには、Y市は昔から英語教育が盛んなん

だって。米軍基地の中に英語が学べるプログラムもあるらしいのよ。 

 

夫：うーん。英語はいいんだけどさぁ・・・米軍基地とか、治安とかちょっと心配だな・・・

大丈夫かな？ 

 

妻：うーん、そのあたりは調べてみないと分からないけど・・・確かに治安とか大事よね。

最近物騒な事件も多いし・・・ 

 

夫：あとさ、Y市って海沿いじゃん。海沿いもいいんだけどさ、地震とか大丈夫かな？  

 

妻：地震？いやよ。私、地震、大嫌いなの！地震が起こりやすいところなの？ 

 

夫：いや、それは知らないけどさ。ほら、最近ニュースでやってるじゃない。活断層とかな

んとか・・・だからちょっと心配になっちゃって。 

 

妻：Y市は海沿いだから大きな地震が起こったら確かに怖いわね・・・きちんと調べておい

たほうがいいかもしれないわね・・・ 

 

夫：そうだな。ちゃんと調べておこうか。 

 

妻：あと、私、子育てが落ち着いたら、また働こうかなって思ってるの。 

 

夫：へー、そうなんだ。いいじゃない。応援するよ！ 

 

妻：ありがとう。 

 

夫：あのさ、ちょっと、提案なんだけど、一度、専門家に話を聴いてみないか？知り合いに

「住まいのアドバイザー」っていう仕事をしているやつがいるんだよ。いいやつでさ、色々

相談にのってくれると思うんだよ。 

 

妻：そんな仕事があるの？面白そうね。そうね、是非聴いてみようかしら。いつにする？ 
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4-3 協働的学習者診断結果の分析方法 

 協働的学習者育成プログラムを受講した生徒の学修効果を測定することを目的に、プロ

グラム受講の前後で同じ内容の診断テストを 2度（プレ調査・ポスト調査）実施します。

協働的学習者育成プログラムでは、「協働的学習者診断シート」を使用します。協働的学

習者診断テストは、16の質問項目で構成されており、「関係構築」「支援・援助」「情報共

有」「合意形成」の 4つのカテゴリに関する設問がランダムに配置されています。以下の

集計表にしたがって、プレ調査およびポスト調査の結果を分析ください。 

 

【集計表】 

カテゴリ 診断テストの設問 回答 
カテゴリ 

平均 

関係構築 

1 
あいさつなどチームメンバーと関係を深

める努力をする。 
 

 

7 
チーム状況をみて、自分の果たすべき役

割を考えて行動する。 
 

10 
チームメンバーひとりひとりの感情や思

いを察することができる。 
 

16 
人の話を途中で遮ることなく、最後まで

話に耳を傾ける。 
 

支援・援助 

2 

困っていたり悩んでいたりするメンバー

がいても、その人から相談を受けない限

り、声をかけたりしない。 

 

 

5 
チーム全体をやる気に満ちた雰囲気にす

ることができる。 
 

8 

うまく情報収集ができなかったり、アイ

デアが浮かばなかったりした時は、すぐ

にチームメンバーに現状を伝える。 

 

13 
メンバーの困っている様子に気づいた

ら、声をかけるなどの行動をとる。 
 

情報共有 

3 
議論の流れに沿ってタイミングをみて情

報を発信する。 
 

 

9 
１つのアイデアが出た時、関連する情報

や意見を出してアイデアを膨らます。 
 

12 
誤った情報を発信しないように、事前に

情報の正確性を確認する。 
 

14 
自分の持っている知識や情報を積極的に

共有する。 
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合意形成 

4 
根拠があいまいな意見に対して、根拠を

問う質問をする。 
 

 

6 
一度結論が出ても、疑問点があれば納得

できるまでとことん話し合う。 
 

11 
各メンバーの意見を整理してわかりやす

く示す。 
 

15 
意見の違いを生じている背景・原因を明

らかにしようとする。 
 

 

【集計表の記載例】 

カテゴリ 診断テストの設問 回答 
カテゴリ 

平均 

関係構築 

1 
あいさつなどチームメンバーと関係を深

める努力をする。 
5 

4.75 

7 
チーム状況をみて、自分の果たすべき役

割を考えて行動する。 
4 

10 
チームメンバーひとりひとりの感情や思

いを察することができる。 
5 

16 
人の話を途中で遮ることなく、最後まで

話に耳を傾ける。 
5 

支援・援助 

2 

困っていたり悩んでいたりするメンバー

がいても、その人から相談を受けない限

り、声をかけたりしない。 

4 

3.75 

5 
チーム全体をやる気に満ちた雰囲気にす

ることができる。 
4 

8 

うまく情報収集ができなかったり、アイ

デアが浮かばなかったりした時は、すぐ

にチームメンバーに現状を伝える。 

4 

13 
メンバーの困っている様子に気づいた

ら、声をかけるなどの行動をとる。 
3 

情報共有 

3 
議論の流れに沿ってタイミングをみて情

報を発信する。 
4 

4.00 

9 
１つのアイデアが出た時、関連する情報

や意見を出してアイデアを膨らます。 
4 

12 
誤った情報を発信しないように、事前に

情報の正確性を確認する。 
4 

14 
自分の持っている知識や情報を積極的に

共有する。 
4 
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合意形成 

4 
根拠があいまいな意見に対して、根拠を

問う質問をする。 
4 

3.75 

6 
一度結論が出ても、疑問点があれば納得

できるまでとことん話し合う。 
3 

11 
各メンバーの意見を整理してわかりやす

く示す。 
4 

15 
意見の違いを生じている背景・原因を明

らかにしようとする。 
4 

 

 受講した生徒全員の診断結果を集計してグラフ化すると、プログラム実施の効果を確認しや

すくなります。 

【グラフ例】 
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結びにかえて 

産業能率大学 AP 事業推進責任者 

学長補佐・教育支援センター長  杉田 一真 

 

 本学の高大接続の取組みは、1999 年、中央教育審議会がいわゆる『高大接続答申』において

キャリア教育推進の必要性を示したことを機にはじまりました。まず、高校教員とキャリア教

育に関するインフォーマルな勉強会をスタートし、この勉強会の中で、キャリア教育の中核は

「社会で生きる力」を育むことにあるとの結論に至り、いまでいう社会人基礎力（ジェネリッ

クスキル）の育成に取り組むことにしました。2004 年に「高校生のためのキャリア開発プログ

ラム」を試行し、2006 年度から正式開催しました。キャリア教育の視点から高大接続に取り組

む試みは、本学に２つの改革をもたらしました。第一に、入試制度改革です。2007 年度入試に

おいて「キャリア教育接続入試」を開始しました。本入試は、「高校生のためのキャリア開発プ

ログラム」を通じて自己の将来構想を描き、それに基づいて課題解決プランのプレゼンテーシ

ョンを行い、これに自己記述書に基づく面接を加えて選考を行うものです。本入試によって、

高校時代に自己の個性を理解し、主体的に活動してきた成果と、その過程で培われたジェネリ

ックスキルを評価し、高大の接続性を高めたいと考えました。第二に、初年次教育の改革で

す。2014 年度に初年次の中核科目である「基礎ゼミⅠ・Ⅱ」をジェネリックスキルの育成およ

びアクティブラーニング推進の観点から大幅改編しました。具体的には、初年次に修得すべき

アカデミックスキルとジェネリックスキルを同時に育成するプログラムを開発し、アクティブ

ラーニングによる PBL（Project Based Learning）を中心とした授業に移行しました。本改編

は外部から高く評価いただき、日本私立大学協会・教育学術新聞「教授法が大学を変える」

(2015 年度版)『深化するアクティブラーニング』に好例として取り上げられ、日本高等教育開

発協会「JAED Good Teaching Award」を受賞することができました（2016年）。 

 そして、2014 年に文部科学省「大学教育再生加速プログラム（以下 AP）」の採択を受け、

2016年度から新たな高大接続の形を模索してきました。それは、高大接続によるアクティブラ

ーナー＝主体的学習者の育成です。プログラム開発チームを組織し、主体的学習者を定義し、

育成すべき力を画定し、育成のためのプログラムを検討しました。本検討においては、初年次

教育で蓄積した知見が大いに役に立ちました。その後「主体性」とともに、アクティブラーニ

ングを通じて学生が深い学びを得るために必要な力である「協働力」についてもプログラムを

開発しました。 

 20年間にわたる本学の高大接続に関する取組みは、その中心がキャリア教育から、ジェネリ

ックスキルの育成、主体的・協働的学習者の育成へと変遷してきましたが、これまでの道のり

はまさに試行錯誤の連続でした。その中で、常に有益な示唆をいただいたのが、高校の先生方

と学外有識者のみなさまでした。特に AP事業においては、専門家委員を務めていただいた溝上

慎一先生（学校法人桐蔭学園理事長、桐蔭学園トランジションセンター所長・教授）、中原淳先

生（立教大学経営学部教授）、小林浩先生（リクルート進学総研所長、リクルート「カレッジマ

ネジメント」編集長）、第三者評価委員を務めていただいた安彦忠彦先生（神奈川大学特別招聘
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教授、中央教育審議会委員）、山田礼子先生（同志社大学社会学部教授、教育支援機構副機構

長、学習支援・教育開発センター長）、友野伸一郎先生（教育ジャーナリスト）に的確なアドバ

イスと厚いご指導をいただきました。この場をお借りして改めて深く御礼申し上げます。 

 AP事業もまもなく補助期間終了を迎えます。今後も高大接続の形は常に変化し続けていくで

しょう。本学は、高大接続において「何を行うか」ではなく、「何のために取り組むか」を常に

考え、これからも学内関係者のみならず、外部の専門家・教育関係者のみなさまのご協力を賜

りながら、時代に沿った高大接続の形を模索しつづけていきたいと思います。 
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[問い合わせ先] 

産業能率大学 入試企画部企画課 

mail： kikaku@hj.sanno.ac.jp 

Tel． 03-3704-0731 / Fax． 03-3704-9766 

※メールでお問い合わせの際は、タイトルに【探究プログラムの件】と入れてください。 
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